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1 1

人文社会
科学研究
科（共通
科目）

北東北研
究（Study
of North
Tohoku）

１，２
必修
科目

2
前
期

水曜日
１・２時限

上條　信
彦，大橋
忠宏，白石
壮一郎，○
武井　紀
子，片岡
太郎

地域志向
科目

レベル5

人文社会科学研究科での研
究を進める出発点として，各
専攻で修得する専門知識・技
能にもとづく実践力・応用力
を身につけるために，多様な
課題に対する積極的な関心
を獲得すること

北東北の歴史、文化、社会、現代的
課題について積極的な関心を深め
てもらうため、多分野の教員により
意欲的かつ清新な視点からの講義
を展開する。

上條信彦
　１　青森県における埋蔵文化財とその調査
　２　北東北の遺跡からみた縄文のくらし
　３　北東北の遺跡からみた縄文社会
武井紀子
　１　陸奥・出羽地域の歴史的特徴の比較
　２　北東北と都の都鄙間交通
　３　北東北と北方交易
片岡太郎
　１　北東北の漆工技術
　２　北東北の遺跡保存と活用
　３　東北地方における文化財防災と地域連携
白石壮一郎
　１　戦後社会変動と北東北の人口地域移動
　２　高度成長期における上京者の情景
　３　上京・Uターンと家業・家族
大橋忠宏
　１　都市／地域問題：弘前の空間計画を例に
　２　津軽地方の公共交通の現状と課題
　３　地域間高速交通網整備と北東北

【予習】各回のテーマ
について関心を持ち
講義にのぞむように
する。
【復習】各回の講義
内容を振り返り、関
連する事柄を調べる
など、各自積極的な
復習を必要とする。

学際・
新領
域

- - 特になし。
講義時に各担当教員
から指示される。

８割以上の回
に出席の上、
５人の教員が
提示する課題
のうちいずれ
か一つを選び
レポートを提
出する。

講義形
式

毎回、それ
ぞれのテー
マについ
て、各教員
からの講義
形式で進め
る。

特になし。
【担当】武井：
333号室　火10：
00－12：00

n-
takei(at)hi
rosaki-
u.ac.jp
　※(at)は
@に置き
換えてく
ださい

特にな
し。
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

美術史
（Art
History）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
５・６時限

足達 薫 - レベル5

美術史学における基本的な
方法論及び分析手法を理解
すること
美術史学における最新動向
及び議論を理解し，自らの研
究に役立つ観点を確立するこ
と

美術史学における基本的な方法論
（様式分析、イコノグラフィー［図像
学］、イコノロジー［図像解釈学］、社
会史、精神分析）及びそれらの方法
に基づく分析手法を、具体的なテク
ストの読解及び解説を通じて学ぶ
科目です。具体的な分析例を批判
的に考察し、各方法の限界と可能
性を省察していきます。

3回目以降は各テクストの批判的分析を中心とします。
1回目：美術史学の最前線――今何が問われているのか
2回目：美術史学の形成――近代以前の美術史に関する諸問題
3回目：クリスとクルツ『芸術家伝説』（1）美術の起源
4回目：クリスとクルツ『芸術家伝説』（2）美術家に関する神話
5回目：パノフスキー『イコノロジー研究』（1）3つの解釈レベル
6回目：パノフスキー『イコノロジー研究』（2）盲目のクピド
7回目：パノフスキー『イコノロジー研究』（3）ミケランジェロと新プラトン主義
8回目：パノフスキー『象徴形式としての遠近法』（1）ルネサンス以前
9回目：パノフスキー『象徴形式としての遠近法』（2）ルネサンス
10回目：バクサンドール『ルネサンス絵画の社会史』（1）注文契約書が語るもの
11回目：バクサンドール『ルネサンス絵画の社会史』（2）美的カテゴリーの再構成
12回目：バロルスキー『とめどなく笑う』
13回目：ダニエル・アラス『何も見ていない』
14回目：シアマン『オンリー・コネクト』
15回目：ボルツォーニ『クリスタルの心』

[予習]毎回取りあげ
るテクストの読解
[復習]講義での解説
を踏まえた小エッセ
イ

芸術
関連

思想
関連

歴史
学関
連

テクストをコ
ピーで配布
します。

リストを配布します。

平常評価（授
業への参加
度）：授業でと
りあげるテク
ストに関する
小エッセイを
毎回提出して
もらいます。
評価の30％。
期末評価（理
解度の確
認）：いずれ
かのテクスト
に関する分析
的レポート。
評価の70％。
上記を合算し
て成績評価を
行います。

講義

各回でとり
あげたテク
ストに関す
る小エッセ
イを提出し
てもらい、次
の回に
フィードバッ
クします。

ヨーロッパ美術に関
するテクストを取りあ
げるため、ヨーロッパ
の美術に関する基本
的知識が必要となり
ます。

水曜13:00～
14:00、人文社
会科学部3階、
芸術史研究室。

kaorucci
※）
hirosaki-
u.ac.jp
※はアッ
トマークで
す。

なし。
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

考古学
（Archaeol
ogy）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
３・４時限

上條　信彦
地域志向
科目

レベル5
考古学における基礎的理論
と資料化の技術を習得するこ
と

型式論、領域論、流通論、社会論の
4つをテーマに関連する課題を出
し、文献を購読し、発表討論を行い
ます。

【授業内容予定】
　受講者のテーマに関連する論文を選定します。論文を読みこなすだけでなく、関連する
文献にあたり、論文の書かれた知識や背景、現在的視点における批判を見出します。

第１回　ガイダンスとテキストの選定　　　　第２回　年代決定について
第３回　形態の分析　　　　　　　　　　　    　第４回　分布と時間
第５回　遺跡と遺物・１　　　　　　　　　　     第６回　遺跡と遺物・２
第７回　資料の機能を探る・１　　　　　　  　第８回　資料の機能を探る・２
第９回　遺物の属性分析（土器編）　　　　　第10回　遺物の属性分析（石器編）
第11回　食料を検討する・１　　　　　　　  　第12回　食料を検討する・２
第13回　食料を検討する・３　　　　　　　  　第14回　人間の行動・１
第15回　人間の行動・２

文献検索能力を高
めるため、実習室・
図書館、学外にある
全ての資料を対象と
します。

考古
学関
連

歴史
学関
連

博物
館学
関連

特になし 特になし

発表内容と、
論文に関する
調査など取り
組む姿勢を評
価します。

講義

演習内容に
沿って，学
生が調査発
表し，相互
に討議を行
います。ま
た，史跡・博
物館や埋蔵
文化財セン
ター・歴史
民俗資料館
などで実物
資料を調査
することが
あります。

考古資料を解釈する
ために、人類学・経
済学・自然科学など
幅広い内容を扱う一
方、これらの学問を
以下に考古学に応
用していくかの思考
を重視するため、専
門的な内容になりま
す。

215号室（上條）
月～金随時、
10：00～13：
00、17：00～が
つかまりやすい
です。

HP：
http://hu
man.cc.hir
osaki-
u.ac.jp/ka
mijo/　発
掘の様子
が分かり
ます。
HPアドレ
ス：
kamijo(あ
っと）
hirosaki-
u.ac.jp
（あっと）
を@に変
換してくだ
さい。

特になし
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

宗教学・
民俗学
（Science
of
Religions
and
Japanese
Folklore）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
５・６時限

山田 嚴子 - レベル5

文化資源と文化政策につい
て民俗学の蓄積から多角的
に検討する力を身に付けるこ
と

マイノリテイの持つローカルな文化
の背景を日本文化史から位置づ
け、文化政策について批判的に検
討する。

第１回：日本の人形儀礼
第２回：日本の人形戯
第３回：マイノリテイとグローバリズム
第４回：ローカルな文化とパッケージ化
第５回：ヒトガタ
第６回：彫像の多様性
第７回：門付
第８回：アウトサイダー
第９回：異相の神
第１０回：司祭者
第１１回：死んだ司祭者
第１２回：路上の人形
第１３回：劇人形と渦潮
第１４回：共同討議
第１５回：まとめ

発表の準備と内容の
修正、補足が必要

民俗
学関
連

文化
人類
学関
連

博物
館学
関連

ジェーン・マ
リー・ロー
『神舞い人
形』

授業中適宜指示しま
す。

発表と議論で
評価します。

講義及
び演習

概要を講義
した後、発
表分担を決
めて発表す
る。

特になし
月曜日12時～
13時

itsukoあと
hirosaki-
u.ac.jp

特になし
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

哲学
（Philosop
hy）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
３・４時限

今井 正浩 - レベル5

欧米の古代哲学・思想史関
係の英文の論考の精読を通
して，古代ギリシア哲学・思想
史についての専門的理解を
深めること
主題の設定の仕方や議論の
進め方など，論考の形式的な
側面にも留意することによっ
て，論証のための技術や論
の組み立て方等に関する技
能を習得すること

　本講義は，西洋古典古代
（Classical Antiquity）における「心」
の哲学（Philosophy of Mind）の展開
に関する英文の論考を精読を通し
て，西洋古代哲学の思想文化史的
特質を明らかにすることを目的とし
ています。

　西洋古典古代の「心」の哲学をテーマとした英文の論考を取り上げ，初期ギリシア哲学
からプラトン・アリストテレス，ヘレニズム期の哲学をへて，アウグスティヌスとキリスト教思
想にいたるまでの「心」の哲学の展開を丹念に辿ります。

第１回　導入―西洋古典古代における「心」の哲学の概観
第２回　初期ギリシア哲学における「魂」概念（１）
第３回　初期ギリシア哲学における「魂」概念（２）
第４回　ソクラテスの哲学における「魂」概念（１）
第５回　ソクラテスの哲学における「魂」概念（２）
第６回　プラトンの哲学における「魂」概念（１）
第７回　プラトンの哲学における「魂」概念（２）
第８回　アリストテレス哲学における「魂」概念（１）
第９回　アリストテレスの哲学における「魂」概念（２）
第10回　ヘレニズム期以降の哲学における「魂」概念の展開
第11回　エピクロス派
第12回　ストア派
第13回　新プラトン主義
第14回　アウグスティヌスとキリスト教思想
第15回　総括
 
　なお，授業の進行状況等によってシラバスの内容と異なってくる場合は，その都度説明
をします。

　各回の授業後に復
習点，次回の予習点
を伝えます（なお，予
習・復習は，最低で
も各２時間とることが
必要です）。

思想
関連

歴史
学関
連

-

　
Modrak,D.K.
W.,
Classical
Theories of
Mind, in
Zeyl,
D.J.(ed.),
Encyclopedi
a of
Classical
Philosophy
(London,
Chicago,
1997,
pp.344-349.

　授業中に，適宜，紹
介していく予定です。
なお，この授業で教
材として使用する予
定の Modrak の英文
論考の論末には，専
門的な参考文献が多
数紹介されています
ので，関心のある方
はあらかじめ参照し
ておいてください。

　平常評価
〔授業への参
加度〕（50
パーセント）＋
学期末に提
出するレポー
トの評点（50
パーセント）を
合算して評価
します。

講義

　基本的に
は講義形式
の授業です
が，英文の
専門論文の
精読等を前
提として，質
疑応答や討
論の時間等
を組み込む
など，学生
諸君との双
方向的な授
業の要素を
取り入れま
す。

　受講にあたって，
古典ギリシア語・ラテ
ン語の知識は問いま
せんが，語学の知識
が理解を一層深める
ことは言うまでもあり
ません。
　日本語で書かれた
代表的な古典ギリシ
ア語・ラテン語の基
礎文法書を紹介しま
すので，ぜひ挑戦し
てみてください。
  （１）水谷智洋著
『古典ギリシア語初
歩』（岩波書店刊，
1990年）
  （２）田中利光著『ラ
テン語初歩／改訂
版』（岩波書店刊，
2002年）

毎週月曜日の
午後４時～６時
をオフィスア
ワーの時間帯と
して設定しま
す。

Eメールア
ドレス
masahiro
@hhirosak
i-u.ac.jp

　なし
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

倫理学
（Ethics）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
１・２時限

○横地 徳
廣，原　克
昭

- レベル5
倫理学の古典テキストの読解
を通じて，諸事象を哲学的に
考察する仕方を学ぶこと

日本と西欧の倫理思想史の一場面
に注目し、
テキスト読解を通じて哲学的概念と
社会的事象の相関関係を解釈しま
す。

授業予定は、以下のとおりです。変更の場合は授業で事前に知らせます。
１　　　ガイダンス
２　　　テキスト読解と解説　　（１）西欧における時間
３　　　テキスト読解と解説　　（２）西欧における歴史
４　　　テキスト読解と解説　　（３）西欧における生命
５　　　テキスト読解と解説　　（４）西欧における神話
６　　　テキスト読解と解説　　（５）西欧における文化
７　　　テキスト読解と解説　　（６）西欧における神託
８　　　テキスト読解と解説　　（７）総括
９　　　テキスト読解と解説　　（８）日本における時間
１０　　テキスト読解と解説　　（９）日本における歴史
１１　　テキスト読解と解説　（１０）日本における生命
１２　　テキスト読解と解説　（１１）日本における神話
１３　　テキスト読解と解説　（１２）日本における文化
１４　　テキスト読解と解説　（１３）日本における占い
１５　　テキスト読解と解説　（１４）総括

配布テキストを授業
前後に読むことが準
備学習になります。

思想
関連

文学
関連

歴史
学関
連

コピーで配
布される
か、各自で
指定テキス
トを購入し
ます。

適宜、紹介されます。

平常評価（
読解参加　）：
100％
内訳は、日本
倫理思想史
50％、西洋倫
理思想史
50％です。
上記をもとに
最終的な成績
評価が行わ
れる予定で
す。

演習

読解しなが
ら、段落ごと
に要旨をま
とめていき
ます。

特になし

オフィスアワー
は在室時です。
日本倫理思想
史研究室およ
び西洋倫理思
想史研究室ま
で。
必ずメールで面
会予約をとって
ください。

メールア
ドレスは
人社414
研究室に
掲示され
ます。

特になし
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

文芸基礎
論
（Literary
Foundatio
n）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
７・８時限

泉谷 安規 - レベル5

20世紀の代表的小説といわ
れるマルセル・プルーストの
『失われた時を求めて』を読
むことで，人間にとって芸術と
は何かという問題を考えてい
くこと

20世紀、あるいはフランス文学を代
表するといわれるマルセル・プルー
ストの『失われた時を求めて』を読
んで、人間にとって芸術とは何か、
小説や絵画や音楽を読み、見て、
聴くとはどういうことなのか、あるい
は時間とは、記憶とは、人間同士の
関係とは、などなど、人間にとって
生きることの意義を考えていきま
す。もちろん、これらすべてを15回
の授業で扱う余裕もなく、またプ
ルーストの小説がその答えを与えて
くれているわけでもありません。しか
もこの小説は全７篇、邦訳にして１４
巻もある大長編小説です。しかしな
がら、プルーストの小説を読むこと
は、こうした人間の生というものを再
び考える、別の角度から考えるヒン
トを与えてくれます。授業でプルー
ストの作品に触れて、その一端でも
見つけれもらえたならばと思いま
す。授業では、『失われたときを求
めて』の最初の作品『スワン家のほ
うへⅠ』をテクストとして読んでいき
ます。

１．イントロダクション（プルーストについて）
２．冒頭：誰が語っているのか？
３．眠りと記憶
４．身体と時間
５．コンブレーのエピソード（１－１）：就寝劇への執着
６．コンブレーのエピソード（１－２）：母親への愛情とその代償
７．プチット・マドレーヌの挿話からコンブレーへ
８．幼年期の記憶のコンブレー（２－１）：増殖するコンブレーの町
９．幼年期の記憶のコンブレー（２－２）：言葉とともに変容するコンブレー
１０．幼年期の記憶のコンブレー（２－３）：二つの散歩道と二つの方向
１１．幼年期の記憶のコンブレー（２－４）：ヴァントゥイユ嬢、同性愛と父親殺し
１２．幼年期の記憶のコンブレー（２－５）：ヴァントゥイユ嬢、サディスムと悪
１３．幼年期の記憶のコンブレー（２－６）：ヴィヴォンヌ川
１４．再び冒頭の語り手へ（第一部の終わりで、ようやく始まる物語）
１５．まとめ

予習は、下記の教科
書を読んでおくことで
す。復習は、授業内
で取り上げた個所を
再読して、書かれて
いることについて自
分でよく考えてみてく
ださい。

文学
関連

- -

マルセル・
プルースト
『失われた
ときを求め
て１　スワン
家のほうへ
Ⅰ』吉川一
義訳、岩波
文庫。

開講時に指示しま
す。

平常点（授業
への参加度）
50パーセン
ト、期末時の
レポート50
パーセントで
評価します。

演習

演習形式
で、教科書
を読んでい
きます。

特にありません。
木曜日７・８時
限

－ なし
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

日本語学
（Japanes
e
Linguistic
s）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
９・１０時
限

佐藤 和之 - レベル5

日本人に身近にある外国語
との関係から日本語の特徴
を学び，「ことば（言語）」の役
割について考えること

「日本人のほぼ全員が日本語を話
す」という日本語の最大特徴から、
日本語の言語特徴を見つけ、その
特徴の成立理由を明らかにする方
法について講義する。

たとえば「犬」の音はケンで、訓はいぬ。それでは「明」の音と訓は何か。「明星・明暗・明
朝・明るい」それぞれの明の読みをどう説明すればいいのか。
　「峠」の音と訓は何か。「峠」は国字だから音を持たないし、「榊」もそう。しかし「働」も国
字だがドウという音があるのはなぜか。
　「胃」は音か訓か？「い」以外に読みがないから国字だろうか。

　現代日本語の成立過程で諸外国との接触によって成長させてきた日本語の特徴に気
付き、それを調査し、説明できる能力を身に付ける。

１．言語の機能
２．国語と日本語
３．言語学的研究手法
４．日本語の諸相
５．音声と音韻の違い(1)
６．音声と音韻の違い(2)
７．語彙の定義と体系(1)
８．語彙の定義と体系(2)
９．文法と文法論(1)
10.　文法と文法論(2)
11.　文字と表記(1)
12.　文字と表記(2)
13.　カタカナ外来語と日本語
14.　国語と公用語
15.　国連公用語と日本語
16.　試験

毎回、講義の終わり
頃に次回講義の予
告をするので、その
ことについて下調べ
をしてから授業に臨
んでください

言語
学関
連

地理
学関
連

教育
学関
連

講義中に適
宜紹介しま
す

講義中に適宜紹介し
ます

レポートによ
ります

講義

事前調査を
した発表と
そのことへ
の講義形式
です

言語学関係の基本
図書や論文をできる
だけ多く読むことが
求められます

研究室に在室
のときは随時可
能です。
火曜日11時50
分から13時00
分は確実に相
談にのることが
できます。

http://hu
man.cc.hir
osaki-
u.ac.jp/ko
kugo/

特記事項
はありま
せん
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(1)
整理
番号

(2)
区分
番号

(3)科目種
別

(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

アジア文
芸学
（Asian
Literature
）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
５・６時限

○尾崎　名
津子，渡辺
麻里子

地域志向
科目

レベル5

日本古典文学についての基
礎的事項を学び，理解を深め
ること
青森の古典文学についての
理解を深めること
日本近現代文学についての
基礎的事項を学び，理解を深
めること
青森の近現代文学について
の理解を深めること

・日本古典文学における和歌につ
いて、『古今和歌集』仮名序を通じ
て基礎的事項を学ぶ。
・津軽藩主の所持本の歌集につい
て学ぶ。
・日本近現代文学の展開を理解し
ながら、青森に関わる作家の表現
の特徴を学ぶ。

第１回　ガイダンス
第２回　和歌とは何か
第３回　和歌の歴史
第４回　『古今和歌集』の意義
第５回　勅撰和歌集の編纂
第６回　津軽藩主と和歌
第７回　和歌についてのまとめ
第８回　日本近現代文学と青森ゆかりの人びと
第９回　太宰治の生涯と創作
第10回　太宰治の中の葛西善蔵
第11回　太宰治『津軽』の中の弘前
第12回　太宰治『津軽』における故郷
第13回　寺山修司の生涯と活動
第14回　寺山修司と母
第15回　寺山修司『田園に死す』

予習は、次回予告さ
れていることについ
て、プリントを読んだ
り、図書館で調べた
りなど準備すること。
また復習は、配布さ
れた資料について読
み直し、理解を深め
ておくこと。

文学
関連

思想
関連

芸術
関連

購入は不
要。必要に
応じて関係
資料を配布
する。

※以下の書籍は全て
弘前大学附属図書館
に所蔵されている。
・有吉保『勅撰和歌集
入門―和歌文学理解
の基礎―』勉誠出
版、2009年
・谷知子『和歌文学の
基礎知識』角川選
書、2016年
・太宰治『津軽』新潮
文庫など
・郡千寿子、仁平政
人編『寺山修司という
疑問符』弘前大学出
版会、2014年

授業の予習
状況、理解
度、試験・レ
ポートなどを
総合的に判
断する。

講義

講義形式。
必要に応じ
て、演習を
加えること
がある。

予備知識は必要あり
ませんが、予習・復
習を欠かさず、毎回
の内容について、理
解を深めてください。

在室時は随時。
事前にメール連
絡をいただける
と確実です。

尾崎名津
子　ozaki
◎
hirosaki-
u.ac.jp
渡辺麻里
子
mwata◎
hirosaki-
u.ac.jp

◎を@に
変えて下
さい。

特にな
し。
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

アジア地
域学
（Asia in
Regional
Science）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
５・６時限

李　梁
地域志向
科目

レベル5

弘前で生んだ明治時代の代
表的言論人，思想家陸羯南
の政論と山田兄弟との関係
について文献と実地踏査に
よって
理解すること

弘前を中心とする津軽の教育実状
と精神風土

１、開講の辞ー津軽の精神風土と在府町の住人達
２～10、陸羯南著『近時政論考』（岩波文庫7454－7455）輪読
10～13、陸羯南と山田兄弟

14～15、山田兄弟と近代中国（同文書館の在学と孫文革命の支援）
16,総括

事前にあたえられた
課題や文献精読の
担当部分を読み込
み、関連事項につい
ての調べたうえ、要
点よく報告してもらう
よう要求します。

思想
関連

歴史
学関
連

言語
学関
連

特になし
その都度紹介しま
す。

授業参加の
態度と期末レ
ポートで半々
に評価しま
す。

講義又
は演習

演習形式
近代中国革命史へ
の予備知識が望まし
い。

木曜日正午か
ら午後一時ま
で。その他の時
間帯でも臨時応
変に対応しま
す。

popo@hir
osaki-
u.ac.jp
Tel&Fax:0
172-39-
3955

特になし
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

言語基礎
論
（Languag
e
Fundame
ntals）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

バトラー，
アラステア

- レベル5

This course of language
fundamentals is to be
primarily concerned with the
activity of taking language
expressions apart, an
enterprise known as
PARSING.  By parsing
language, we get to reveal
properties of the underlying
grammar system.

The course will introduce
techniques for parsing expressions
of English. The same techniques
will also be applied to Japanese.
This will give background for
further explorations of on-line
treebank resources with thousands
of parsed sentences to see.

  Week 1: Overview: A hierarchy of layers.
  Week 2: Words: Phrase head words.
  Week 3: Words: Other noun phrase words.
  Week 4: Words: Verbs.
  Week 5: Words: Connective words.
  Week 6: Phrases: Noun phrases.
  Week 7: Phrases: Adjective and adverb phrases.
  Week 8: Phrases: Prepositional phrases.
  Week 9: Phrases: Phrasal conjunction.
  Week 10: Clauses: Transitivity (patterns for clause structure).
  Week 11: Clauses: Auxiliaries in the clause.
  Week 12: Clauses: Adverbials in the clause.
  Week 13: Clauses: Clause types (declaratives, interrogatives, exclamatives,
imperatives).
  Week 14: Multiple clauses: Subordination.
  Week 15: Multiple clauses: Coordination.

Lessons will be of a
practical nature
engaging in the
parsing activity.

言語
学関
連

思想
関連

-

Parsing
English by
Alastair
Butler

See e.g.:
http://languagetools.i
nfo/grammarpedia/;
http://www.compling.
jp/ajb129/. Other
references will be
provided during the
course.

In course
participation
30%,
exercises
30%, final
report (a
grammatical
case study)
40%.

演習
Classes will
be given in
English.

毎回の受講前に十
分に予習し、何を理
解し、理解できな
かったかを明確にし
ておくことが重要で、
疑問点等は授業の
中で明らかにするよ
うに努めましょう。

4:00 PM-5:30
PM on Monday
Students need
to make an
appointment in
advance.

ajb129(at)
hirosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

特になし
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

欧米地域
学
（Europea
n
Regional
Science）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
５・６時限

齋藤 義彦 - レベル5

EUの歴史の中でEU基本法と
EU基本権憲章に具体的に示
されている統治思想と人権思
想を個別に検討することによ
り，EUの仕組みと働きを理解
し，国際社会の中でのその特
別な役割を専門的な視点か
ら考察する能力を獲得するこ
と

EUの発展の歴史を創設時から現在
まで通観し、資料に現われるEUの
特徴についての理解を深める。また
個別国家の枠組みを超える未完の
プロジェクトとしてのEUの可能性と
限界を分析する。

（１）欧州統合運動からECへ
（２）マーストリヒト条約以降
（３）欧州議会・欧州理事会
（４）理事会・欧州委員会
（５）EU司法裁判所・その他の機関
（６）EU政策決定過程・欧州会派
（７）EU法・EU予算
（８）共通農業政策・競争政策
（９）社会政策・地域政策
（１０）通貨ユーロ
（１１）教育文化政策・刑事司法政策
（１２）基本権・移民政策
（１３）外交安全保障防衛政策・途上国政策
（１４）EUと国際機関
（１５）EUの展望

授業の進行状況等により、シラバスと実際の内容が異なる場合には、その都度説明しま
す。

[予習]各回のテーマ
についてあらかじめ
予備的な理解をする
こと
[復習]各回のテーマ
の理解を深めるため
に追加的な資料に当
たること

政治
学関
連

歴史
学関
連

法学
関連

辰巳朝嗣編
『EU　欧州
統合の現
在』.創元
社.2012年

その都度紹介します

授業での成果
（３０％）と中
間・期末リ
ポート（７
０％）を総合
評価します

演習 演習形式 特になし
月曜７・８時限
または昼休み
時間

yosihiko(a
t)hirosaki
-u.ac.jp
(at)は＠
に置き換
えてくださ
い

なし
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人文社会
科学研究
科（導入
科目）

欧米文化
論
（Europea
n Cultural
Traditions
）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
５・６時限

○小野寺
進，堀　智
弘

- レベル5
欧米文化の理解を通じて，国
際的に活躍できる教養や行
動力を養成すること

現代社会の基盤を形成している
ヨーロッパ圏やアメリカなどの英語
文化圏の歴史・文化の本質を、各
地域の言語・文化・政治・社会を通
じて探求します。今年は、物語の理
論（小野寺進）とアメリカの奴隷制文
化（堀智弘）について考察します。

第１回　イントロダクション：物語論の歴史について（小野寺進）
第２回　物語論I:ウラジミール・プロップ（小野寺進）
第３回　物語論I:アルジルダス・グレマス（小野寺進）
第４回　物語論II:ジェーラール・ジュネット(1)（小野寺進）
第５回　物語論II:ジェーラール・ジュネット(2)（小野寺進）
第６回　物語論II:ジェーラール・ジュネット(3)（小野寺進）
第７回　物語論II:フランツ・シュタンツェル（小野寺進）
第８回　イントロダクション：Narrative of the Life of Frederick Douglassと奴隷制文化（堀
智弘）
第９回　Narrative of the Life of Frederick Douglass 第１章～第２章（堀智弘）
第１０回　Narrative of the Life of Frederick Douglass 第３章～第５章（堀智弘）
第１１回　Narrative of the Life of Frederick Douglass 第６章～第７章（堀智弘）
第１２回　Narrative of the Life of Frederick Douglass 第８章～第９章（堀智弘）
第１３回　Narrative of the Life of Frederick Douglass 第10章前半（堀智弘）
第１４回　Narrative of the Life of Frederick Douglass 第10章後半（堀智弘）
第１５回　Narrative of the Life of Frederick Douglass 第11章（堀智弘）

授業中に指示します
（小野寺）。
毎回、テキストの指
定された範囲を読ん
でくることが求められ
ます（堀智弘）。

文学
関連

歴史
学関
連

思想
関連

プリントを準
備します
（小野寺
進）。
_Narrative
of the Life
of
Frederick
Douglass_
(Yale UP
Critical
Edition)（堀
智弘）。

講義の中で適宜紹
介、あるいはプリント
等を配布します（小野
寺進、堀智弘）。

レポートに
よって評価し
ます（小野寺
進）。
担当、授業参
加、レポート
によって評価
します（堀智
弘）。

講義

講義形式
（小野寺
進）。
講義と演習
と織り交ぜ
ます（堀智
弘）。

受講にあたって特段
の予備知識は必要と
しませんが、19世紀
に書かれた英語のテ
クストを読解します
ので、相応の英語力
は必要となります（堀
智弘）。

水曜日３・４時
限（小野寺　進）

火曜日12:00～
13:00（堀智弘）

susumu(a
t)hirosaki
-u.ac.jp,
horitomo(
at)hirosak
i-u.ac.jp
＊(at)は@
に置き換
えてくださ
い。

特になし
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14 14

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

経済学
（Economi
cs）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
３・４時限

山本 康
裕，池田
憲隆，小谷
田　文彦，
福田 進
治，飯島
裕胤，○桑
波田　浩之

- レベル5

経済学の基本的知見を確認
すること
最新の研究動向と成果を理
解すること

経済学史、ミクロ経済学、マクロ経
済学、経済史、国際経済学、行動経
済学の最新情報を紹介し、その意
義と問題点を考察する。

この講義は以下の予定で行われる。

第１回　ガイダンスとイントロダクション（桑波田浩之）
第２回　古典派経済学の展開（福田進治）
第３回　近代経済学の形成（福田進治）
第４回　市場理論の基礎（小谷田文彦）
第５回　消費者理論の基礎（小谷田文彦）
第６回　生産者理論の基礎（小谷田文彦）
第７回　45度線分析（山本康裕）
第８回　ＩＳ－ＬＭ分析（山本康裕）
第９回　経済発展に関する諸学説（池田憲隆）
第10回　資本主義の歴史的把握（池田憲隆）
第11回　比較優位と国際貿易（桑波田浩之）
第12回　生産要素の変化と国際貿易（桑波田浩之）
第13回　人々の状況把握と行動経済学（飯島裕胤）
第14回　人々の意思決定と行動経済学（飯島裕胤）
第15回  まとめと補遺（桑波田浩之）

講義において各回の
担当教員の指示に
従ってください。

経済
学関
連

経営
学関
連

法学
関連

関連文献、
論文等を適
宜指示しま
す。

授業内容に応じて適
宜指示するほか、プ
リントを配布する場合
があります。

発表内容およ
び受講態度な
どにより総合
的に評価しま
す。

講義

基本的には
講義形式で
すが、演習
形式をとる
場合もあり
ます。

受講生と相談の上、
曜日・開講時間を変
更することがありま
す。

水曜1・2・3・4限
kuwahata
@hirosaki
-u.ac.jp

特にな
し。

15 15

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

経営学
（Busines
s
Administr
ation）

１，２
選択
科目

2
前
期

金曜日
５・６時限

加藤　惠吉 - レベル5

経営学における会計学の各
項目について考察を進めて
いくことを通じて，現代会計の
最新の展開を知り大学院レベ
ルの研究論文作成に貢献す
る力を身につけること

会計領域における財務会計、管理
会計、監査論といった各項目の論
点を整理し理解する。

第 1 回  ガイダンス
第 2 回 現在会計の展開と学問体系
第 3 回 財務会計の展開（会計ビッグバン以前）
第 4 回 財務会計の展開（会計ビッグバン以後）
第 5 回 財務会計の国際化と概念フレームワーク
第 6 回 IFRSのコンセプト
第 7 回 管理会計の生成と展開
第 8 回 レリバンス・ロストと管理会計
第 9 回 ポスト・レリバンス・ロストと管理会計の展開
第10 回 管理会計の国際化
第11 回 会計監査の展開（内部監査と外部監査）
第12 回 会計士監査の展開
第13 回 税務会計の範囲と実務の状況
第14 回 税務と租税回避
第15 回 全体の総括

事前に学部レベルの
簿記や初級会計学
の復習をしておくこ
と。講義後に講義内
容の確認・復習をす
ること。

経営
学関
連

- -
レジュメ・資
料等は配布
する。

広瀬義州『財務報告
の変革』中央経済社

講義への参
加状況（発
言、参加度）
50％、課題の
評価50％

講義
講義形式と
演習方式の
併用

事前に簿記・会計の
知識があると理解が
より深まるが、基礎
的なことから始める
ので、受講に当たっ
ては制限はない。

月曜12：00～
12:30

随時、個
別に対応
する。

特になし

16 16

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

法学
（Law）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
５・６時限

○河合　正
雄，吉村
顕真，長谷
河 亜希
子，平野
潔，成田
史子

- レベル5

重要な判例や論文を読むこと
で，研究を進めていくための
基礎的能力を修得すること。
また，それを通じてリーガルリ
サーチができるようにすること

主に社会人や法学未修者を念頭に
置いた科目です。そのため、各法学
分野の重要な判例や論文を読み、
後の専門科目へと研究を展開させ
ていくための基礎をつくります。

第1回 ：導入（河合）
第2回 ：社会法（成田）
第3回 ：社会法（成田）
第4回 ：社会法（成田）
第5回 ：刑事法（平野）
第6回 ：刑事法（平野）
第7回 ：刑事法（平野）
第8回 ：民事法（吉村）
第9回 ：民事法（吉村）
第10回：民事法（吉村）
第11回：商事法（長谷河）
第12回：商事法（長谷河）
第13回：商事法（長谷河）
第14回：憲法（河合）
第15回：憲法（河合）
授業の進行状況等により、シラバスと実際の内容と異なる場合には、その都度説明しま
す。

必要な場合は、担当
者ごとに指定しま
す。

法学
関連

- -

事前に購入
していただく
教材はあり
ません。各
担当者が用
意いたしま
す。

事前に購入していた
だく教材はありませ
ん。必要な場合は、
担当者ごとに指定し
ます。

平常点50点
（10点×5人）
＋レポート50
点（ご自身の
関心のある分
野を1科目選
択し、その分
野の教員に
提出します）

講義

オムニバス
形式の授業
で行いま
す。

オムニバス形式です
ので、常に掲示板等
の連絡事項にご注
意ください。

河合正雄（水曜
5・6限）　成田史
子（火曜1・2限）
平野潔（木曜1・
2限）
吉村顕真（火曜
3・4時）　長谷河
亜希子（火曜7・
8限）

http://hu
e2.jm.hiro
saki-
u.ac.jp/ht
ml/10000
0700_ja.ht
ml

特になし

17 17

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

地域雇用
（Regional
Employme
nt）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
９・１０時
限

李 永俊
地域志向
科目

レベル5

地域の雇用問題を多角的な
実証分析を通して理解し，解
決策を検討できること。また，
地域の有為な人材を育てる
条件について，実証分析を踏
まえて検討できること

労働経済学や人的資源管理に関す
る文献を中心に、地域雇用に関す
る現在の状況と将来の展望につい
て、各講義担当教員の講義を行う。
さらに、各受講者には地域雇用に
関する研究発表を行ってもらう。

本講義の具体的な項目及び内容は以下の通りである。

1回　　イントロダクション
2～3回   地域の労働市場の現状と問題点について
4～5回　 さまざまな雇用政策
6～7回 　人口減少と地域経済
8～9回   人口移動の現状と対策について
10～11回  地方回帰
12～14回　 地域雇用問題と地域人材像に関するワークショップ
15～16回　 受講者による研究報告会

毎回の授業で輪読
する部分を事前で読
んで、報告レジメを
準備するようにしてく
ださい。

経済
学関
連

- - 特になし
必要に応じて参考文
献、論文リストを紹介
します。

平常評価（平
常の発表な
ど）：20％
中間評価（中
間発表など）：
30％
期末評価（最
終報告、期末
レポート）：
50％

講義

講義形式と
演習形式を
併用しま
す。

特になし
毎週水曜日　午
前10時00分～
12時00分

yjlee@hiro
saki-
u.ac.jp

特になし

18 18

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

地域経済
（Regional
Economic
s）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
１・２時限

○細矢　浩
志，大橋
忠宏，金目
哲郎，児山
正史

地域志向
科目

レベル5

地域経済とその展開にかか
わる基本的な考えを理解する
とともに，現代社会における
地域経済・政策の今日的な
特徴を総合的に把握すること

グローバル化の進展する現代社会
において地域経済・政策が抱える諸
問題を多面・多角的に検討・考察し
ます。必要に応じて青森県内の事
例も取り上げます。

第１回　ガイダンス（担当教員全員）
第２回　都市・地域経済と比較優位（大橋忠宏）
第３回　輸送費と産業立地（大橋忠宏）
第４回　都市システムの理論（大橋忠宏）
第５回　地方財政の現状と基本的課題（金目哲郎）
第６回　地方自治体の財政運営（金目哲郎）
第７回　国と地方の財政関係の現状（金目哲郎）
第８回　国と地方の財政関係の課題（金目哲郎）
第９回　里山資本主義とは何か（細矢浩志）
第10回　里山資本主義VSマネー資本主義（細矢浩志）
第11回　里山資本主義と日本経済の再生（細矢浩志）
第12回　外来型開発（児山正史）
第13回　内発的発展（児山正史）
第14回　地域経済の行政計画・評価（講義）（児山正史）
第15回　地域経済の行政計画・評価（演習）（児山正史）

*授業の進行状況等により，シラバスと実際の内容と異なる場合には，その都度説明しま
す。

[予習]各回の授業内
容に関する資料・文
献等の学習とレジュ
メの作成が必要で
す。
[復習]授業ノートの
整理，配付資料等の
見直し等が必要で
す。

経済
学関
連

政治
学関
連

-

各担当教員
の指示に
従ってくださ
い。

適宜，紹介します。

レポートの作
成・報告や出
席等の学習
態度により総
合的に判断し
ます。

講義

各担当者が
専門の立場
からオムニ
バス形式で
授業を行い
ます。講義
形式と演習
形式（レ
ポート作成・
報告，ディ
スカッショ
ン）とを適宜
組合わせて
展開しま
す。

特になし

大橋：木曜日・
午前10時30分
～11時30分・人
文社会科学部
222研究室
細矢：木曜日・
午前10時20分
～11時20分・人
文社会科学部
344研究室
金目：水曜日・
午前9時30分～
11時30分・人文
社会科学部314
研究室
児山：金曜日・
午後2時20分～
3時50分・人文
社会科学部317
研究室

ohashi(at)
hirosaki-
u.ac.jp
kaname-
t(at)hiros
aki-
u.ac.jp
hosoya(at
)hirosaki-
u.ac.jp
koyamatd
(at)hirosa
ki-u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

特になし
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(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

19 19

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

地域企業
（Regional
Company
）

１，２
選択
科目

2
前
期

金曜日
１・２時限

○保田 宗
良，黄　孝
春，大倉
邦夫，熊田
憲

地域志向
科目

レベル5

地域企業の経営戦略を複数
の視点で洞察することによ
り，地域や国際社会で求めら
れる社会経済面での諸政策
の立案，実施等につながる専
門能力を修得すること
北東北の優良企業の成功要
因を把握することにより，地
域や国際社会で求められる
社会経済面での諸政策を実
施できる，実践力・応用力を
修得すること

 地域企業の経営戦略を、マーケ
ティング、アジアでの展開、ソーシャ
ル・ビジネスやコミュニティ・ビジネ
ス、地域イノベーションの視点で検
討します。北東北の優良企業の成
功要因を包括します。地域や国際
社会で求められる課題解決力の修
得を意識して、講義を展開します。

1　マーケティングの基礎理論
2　地域企業のマーケティング活動
3　地域企業の流通戦略
4　小活　(以上　保田担当)
5　農産物(りんご)の流通
6　地方卸売市場と農協
7　りんご商人とりんごの輸出
8　りんごのブランド化　(以上　黄担当)
9　企業と社会の関係性に関する基礎理論
10　ソーシャル・ビジネス
11　コミュニティ・ビジネス
12　小活　(以上　大倉担当)
13　地域資源によるイノベーション
14　地域農業におけるイノベーション
15　小活　(以上　熊田担当)

　各教員が、毎回具
体的な学習を指示し
ます。

経営
学関
連

社会
経済
農学
関連

-
　使用しま
せん。

　講義時間に紹介し
ます。

 レポート6割、
平常点4割
　担当教員が
出題したレ
ポートのテー
マ4題から2題
選択して、提
出してくださ
い。平常点も
加えます。

演習

　通常のゼ
ミ形式で進
めます。議
論を進めな
がら知識を
整理しま
す。

　北東北企業の動向
に、関心を有するこ
とが不可欠です。

　保田　木曜
日・金曜日　12
時～12時30分
黄　水曜日　12
時～13時　　大
倉　金曜日10時
20分～11時50
分
　熊田　火曜日
11時50分～12
時40分

　保田
yasuda(at
)hirosaki-
u.ac.jp
      (at)
は@に置
き換えてく
ださい。

　りんご
は、青森
県産を対
象にして
います。

20 20

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

社会調査
設計
（Social
Research
Design）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

曽我 亨 - レベル5
社会調査の方法を学び，私
たちの社会を見ぬく基礎的な
技術を身につけること

私たちの社会は多様で複雑です。
これを理解するには、実際にフィー
ルド（現場）に出て、人びととの関わ
りのなかで学ぶことが大切です。社
会調査は、社会で起こっている様々
な現象やしくみを明らかにするため
に、人と出会い、データを収集し、分
析し、それをまとめる方法です。本
授業では社会調査の設計の仕方に
ついて体系的に学びます。

①イントロダクション

（１）研究デザイン
②質的研究のプロセス
③研究設問
④フィールドへのアクセス
⑤サンプリング戦略
⑥いかに質的研究をデザインするか
（２）口頭データ
⑦半構造化インタビュー
⑧データとしてのナラティブ
⑨フォーカス・グループ
⑩口頭データ収集法の概観
（３）観察と媒介データ
⑪観察とエスノグラフィー
⑫ビジュアル・データ：写真、映画、ビデオ
⑬データとしてのドキュメントの利用
⑭質的オンライン研究：インターネットを使う
⑮観察と媒介データの概観

テキストの該当箇所
を予習してきてくださ
い。レジュメなどを作
成する必要はありま
せんが、事前に分か
らない言葉などは調
べてきてください。復
習は求めませんが、
自身の調査設計に
授業で得た知見を
フィードバックするよ
うにしてください。

社会
学関
連

文化
人類
学関
連

心理
学関
連

ウヴェ・フ
リック著『新
版 質的研
究入門』春
秋社
（第３部から
第５部まで
の内容をあ
つかいま
す）

特になし

授業への参
加とエクササ
イズの提出レ
ポートによる

講義

講義と演習
形式。教材
に記された
エクササイ
ズに答えて
もらい、教
員と討議し
ます。

１回目の授業で、受
講者の知識を確認
し、受講生の興味関
心などにあわせて授
業内容を適宜変更
することがあります。
この授業は、大学の
学部教育において、
「社会調査」に関わ
る講義・実習等を１
科目以上履修済み
であることを念頭に
進めます。

月曜12時から
12時40分まで

sogap[at]
hirosaki-
u.ac.jp
[at]の部
分を@に
変換して
ください。

特になし

21 21

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

量的調査
分析
（Quantita
tive
Research
Analysis）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
３・４時限

花田　真一 - レベル5

社会科学における実証研究
で利用されるデータ解析手法
や統計分析のためのソフトに
ついて習熟すること

社会科学における実証研究で用い
られるデータ解析手法について，統
計分析ソフトRを用いて実際にデー
タ解析を行いながら学んでいきま
す。

第1回：オリエンテーション
第2回：データの入力と記述統計量
第3回：2つの変数の記述統計量
第4回：2変数の相関（1）：クロス集計表とΦ係数，クラメールのV
第5回：2変数の相関（2）：様々な相関係数
第6回：母集団と標本，統計的仮説検定
第7回：二つの平均値差の比較
第8回：分散分析
第9回：前半のまとめと復習
第10回：効果量
第11回：サンプルサイズの決定（1）
第12回：サンプルサイズの決定（2）
第13回：対応分析（1）
第14回：対応分析（2）
第15回：対応分析（3）

【予習】各回の理論
的な背景を復習して
おくこと
【復習】各自に関心
のあるデータで講義
内容を試してみるこ
と

社会
学関
連

経済
学関
連

応用
数学
関連

山田剛史・
杉澤武俊・
村井潤一郎
(2008). Rに
よるやさし
い統計学
オーム社

授業で適宜紹介して
いく。

発表と議論の
内容に基づい
て評価を行
う。

講義

担当する学
生が分析方
法とRの使
い方につい
て発表し，
それにもと
にして展開
してく。

各自ノートパソコンを
準備し，講義に持参
してください。
また，学部卒業レベ
ルの統計学の知識
があるという前提で
授業を行います。
そのため，統計学の
知識に不安のある受
講生は，その部分を
自習する必要があり
ます。

火曜日14:30-
15:30

shanada@
hirosaki-
u.ac.jp

受講者の
関心や理
解度に応
じて内容
を変更す
る場合が
あります。

22 22

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

質的調査
分析
（Qualitati
ve
Research
Design）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
１・２時限

○諏訪 淳
一郎（国際
連携本
部），杉山
祐子，白石
壮一郎

- レベル5

社会調査の中の質的調査に
ついて，その目的，方法，考
え方を理解すること。それに
よって，社会のしくみを見ぬく
基礎的な力，考える力を身に
つけること

社会調査は、私たちの社会で起こっ
ているさまざまな現象やしくみを明
らかにするために、現場で実際に人
と出会い、データを収集し、分析し、
それをまとめていく科学的な方法で
す。本講義では、社会調査のうち質
的な調査分析を中心に、その目的
や方法、考え方について学びます。

  1.社会調査における質的調査
　2.質的調査の作法と倫理
　3.調査のデザイン
　4.観察と参与観察(1)
  5.観察と参与観察(2)
  6.フィールドノートと民族誌(1)
  7.フィールドノートと民族誌(2)
  8.インタビュー調査(1)
  9.インタビュー調査(2)
 10.ライフヒストリー法
 11. 会話分析
 12.コーディング
 13. 内容分析(1)
 14. 内容分析(2)
 15．質的調査と量的調査

＊内容や順番については若干の変更がある場合もあります。

次回分の内容を教
科書を読みながらで
きる範囲で理解して
おく（予習）。
講義等の内容を各
自で振り返り、レポー
ト作成に役立てる
（復習）。

社会
学関
連

文化
人類
学関
連

-

『よくわかる
質的調査
〈技法編〉』
谷富夫ほか
編　ミネル
ヴァ書房

授業中に適宜紹介し
ます。

授業参加とレ
ポート評価を
基本にしま
す。

演習

授業内容を
踏まえた学
生間の討論
を中心とし
ます。

特になし
授業の最初の
回に連絡しま
す。

なし 特になし
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(5)対
象学
年
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修・
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(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

23 23

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

国際関係
（Internati
onal
Relations
）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
３・４時限

フールト，
フォルカー

- レベル５
国際関係（論）の歴史，理論，
構造と課題の科学的理解を
得ること

授業の内容と日程を参照

1)  国際関係論への入門、テキストの紹介

第２回～第４回　国際関係の歴史
2)  International Relations before the Second World War（第２次世界戦争以前の国際関
係）
3)  International Relations after the Second World War（第２次世界戦争以降の国際関
係）
4)  International Relations after the Cold War（冷戦以降の国際関係）

第5回～第8回　国際関係の理論
5)  Realism（リアリズム / 現実主義）
6)  Liberalism（リベラリズム / 国際協調主義）
7)  Marxism and Neo-Marxism（マルクス主義とネオマルクス主義）
8)  Neo-Realism and Neo-Liberalism（ネオリアリズムとネオリベラリズム）

第9回～第12回　国際関係の構造
9)  International Organizations and NGOs（国際機関とNGO）
10)  United Nations（国際連合）
11)  International Law（国際法）
12)  Regionalism（リージョナリズム / 地域統合）

第13回～第15回　グローバルな課題
13)  International Security（国際社会の安全保障）
14)  Nuclear Deterrence and Proliferation（核抑止論と核拡散）
15)  Human Rights（人権）

専門的な文献に対
応できる程度の英語
読解力が必須です。
予習：毎回事前に指
定の１章を準備する
こと。
復習：授業で取り上
げたテキストについ
ての考察・議論に基
づいて、指定のな
テーマについてのレ
ポートの提出（2～3
回）

政治
学関
連

歴史
学関
連

社会
学関
連

Jeffrey
Haynes et
al.: World
Politics,
Internationa
l Relations
and
Globalizatio
n in the
21st
Century
(2nd
Edition,
London et
al.: Sage,
2017)

【参考文献】
佐々木裕太『国際政
治史 - 世界戦争の
時代から21世紀へ』
名古屋大学出版会
2011年
大芝亮『国際政治理
論 - パズル・概念・
解釈』ミネルヴァ書房
2016年

予習：毎回事
前に指定の１
章を準備する
こと。
復習：授業で
取り上げたテ
キストについ
ての考察・議
論に基づい
て、指定のな
テーマについ
てのレポート
の提出（2～3
回）

演習

対話形式
（日本語）で
専門的な英
語文献分
析。
第２回から
毎回の授業
の前に15-
20ページ程
度の上記の
テキストの
部分を準備
することが
必須です。

専門的な文献に対
応できる程度の英語
読解力が必須です。

木曜日3・4時限
（昼休みを含
む）または予約
で随時

fuhrt(at)hi
rosaki-
u.ac.jp
 ※(at)は
@に置き
換えてく
ださい

特になし

24 24

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

国際経
済・経営
（Internati
onal
Economy
and
Managem
ent）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
５・６時限

○森　樹
男，桑波田
浩之，内藤
周子，小谷
田　文彦，
細矢　浩志

- レベル5
国際経済に関する現状を理
解し，その背後にある理論を
理解できるようになること

国際経済や国際経営に関わる現状
を理解したり，その背後にある基礎
的な理論について，英語で学ぶ授
業です。オムニバスによる授業で，
担当教員の専門分野に関わるト
ピックを取り上げていく予定です。

第1回 イントロダクション(担当 森)
第2回 The Concept of the International Trade Theory（担当 桑波田）
第3回 International Trade Theory 1： Ricard Model（担当 桑波田）
第4回 International Trade Theory 2：Heckscher-Ohlin Model（担当 桑波田）
第5回 International Trade Policy（担当 桑波田）
第6回 Questioning 'Globalization'（担当 細矢）
第7回 Changing geographies of the global economy : the imprint of past geographies（担
当 細矢）
第8回 Changing geographies of the global Economy : shifting contours of the global
Economy（担当 細矢）
第9回 Global Production Networks（担当 細矢）
第10回 Exchange Rate and Open-Economy Macroeconomics 1（担当 小谷田）
第11回 Exchange Rate and Open-Economy Macroeconomics 2 （担当 小谷田）
第12回 International Macroeconomic Policy 1 （担当 小谷田）
第13回 International Macroeconomic Policy 2（担当 小谷田）
第14回 International Accounting （担当 内藤）
第15回 IFRS Conceptual Framework for Financial Reporting（担当 内藤）

なお，講義の順や内容については変更もあるので，詳細はイントロダクションで確認してく
ださい。
※第1回目のみ，開講時間，開講場所が異なることもありますので，掲示等を注意してお
いてください。

［予習］指定された資
料等を読んできてく
ださい。
［復習］講義で学んだ
ことの理解を深める
ために，関連の論文
を探して読んでみて
ください。

経済
学関
連

経営
学関
連

-
適宜，資料
を配付しま
す。

適宜，資料を配付し
ます。

各担当教員ご
とに提示する
課題と授業へ
の参加状況
により評価し
ます。

講義

毎回のテー
マに関する
解説と行う
ほか，テキ
ストの内容
をもとにディ
スカッション
を行いま
す。

特になし

木曜　17時40分
～18時30分（科
目主任　森）
事前にメールで
連絡があれば，
その都度対応

mori(at)hi
rosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

特になし

25 25

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

海外事情
（Oversea
s
Studies）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
３・４時限

澤田 真一 - レベル5

現代の国際社会における多
文化共生にかかわる基礎的
な知識を獲得するとともに，
「差異」に起因する「差別」の
問題についての様々な資料
やデータに基づき，論理的で
綿密な考察を行うことを通じ
て，人間社会の実態を複眼
的に捉え，多文化共生社会
の実現につなげることのでき
る能力を養うこと

　「差異」と「共生」をキーワードに、
多文化共生社会を構築していくため
の思想と、NGO、国家、国連による
様々な取り組みについて考察しま
す。毎回講義内容に関連した英語
のテキスト、論文を読んでいきま
す。

第1回：イントロダクション
第2回：アルベール・メンミによる「差別」の定義
第3回：植民地主義とポストコロニアルな世界（１）サイード
第4回：植民地主義とポストコロニアルな世界（２）スピヴァック
第5回：植民地主義とポストコロニアルな世界（３）イヒマエラ
第6回：宗教と共生（１）国連とイザヤ書
第7回：宗教と共生（２）ジョン・ヒックと遠藤周作
第8回：宗教と共生（３）カレン・アームストロング
第9回：ジェンダーとセクシュアリティ（１）フーコー
第10回：ジェンダーとセクシュアリティ（２）ニュージーランドにおけるゲイ・ディベート
第11回：ジェンダーとセクシュアリティ（３）バトラー
第12回：他者の表象（１）オリエンタリズム
第13回：他者の表象（２）表象と暴力の問題
第14回：共生の思想（１）
第15回：共生の思想（２）
定期試験

各回の授業終了時
に復習点、次回の予
習点についてお知ら
せします。（予習、復
習は、各２時間程度
行う必要がありま
す。）

思想
関連

文学
関連

-
授業時にプ
リントを配
布します。

授業時に適宜紹介し
ます。

平常評価（授
業への参加
度）：20％
中間評価（レ
ポート）：30％
期末評価（期
末試験）：
50％
上記を合算し
て、最終的な
成績評価を行
います。

講義

講義形式で
すが、授業
中に受講者
は意見や質
問を述べる
ことができ
ます。

特になし
金曜日7・8時限
目

ssawada@
hirosaki-
u.ac.jp

特になし

26 26

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

日本事情
（Japanes
e
Studies）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
１・２時限

泉谷安規
，加藤 惠
吉，原　克
昭

- レベル5

日本の倫理・歴史・経済経営
などの特色を踏まえながら，
現在および将来の日本像に
ついて総合的な知見を深め
ること

文化・社会・制度等、日本における
諸側面についての検討と考察。

【授業内容予定】
第1回目のガイダンスに引き続き以下の予定で講義が行われる。
担当者：加藤（第1～5回）
第１回　　会計学概説：日本における会計学諸分野の展開
第２回　　財務諸表の構造
第３回　　会計学の研究課題の検討・議論
第４回　　会計と監査（不適切な会計処理により生じた影響について議論）
第５回　　租税回避行動と会計（後、試験またはレポート）
担当者：泉谷（第6～10回）――、一フランス人から見た日本の風土と言葉――
第６回　　日本の風土・気象と言葉
第７回　　日本の「四季」と言葉の関係（季題について）
第８回　　日本の「気候」と」「気質」
第９回　　日本の「山水」と社会的・文化的空間構成
第１０回　日本の「草木」と言葉の記号論的関連
担当者：原（第11～15回）
第１１回　宗教文化史からみた日本（日本人は‘無宗教’か）
第１２回　予言文化史からみた日本（占い・予言好きな日本人）
第１３回　倫理思想史からみた日本（日本人的な‘正義’観）
第１４回　文芸思想史からみた日本（日本人の‘文字’認識論）
第１５回　前近代／近現代／近未来の日本像（総括：小レポート）

加藤：日本の経営・
会計事情について学
部レベルのテキスト
や新聞などを事前に
読んでおくこと
泉谷：各講義ごとに
あらかじめ資料を配
布するので、必ず事
前に読んで授業に臨
むことが必要
原：各テーマごとに
受講シートをもちい
て理解を深める

思想
関連

言語
学関
連

経営
学関
連

加藤：講義
で使用する
資料及びレ
ジュメは配
布する
泉谷：各講
義で使用す
る資料等を
配布する
原：各講ご
とにレジュメ
資料・受講
シートを配
付する

加藤：『体系現代会計
学　各巻』中央経済
社　本学図書館に所
蔵
泉谷：オギュスタン・
ベルク『風土の日本
自然と文化の通態』
ちくま学芸文庫（とく
に第Ⅰ部）
原：『日本思想史ハン
ドブック』新書館

各教員の評
価を合計して
最終評価とす
る
加藤：講義に
おける発言等
とレポートま
たは試験
泉谷：講義に
おける発言と
ミニレポート
原：各テーマ
ごとの受講
シート・小レ
ポート

講義

加藤：講義
及びゼミ
ナール形式
併用
泉谷：講義
及びゼミ
ナール形式
併用
原：講義及
びゼミナー
ル形式併用

特になし

加藤：月曜12：
00～12：40
泉谷：木曜14：
20～15:50
原：木曜15：00
～17：00

－ 特になし
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(1)
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番号
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別
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目名〔英
文名〕

(5)対
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年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
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(18)
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(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

27 27

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

日本社会
（Japanes
e
Society）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
９・１０時
限

○児山 正
史，平野
潔，成田
史子，吉村
顕真，河合
正雄，古村
健太郎

- レベル5
留学生が日本社会のさまざ
まな側面について理解を深
め，論じられるようになること

日本社会のさまざまな側面につい
て、各分野を専門とする教員が、講
義などを行います。

第１回　イントロダクション（全担当教員）
第２回　働き方改革（１）労働時間規制（成田史子）
第３回　働き方改革（２）同一労働同一賃金原則（同上）
第４回　民法上の実親子関係（吉村顕真）
第５回　現代における生殖補助医療と親子関係（同上）
第６回　親権と児童虐待（同上）
第７回　市民生活と刑事法（平野潔）
第８回　生命倫理と刑事法（同上）
第９回　国民の司法参加と裁判員制度（同上）
第１０回　刑務所の中（河合正雄）
第１１回　日本国憲法の基本（同上）
第１２回　日本の政治（１）政治参加（児山正史）
第１３回　日本の政治（２）政党と政治家（同上）
第１４回　日本の行政（同上）
第１５回　親密な関係の国際比較（古村健太郎）

予習または復習を行
う必要があります。
具体的には各教員
が説明します。

法学
関連

政治
学関
連

社会
学関
連

各教員が指
定します。

各教員が指定しま
す。

授業への参
加度などを総
合的に評価し
ます。具体的
には各教員
が説明しま
す。

講義

基本は講義
形式です。
演習形式で
行うこともあ
ります。

特にありません。

授業代表者（児
山）：金曜日７・
８時限（他の日
時でも可）。

授業代表
者（児
山）：
koyamatd
@hirosaki
-u.ac.jp

特にあり
ません。

28 28

人文社会
科学研究
科（導入
科目）

日本経済
（Japanes
e
Economy
）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
３・４時限

○池田 憲
隆，小谷田
文彦，飯島
裕胤，髙島
克史，森
樹男，熊田
憲

- レベル5

日本の経済・経営に関する学
界の最新研究動向を理解し，
受講生自身の研究を展開す
るうえでの手がかりを得るこ
と

各担当者は自分の専門分野から日
本の経済に関わるトピックを取り上
げ、それに関する最新の研究情報
の紹介と問題点の考察をおこない
ます。

第1回　 ガイダンスとイントロダクション（池田憲隆）
第2回　 日本経済の長期的概観（池田憲隆）
第3回　 日本経済の現状(1)（池田憲隆）
第4回　 日本経済の現状(2)（池田憲隆）
第5回　 日本の金融システム（飯島裕胤）
第6回　 日本の資金循環（飯島裕胤）
第7回　 競争への公的規制（小谷田文彦）
第8回　 技術革新と経済政策（小谷田文彦）
第9回　 日本の経済発展と技術政策（熊田憲）
第10回　日本企業のイノベーション（熊田憲）
第11回　日本企業の海外進出（森樹男）
第12回　外資による日本企業の買収（森樹男）
第13回　日本の起業制度（髙島克史）
第14回　ベンチャー企業の成長戦略（髙島克史）
第15回　まとめと補遺（池田憲隆）
なお、授業の進行状況等により、シラバスと実際の内容が異なる場合には、その都度説
明します。

予習については第１
回の授業で説明しま
す。また、毎回の授
業内容と論点を確認
する復習が必要で
す。

経済
学関
連

経営
学関
連

法学
関連

教科書は使
用しませ
ん。

授業内容に応じて、
参考書・論文・資料を
適宜指示します。

基本的に平
常点で評価し
ますが、与え
られた課題
（レポート等）
による場合も
あります。

講義

基本的には
講義形式で
すが、演習
形式をとる
こともありま
す。

受講生と相談の上、
曜日・開講時間の変
更がありえます。

木曜日１３：００
～１４：００（池
田）

nikeda(at)
hirosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし

29 29

人文社会
科学研究
科（総合
科目）

情報処理
（Comput
er
Science）

１，２
選択
科目

1
前
期

金曜日
７・８時限

○内海
淳，花田
真一

- レベル5

人文社会科学研究に必要と
なる数値処理および文字テキ
スト処理の基本的技術を習
得すること

数値処理、文字テキスト処理に関す
る知識や技術を具体的な事例を
使って理解する。

１～４：数値処理（花田担当）
１：Excelによる数値計算・統計処理の基本
２：モンテカルロ・シミュレーションと中心極限定理
３：分析ツールによる相関分析、回帰分析
４：行列計算（行列式、行列の積、逆行列）

５～８：文字テキスト処理（内海担当）
５：様々な文字・テキストの入出力の基本
６：文字コードに関する基本的知識
７：エンコーディングの処理およびフォントの扱い
　８：電子文書(TeX, html, XML, PDFなど)の基本的知識

【予習】事前に配布
する講義資料等を読
んでおく
【復習】各自の研究
関心に応じたデータ
に、講義で学んだこ
とを当てはめてみる

情報
科学
関連

情報
工学
関連

-

授業時に指
示するか、
コピーを配
布する。

授業時に指示する。

授業への準
備状況、レ
ポートなどの
課題の成果を
総合的に判
断する。

演習

授業は２名
の教員（花
田・内海）に
よるオムニ
バス形式の
演習形式で
おこなう。

受講生の予備知識
等に応じて、相談の
うえ、授業内容予定
を変更する場合があ
る。

花田：月曜日
14:30～15:30
内海：水曜日
12:00～12:40

花田：
shanada(a
t)hirosaki
-u.ac.jp
内海：
utsumi(at)
hirosaki-
u.ac.jp
　※(at)は
@に置き
換えてく
ださい

なし

30 30

人文社会
科学研究
科（総合
科目）

日本語・
日本語
論文作成
技法
（Japanes
e Thesis
Techniqu
e）

１，２
選択
科目

1
後
期

火曜日
３・４時限

小山 宣子
（国際連携
本部）

- レベル5

日本語の書き言葉の基本を
修得した学生が，論文で使わ
れる主な表現を学ぶことを通
して，基本的な論文の文型を
文法的に理解し，音読したり
書いたりすることができるよう
になること
なお，教科書は文型辞典のよ
うなもので，後から表現を調
べて使うことができる

１１月から8回開講の予定。

毎回、教科書を読んで、教師が内
容を解説し、それぞれの表現を学び
ます。

第１回　研究の対象と背景を表す表現
第２回　先行研究の提示
第３回　研究目的と研究行動の概略
第４回　方法
第５回　結果の説明
第６回　検証型の考察
第７回　論証型の考察
第８回　結論の提示と研究結果の評価

予習：あらかじめ、教
科書の内容を読み、
疑問を明らかにしま
す。
復習：習った範囲に
ついて、重要なポイ
ントのまとめを作成し
ます。

言語
学関
連

- -

二通・大島
他2009『留
学生と日本
人学生のた
めのレポー
ト・論文表
現ハンド
ブック』東京
大学出版会

なし

小テスト
４０％
予習・復習
３０％
授業への参
加度　３０％

講義

講義と質疑
応答。授業
の初めに復
習のため小
テストがあり
ます。

日本語の書き言葉
や、「てにをは」、自
動詞他動詞等の学
習が必要と思われる
学生は、以下の本を
マスターしてから受
講してください。
この内容を理解して
いることが受講の前
提です。10月の最初
にテスト（本の最初
に確認テストがあり
ます）で到達度を確
認し、達していないと
認定された学生は、
11月の開講までに、
この本の内容を十分
修得しなければなり
ません。
小森・三井2016『レ
ポート・論文を書くた
めの日本語文法』く
ろしお出版

未定

nobuko(ア
ットマー
ク)hirosak
i-u.ac.jp

なし
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(7)
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位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）
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(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標
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学問
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教科書
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(22)成績評価
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(23)授
業形式

(24)授業形
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法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

31 31

人文社会
科学研究
科（総合
科目）

英語論文
作成技法
（English
Thesis
Techniqu
e）

１，２
選択
科目

1
前
期

月曜日
９・１０時
限

木村　宣美 - レベル5

エッセイの構造・パラグラフの
構造・学術論文の基本構造を
理解し，英語論文作成法の
基礎を身に付けること

英語論文の検討及び『やさしく書け
る英語論文』の読解及び報告を通じ
て，英語論文作成のための基礎を
学ぶ。

第1回　導入
第2回　英語論文の基本構造：英語論文の作成
第3回　英語論文の基本構造：英語論文の基本構造の検討
第4回 『やさしく書ける英語論文』の読解及び報告
　　　　エッセイの構造：エッセイの構成要素（序論・本論・結論）①
第5回 『やさしく書ける英語論文』の読解及び報告
　　　　エッセイの構造：エッセイの構成要素（序論・本論・結論）②
第6回 『やさしく書ける英語論文』の読解及び報告
        パラグラフの構造：エッセイとの共通点と相違点，トピック文とトピック支持文
第7回 『やさしく書ける英語論文』の読解及び報告
        パラグラフの構造：結び文，序の文，トピックとサブトピック
第8回 『やさしく書ける英語論文』の読解及び報告
        学術論文の基本構造：序論・本論・結論

[予習] 教科書の読
解及び内容の報告
に基づき，授業が展
開されるので，予習
として，教科書を精
読することが求めら
れる。
[復習] 各自作成した
英語論文を，教科書
の読解及び内容の
報告に基づき得られ
た知識を活用して，
改訂する作業が行わ
れるので，授業内容
の復習が求められ
る。

言語
学関
連

- -

藤本滋之
2002.『やさ
しく書ける
英語論文』
松柏社

上村妙子・大井恭子
2004.『英語論文・レ
ポートの書き方』研究
社
迫桂・徳永聡子
2012.『英語論文の書
き方入門』慶應義塾
大学出版会
吉田知子 1998.『アカ
デミックライティング
入門 - 英語論文作
成法』慶應義塾大学
出版会

【授業のテー
マ及び到達目
標】がどの程
度達成するこ
とができてい
るかという観
点で，平常評
価（質疑応答
（発言）
（20%）・発表
（30%））・レ
ポート（50%）
の結果を総合
して，評価す
る。

演習

演習形式
（英語論文
の検討及び
英語論文作
成法の内容
の報告）

この科目を受講する
際に，各自が執筆し
た英語論文を用意す
ることが必要です。
英語論文作成法を
学ぶ上で，英語で書
かれた学術論文を
数多く読むことが重
要です。

火曜日5・6時限
[12:40-14:10]

hukimura(
at)hirosak
i-u.ac.jp
※(at)は
＠に置き
換えてく
ださい。

特になし

32 32

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

日本歴史
論
（Japanes
e
History）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

武井　紀子 - レベル5

文献の講読を通じて，日本の
歴史を考える上での様々な
視点を学ぶこと。また，日本
史研究の論点の見つけ方を
身につけるとともに，史資料
に基づいた論理的な考察を
行うことができるようにするこ
と

石母田正『日本の古代国家』（岩波
文庫）第三章「国家機構と古代官僚
制の成立」の講読および関連史料
の読解を通じて、古代日本の歴史
を考える上での諸問題について学

 びます。

１～２　　　ガイダンス　石母田正『日本の古代国家』、大化の改新について
３～６　　　第一節　「過渡期としての天智朝」
７～９  　　第二節　「「政ノ要ハ軍事ナリ」天武・持統朝」
１０～１２　第三節　「東洋的専制国家　天皇制と太政官制」
１３～１５　第四節　「古い型の省と新しい型の省」

おおよそ一節を３～４回に分けて輪読していきます。各回とも、まず本文の輪読を行い、
文献中に出てくる史料の原文を読みながら議論し、関連する参考文献や補足説明を加え
ていきます。上記の大まかな計画をもとに、具体的に読み進めていくペースは参加者と相
談しながら決めていく予定です。

【予習】毎回、次週に
読み進める分のテキ
ストを事前に読み、
分からない用語など
については辞書で調
べてくること。
【復習】その回に読
んだ部分のテキスト
を読み直し、内容の
把握に努めること。
配布したプリント等を
見直すこと。

歴史
学関
連

考古
学関
連

思想
関連

石母田正
『日本の古
代国家』（岩
波文庫、
2017年）
文庫本で一
冊持ってい
ると便利で
す。

石母田正『日本の古
代国家』（岩波文庫、
2017年）の第一章・
第二章部分
森公章編『日本の時
代史2 倭国から日本
へ』(吉川弘文館、
2002年）
早川庄八『日本古代
官僚制の研究』（岩波
書店、1986年）
そのほか、授業中に
適宜紹介します。

授業への参
加度と平常評
価（40％）、学
期末レポート
（60％）により
評価する。報
告は、史料読
解や内容、討
論への積極
的参加を総合
的に判断しま
す。

演習

担当者を決
めて文献輪
読をもとに、
講義形式に
よる補足説
明、関連論
文の講読を
組み合わせ
て行いま
す。

特になし。予備知識
は必要としないが、
難解な話も含まれる
ため、『日本歴史』な
どの七世紀の通史を
合わせて読むことを
すすめます。

火曜日10:00ー
12:00。そのほ
か研究室（人文
３３３）在室時に
は、いつでも来
てかまいませ
ん。

n-takei
（at)hirosa
ki-u.ac.jp
※（at)を@
に置き換
えて下さ
い。

特にな
し。

33 33

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

中国歴史
論
（Chinese
History）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
５・６時限

荷見　守義 - レベル5

中国の歴史について，史資
料やデータにもとづき論理的
で綿密な考察を行うことをつ
うじて，人間社会の深層を明
らかにする能力を養うこと

〇中国明代の外交と官僚制度につ
いて、中国語文献を通読して、批判
を加えて行く。
〇内容については院生が分担して
各章を読み進めることとする。

第1回　ガイダンス
第2回～第15回　明代の外交と官僚制度について、中国語文献を読み進める。
明代の外交について(7回)
明代の官僚制度について(7回)

第15回目にレポートを提出すること。

[予習]事前の予習は
必須です。
[復習]授業中の課題
については必ずこな
して下さい。

歴史
学関
連

- -

場合によっ
てプリントを
配布しま
す。

授業時間において適
宜、紹介します。

平常評価
70％　授業へ
の参加度に
よって評価し
ます。
期末評価
30％　レポー
ト

講義

講義と演習
の折衷形式
ですが、演
習が主体と
なります。

学部レベルの中国
史に関する知識があ
ることを前提としま
す。

月曜11：50～
12：40

hasumim(
at）
hirosaki-
u.ac.jp
※（at）は
＠に変換
すること。

なし

34 34

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

中国思想
文化論
（Introduc
tion　to
Chinese
Thought
and
Culture）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
７・８時限

李　梁 - レベル5 「清明上河図」を読むこと
中国北宋時代に描かれた「清明上
河図」を文献とリプリントの実物絵を
通して読み解く

１、宋代という画期

２、唐宋変革史観をめぐって
３、宋代「近世説」とはなにか？

４、皇帝としての宋徽宗
５、張拓端「清明上河図」の収蔵流転（宋本、明仇英本と清院本）について
６～１０　「清明上河図」精読
10～15　清院本の画家たちと「清明上河図」

16、総括と報告

授業関連の課題が
あたえられ、授業前
に調べたうえ、授業
中に発表してもらい
ます。

思想
関連

歴史
学関
連

芸術
関連

指定しない

（下記の図書は大学
図書館、あるいは李
研究室所蔵あり）
１、斯波義信『中国都
市史』、東京大学出
版会、2002年。
２、伊原　弘編『清明
上河図をよむ』、勉誠
出版、2003年。
３、大西國太郎ほか
『中国の歴史都市』、
鹿島出版会、2001
年。
４、市川宏雄『文化と
しての都市空間』、千
倉書房、2007年。
５、辻　惟雄『日本美
術の歴史』、東京大
学出版会、2005年。
６、楊　東勝主編『清
院本　清明上河図』、
天津人民美術出版
社、2008年。

普段の出席
（６０％）と最
終レポート
（報告４０％）
を総合して評
価します。

演習 演習方式

宋代という中国文化
の爛熟時代の知識
について、すこしでも
知っておくことが望ま
しい。

木曜日正午か
ら午後一時ま
で。その他の時
間帯では臨時
応変に対応しま
す。

popo@hir
osaki-
u.ac.jp

なし

35 35

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

西アジア
史論
（Eurasian
History ）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
５・６時限

亀谷　学 - レベル5

近世・近代の西アジア地域に
おけるイスラーム以前の古代
史への視角や，西欧諸国が
どのように中東地域の古代的
事物を扱ったかについて，具
体的な知識を身につけるとと
もに，その地域を分析するた
めの方法について考察するこ
と

エリオット・コッラ『相反する複数の
古代：エジプト学、エジプトマニア、
エジプトの近代』（Elliott Colla,
Conflicted Antiquities: Egyptology,
Egyptmania, Egyptian Modernity,
Duke University Press, 2007.）の講
読を中心としつつ、あわせてイス
ラーム社会に関連する文献を読
み、議論を行う。

　上記の文献の講読を中心に、中世イスラーム時代から現代に至るまでの中東における
イスラーム以前の古代的事物の扱いについての展開を追いつつ、近代西洋の「考古学」
や「オリエンタリズム」がどのような影響を与えてきたか、またその中で西アジア地域の
人々がどのようにそれに巻き込まれ、あるいはそれを利用してきたかについて考察する。
第1回　イントロダクション
第2回　クルアーンと古代
第3回　中世イスラーム世界における古代学
第4回　大英博物館のエジプト彫像室
第5回　「メムノンの頭の装飾」
第6回　「オジマンディアス」
第7回　相反する複数の古代
第8回　イスラーム的ファラオとエジプト学の出現
第9回　アンティカハーネ
第10回　ファラオとしての自分たち
第11回　二人のファラオ
第12回　ツタンカーメン墓の発見：考古学、政治、文学
第13回　「アラブの目覚め」
第14回　ファラオ主義の後のファラオ主義：クトゥブとマフフーズ
第15回　まとめ

文献講読が中心とな
るので、各回の内容
を予習することが必
要となる。

歴史
学関
連

- -

Elliott Colla,
Conflicted
Antiquities:
Egyptology,
Egyptmania,
Egyptian
Modernity,
Duke
University
Press,
2007.

山中由里子編『<驚異
>の文化史』（名古屋
大学出版会、2015
年）

授業における
報告・理解度
による平常点
と期末課題に
より評価す
る。

演習

文献の講読
とそれにつ
いての解説
を織り交ぜ
る形で行う。

西アジア史・中東地
域に関する基礎的な
知識があることが望
ましい。

水曜13:00-
14:00

kameya.m
(at)hirosa
ki-u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし。
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36 36

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

西洋歴史
論
（Europea
n
History）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

中村　武司 - レベル5

長い18世紀のイギリスにおけ
る政治文化を学ぶことで，グ
ローバル化と共生の時代に
ふさわしい歴史理解を修得す
ること

この講義では、長い18世紀のイギリ
ス海軍（the Royal Navy）を文化史
的アプローチから考察することで、
イギリスの議会や選挙をめぐる政治
文化、記念行為がもつポリティク
ス、帝国をめぐる認識などの諸問題
を解明することを試みます。そのさ
い、(1)セント・ポール大聖堂におけ
る海軍の英雄の顕彰と(2)ウェストミ
ンスタ選挙区における海軍士官の
連続当選という2つの事例にとくに
注目して、当時のイギリスで広範に
みられた海軍の「神話」のありようを
考察することとします。

第１回：イントロダクション
第２回：財政海軍国家イギリス
第３回：18世紀イギリスのアイデンティティ、帝国、海
第４回：ネルソン提督の表象と海軍感謝祭
第５回：ネルソン提督の国葬とモニュメント建立
第６回：18世紀イギリスの政治文化とモニュメント
第７回：イギリスの軍人のパンテオンの創出
第８回：帝国の殉教者たち
第９回：19世紀前半のセント・ポール大聖堂とコメモレイションの文化
第１０回：18世紀イギリスの議会・選挙区・海軍士官
第１１回：ウェストミンスタ選挙区と体制支持派の海軍提督
第１２回：「旧き腐敗」とラディカリズム
第１３回：急進的なウェストミンスタ再考
第１４回：コクリン卿とイギリス海軍の「神話」
第１５回：まとめ──ルール・ブリタニアの時代

予習：必要におうじ
て、授業中に指示し
ます。
復習：かならず授業
内容の復習を行うよ
うにして下さい。参考
文献を確認したり、
授業で分からなかっ
た点を自ら調べたり
することで、授業内
容への理解を深めら
れるよう心がけて下
さい。

歴史
学関
連

- -

教科書は使
用しませ
ん。配布す
るレジュメ
に即して授
業を進めま
す。

D. アーミテイジ（平田
雅博ほか訳）『帝国の
誕生──ブリテン帝
国のイデオロギー的
起源』（日本経済評論
社、2005年）
L. コリー（川北稔監
訳）『イギリス国民の
誕生』（名古屋大学出
版会、2000年）
E. P. トムスン（市橋
秀夫・芳賀健一訳）
『イングランド労働者
階級の形成』（青弓
社、2003年）

平常評価（レ
スポンス・
ペーパーの執
筆）：50％
期末評価（課
題レポートの
執筆）：50％
上記を合算の
うえ、最終的
な成績評価を
行う予定です
が、出席回数
が全講義回
数の3分の2
に満たない場
合、あるいは
期末の課題レ
ポートを提出
しなかった場
合は評価の
対象としませ
んので、注意
して下さい。

講義

講義形式で
実施しま
す。毎回の
授業の最後
で、その日
の授業につ
いての質
問・感想な
どを記した
リアクショ
ン・ペー
パーを執筆
してもらい、
次回の授業
において、
それにたい
するコメント
と補足説明
を行うこと
で、受講生
へのフィード
バックをは
かります。

特になし

毎週木曜日、
12:00-12:40（人
文社会科学部
校舎407号室：
ヨーロッパ史研
究室）
研究室を不在
にしていること
もありますの
で、面談を希望
する場合は、事
前にメールにて
予約することを
勧めます。

Eメール・
アドレス：
take_nk@
hirosaki-
u.ac.jp
HPアドレ
ス
（research
map）：
URL＝
http://re
searchma
p.jp/read0
106710

特になし

37 37

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

民俗学
（Japanes
e
Folklore）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
５・６時限

山田　嚴子 - レベル5

民俗信仰を国際的な比較研
究の目と，言説，習俗，物質
など異なる資料から分析する
方法を獲得すること

 オシラ神信仰の新しい研究論文か
ら各テーマにあわせた論文を選び、
発表、協議する。

第１回：オシラ神信仰の研究史
第２回：映像資料の分析１ 託宣の場
第３回：映像資料の分析２ 芸能の場
第４回：映像資料の分析３ オシラさまの資源化
第５回：物質資料の検討
第６回：地域分布の再検討―宮城県
第７回：北海道とオシラ神信仰
第８回：津軽地方のオシラさまと民間宗教者
第９回：岩手県のオシラさまと教団
第１０回：福島県のオシンメさまと憑依
第１１回：韓国の祭文とオシラ神信仰
第１２回：オシラ勧進の検討
第１３回：博物館資料の検討
第１４回：共同討議
第１５回：まとめ

発表準備と発表箇所
の予習が必要。発表
後は、修正意見をふ
まえた補色発表の準
備が必要。

民俗
学関
連

文学
関連

博物
館学
関連

なし

『お伽草子本地物語
と韓国神話』（金賛会
著 三弥井書店）他
授業中に適宜資料を
配付する

発表内容と議
論によって評
価する。

演習

概要の授業
をした後、
分担を決め
て発表す
る。

なし
月曜日12時～
13時。

itsukoあと
hirosaki-
u.ac.jp

なし

38 38

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

西洋考古
学
（Archaeol
ogy of
the
Ancient
West）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

宮坂　朋 - レベル5

ローマ時代の文化芸術全般
を学術的知見と科学的手法
を用いて，多角的に理解する
こと
各種の文化資源を適切に取
り扱うための専門の能力・技
術を習得するとともに，その
価値を的確に見極めるため
の眼識を養うこと
ローマ考古学で習得した多角
的な文化財に関する知識・技
能を文化資源の学術的評価
や利活用に関する国・地方自
治体の文化振興のための施
策につなげる能力を養うとと
もに，持続可能社会を実現す
るための資料とすること

①ローマ時代の文化芸術全般を多
角的に理解するため、古代末期に
関する包括的な欧文の研究書を購
読する。
②各種の文化資源を適切に取り扱
うための専門の能力・技術を習得す
るため、西洋考古学の様々なトピッ
ク（気候変動、人口減少、都市計
画、建築、地中海交易、農業、エネ
ルギー、産業、技術、墓制、宗教、
戦争、美術、再利用など）から複数
のトピックを扱う。
③おもにローマを中心とした古代地
中海世界の各地域の繁栄と衰退の
契機についての分析を行い、持続
可能社会の実現に向けた、文化資
源の学術的評価や利活用に関する
国・地方自治体の文化振興のため
の施策につなげる能力を養う。

授業計画
第１回：導入
第２回：講義：研究史と方法論
第３回：講読と発表：Theory and Practice in Late Antique Archaeology
第４回：方法論に関する議論
第５回：講義：技術論
第６回：講読と発表：Technology in Transition A.D. 300-650
第７回：ローマ時代の技術論に関する議論
第８回：講義：交易
第９回：講読と発表：Local Economies?: Production and Exchange of Inland Regions…
第１０回：ローマ時代の交易に関する議論
第１１回：講義：宗教など
第１２回：講読と発表：Religious Diversity in Late Antiquityなど
第１３回： ローマ時代の宗教などの文化に関する議論
第１４回：まとめの講義
第１５回：まとめの発表
第１６回目：定期試験
(内容は学生の関心や進度に合わせて変更の可能性があります）

予習：課題図書を予
め精読し、発表の準
備を行うこと。
復習：討論の内容を
文章でまとめておくこ
と。

考古
学関
連

歴史
学関
連

芸術
関連

Late Roman
Archaeolog
y,2003-
2019,Brill.

授業中に適宜資料を
配布する。

授業への参
加度(50％）と
定期試験
(50％)

講義

講義と講
読・演習を
交えた形式
となってい
ます。

テキストは英文です
が、講義は日本語で
行います。

火曜日5/6限目

研究室電
話番号
0172-39-
3243
メールア
ドレス
tomo※
hirosaki-
u.ac.jp
（記号は
アットマー
クです）

受講希望
者は4月
11日に講
読のテキ
ストのコ
ピーを取
りに来
て、各自
で精読
し、発表
の準備を
して置い
てくださ
い。

39 39

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

日本考古
学
（Japanes
e
Archaeolo
gy）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
５・６時限

上條　信彦
地域志向
科目

レベル5
考古資料の分析に必要な知
識および分析視点や技術に
ついて習得すること

縄文時代から弥生時代の青森県内
の考古資料を通じて、どのように生
業や社会の復元を行っていくかと
いった方法論を実践的に学習しま
す。

【授業内容予定】
日本考古学を考えるうえで必要な、発掘法・実測法について実習します。また、モノを通じ
て研究するという学問的性質から、モノの見方について事実記載から解釈へ至るまでの
過程を考えます。

第１回　ガイダンスとテキストの選定
第２回　考古学理論（１）遺跡の発掘方法
第３回　考古学理論（２）遺物の資料化と報告書
第４回　考古学実践（１）土器の観察
第５回　考古学実践（２）石器の観察
第６回　考古学実践（３）遺物のデータ化
第７～13回　考古学実践（４）遺物の図化
第14回　報告書の執筆
第15回　考古学理論（６）レポート（報告書文章、分析結果）の発表
長期休暇中にも発掘・実測などの作業を行います。

授業前に担当者が
選定します。実物を
使います。

考古
学関
連

歴史
学関
連

博物
館学
関連

『発掘調査
の手引き』
（文化庁発
行）

特になし

技術の習得
度（5割）およ
び作業に対す
る取り組み姿
勢（5割）で評
価します。

演習

体やPCを
使った実践
的内容にな
ります。

深い討議するために
は論文を読むだけで
なく、関連分野につ
いての知識が要求さ
れます。

215号室（上條）
月～金随時、
10：00～13：
00、17：00～が
つかまりやすい
です。

HP：
http://hu
man.cc.hir
osaki-
u.ac.jp/ka
mijo/　発
掘の様子
が分かり
ます。
HPアドレ
ス：
kamijo(あ
っと）
hirosaki-
u.ac.jp
（あっと）
を@に変
換してくだ
さい。

発掘調査
に関して
は本実習
中に別途
連絡しま
すが、費
用負担は
発生しま
せん。

9/40



弘前大学人文社会科学研究科　令和元年（2019年）度シラバス

(1)
整理
番号

(2)
区分
番号

(3)科目種
別

(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

40 40

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

文化財調
査・研究
論
（Cultural
Property
Research
Theory）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
１・２時限

関根　達人
地域志向
科目

レベル5
多角的な視点から歴史事象
を考察する力を養うこと

書籍の講読を通して、考古学とその
関連分野の連携について学びま
す。

第1～8回
関根達人2016『モノから見たアイヌ文化史』吉川弘文館
第9～15回
関根達人2018『墓石が語る江戸時代』吉川弘文館 歴史文化ライブラリー464

教科書を予習し、要
点を事前にまとめ、
毎回の授業で提出を
求めます。

考古
学関
連

歴史
学関
連

-

関根達人
2016『モノ
から見たア
イヌ文化
史』吉川弘
文館
関根達人
2018『墓石
が語る江戸
時代』吉川
弘文館 　歴
史文化ライ
ブラリー464

関根達人2014『中近
世の蝦夷地と北方交
易』吉川弘文館
朽木量2004『墓標の
民族学・考古学』慶應
義塾大学出版会

課題（要約）と
意見・質問・
感想など授業
に対する姿勢
で評価しま
す。

講義

テキストを
読みながら
の授業で
す。

毎回必ず意見・質
問・感想などを求め
ます。

水曜日１・２時
限目

sekine@hi
rosaki-
u.ac.jp

なし

41 41

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

文化財科
学
（Scientifi
c Study
on
Cultural
Propertie
s）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
５・６時限

片岡　太郎
地域志向
科目

レベル5

国内外の文化財の歴史文化
的評価と利活用に関し，自然
科学的手法を使った分析理
論と方法を習得すること。ま
た，文化財を後世に伝えるた
めの保存理論と方法を習得
すること

考古学をはじめとする文化財研究
の最前線で常用される文化財科学
研究（年代測定、産地同定、材質・
技法、古環境、保存科学、探査、情
報システム、防災など）について解
説する。各専門領域の重要論文を
読み解き、受講者と教員のディス
カッションを通じて文化財の自然科
学調査から得られた分析結果を考
察する。また、文化財の本質を深く
理解し、次代へと継承する能力を養
う。

授業計画
　受講者は、講義とともに、文化財科学の研究分野（年代測定、産地同定、材質・技法、
古環境、保存科学、探査、情報システム、文化財防災など）からテーマを1つ選択し、関連
する論文についての発表をしていただきます。
第１回：ガイダンス ― 文化財科学の研究分野について ―
第２回：年代測定（1）放射性年代測定法
第３回：年代測定（2）年輪年代学
第４回：産地同定（1）安定同位体分析法
第５回：産地同定（2）蛍光Ｘ線分析法を使った産地同定
第６回：材質同定（1）蛍光Ｘ線分析法を使った材質同定
第７回：材質同定（2）樹種鑑定
第８回：技法研究（1）X線写真の応用
第９回：技法研究（2）X線CT観察の応用
第１０回：技法研究（3）X線写真とX線CT像を使ったコンピュータ画像解析
第１１回：保存科学（1）保存倫理
第１２回：保存科学（2）考古資料の保存
第１３回：保存科学（3）遺構の保存
第１４回：防災と文化財レスキュー（1）緊急的な文化財の保全
第１５回：防災と文化財レスキュー（2）中長期的な文化財の保全

必要に応じて資料を
配布しますので、必
ず目を通して下さ
い。

学際・
新領
域

博物
館学
関連

考古
学関
連

授業中に適
宜資料を配
布する。

文化財保存科学ノー
ト（沢田正昭、近未来
社）ほか、授業中に
適宜紹介する。

授業に対する
姿勢（50%）、
期末レポート
（50%）

演習を
主体と
する講
義

受講者は、
講義ととも
に、文化財
科学の研究
分野（年代
測定、産地
同定、材
質・技法、
古環境、保
存科学、探
査、情報シ
ステム、文
化財防災な
ど）からテー
マを1つ選
択し、関連
する論文に
ついての発
表をしてい
ただきま
す。

受講にあたっては特
段の予備知識は必
要としません。

水曜日（14:30
～16:00）

taro@hiro
saki-
u.ac.jp

なし

42 42

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

文化資源
論
（Cultural
Resource
s ）

１，２
選択
科目

2

前
期
集
中

集中講義
植月　学
（非常勤講
師）

- レベル5

法制度で保護された文化財・
文化遺産に重きを置いてきた
従来の文化財行政について
学ぶこと
有形・無形を含む多様な文化
資料を資源として見直し，学
術研究や人類文化の発展の
ために活用する文化資源論
について学ぶこと
文化資源を保存しつつ，地域
の課題解決のために活用す
る意義と方法について実践例
により理解し，今後の展望を
考えること

授業内容に記載の各テーマに沿っ
た実践例や論文をもとに受講者が
発表をおこない、講師が解説を加え
る。発表後には討論を通じて、課題
や解決方法を考えていく。

第１～２回　イントロダクション
文化財保護の歴史
文化財と文化資源
弘前の文化資源

第３～９回　文化資源の諸相
遺跡・考古資料、食文化、産業、祭礼、町並、文化的景観、生物

第１０～１４回　文化資源活用の未来
博物館、教育、観光、地域振興、保存と変容

第１５回　まとめ

以上のテーマは参考例であり、受講生の関心に応じて変更することもあり得る。

毎回の発表課題論
文を事前に読み込ん
で、自分なりの意
見、疑問点などをま
とめておくこと

博物
館学
関連

- -
授業時に指
示する。

明治大学博物館・南
山大学人類学博物館
編　2013　『博物館資
料の再生』　岩田書
院
山下晋司編　2014
『資源化する文化』
（資源人類学第２巻）
弘文堂
他、随時紹介する。

発表および討
論への参加
姿勢、レポー
トにより総合
的に評価す
る。

講義

主に演習形
式。分担を
決めて準備
し、担当者
が発表をす
る。質疑・討
論も行う。

実際にフィールドに
出て、様々な文化資
源の保存と活用の現
場に触れることで、
討論に積極的に参
加できるよう、日頃
から留意してほし
い。

なし なし なし

43 43

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

芸術史論
（History
of Art）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
７・８時限

足達　薫 - レベル5

美術作品に関する分析方法
を体系的に身につけること
美術作品に関するアカデミッ
クな文章力を身につけること

○美術史学の方法による作品分析
の基本的方法を講義します。
○講義を踏まえて、受講者それぞ
れの関心に基づいた資料調査及び
中間発表を行い、1本の論文を執筆
します。

1回目：美術史の最前線――この授業の目的について
2回目：講義――美術作品を捉える基本的観点
3回目：講義――イタリア・ルネサンスの事例
4回目：ディスカッション――素材の提案
5回目：プレゼンテーション――基本的枠組みの設定
6回目：プレゼンテーション――構成の検討
7回目：講義――作品の視覚的分析
8回目：講義――作品記述
9回目：プレゼンテーション――作品記述
10回目：講義――視覚的資料の扱い方
11回目：講義――WEBの活用と著作権
12回目：講義――美術作品カタログの要件
13回目：ディスカッション――美術作品分析の課題
14回目：プレゼンテーション―最終発表1
15回目：プレゼンテーション――最終発表2
（受講者数によって、講義の時間を多くする変更がありえます）

[予習]毎回取りあげ
るテクストの読解 、
プレゼンテーション準
備
[復習]講義での解説
を踏まえた小エッセ
イ

芸術
関連

思想
関連

歴史
学関
連

授業で指示
します。

授業で指示します。

平常点（プレ
ゼンテーショ
ン、ディスカッ
ションへの参
加度を総合的
に判断しま
す。30％）
最終課題（取
り組みの最終
成果として、
論文を提出し
てもらいま
す。70％）。
上記を総合し
て判断しま
す。

演習

講義では教
員による具
体的な解説
を行い、プ
レゼンテー
ションでは
受講者によ
る発表と質
疑応答を行
います。ディ
スカッション
では教員に
よる問題提
起を踏まえ
た検討が行
われます。

美術史に関する基本
的知識が必要です。

水曜13:00～
14:00、人文社
会科学部3階、
芸術史研究室。

kaorucci
※）
hirosaki-
u.ac.jp
※はアッ
トマークで
す。

なし。
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44 44

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

西洋古典
学
（Western
Classical
Studies）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
３・４時限

今井　正浩 - レベル5

西洋古典古代の倫理思想に
関する英文の論考の講読を
通して，専門の学術論文を原
典で読解する力を養い，それ
によってヨーロッパの歴史文
化の源流の一つとしての西洋
古典古代の歴史文化全般に
ついての基本的な理解に向
けて，資料読解等の実践的
なスキルを身につけること

　西洋古典古代の倫理思想に関す
る比較的読みやすい英文論考の購
読をとおして，叙事詩人ホメロスか
らキリスト教の大思想家アウグス
ティヌスにいたるまでの西洋古典古
代の倫理思想の展開を丹念に辿り
ます。

　西洋古典古代の倫理思想に関する比較的読みやすい英文の論考を取り上げ，叙事詩
人ホメロスからキリスト教の大思想家アウグスティヌスにいたるまでの西洋古典古代の倫
理思想の展開を丹念に辿ります。
 
第１回　西洋古典古代の倫理思想の展望
第２回　ギリシアの詩人たち―ホメロスから悲劇詩人まで―（論考読解・発表・討論）
第３回　初期ギリシアの思想家たち（１）ピュタゴラス派（論考読解・発表・討論）
第４回　初期ギリシアの思想家たち（２）ヘラクレイトス，エンペドクレス，アナクサゴラス
（論考読解・発表・討論）
第５回　ソフィスト思潮（論考読解・発表・討論）
第６回　ソクラテス（１）（論考読解・発表・討論）
第７回　ソクラテス（２）（論考読解・発表・討論）
第８回　プラトン（１）（論考読解・発表・討論）
第９回　プラトン（２）（論考読解・発表・討論）
第10回　アリストテレス（１）（論考読解・発表・討論）
第11回　アリストテレス（２）（論考読解・発表・討論）
第12回　ヘレニズム期の思想家たち―エピクロス派とストア派―（論考読解・発表・討論）
第13回　プロティノスと新プラトン主義（論考読解・発表・討論）
第14回　アウグスティヌスとキリスト教（論考読解・発表・討論）
第15回　総括

　なお，授業の進行状況等によってシラバスの内容と異なってくる場合は，その都度説明
をします。

　各回の授業後に復
習点，次回の予習点
を伝えます（なお，予
習・復習は，最低で
も各２時間とることが
必要です）。

歴史
学関
連

思想
関連

-

　Gill, C. J.,
Classical
Ethical
Thought, in
Zeyl,
D.J.(ed.),
Encyclopedi
a of
Classical
Philosophy
(London,
Chicago,
1997)，
pp.221-229.

　授業で教材として使
用する予定の
Christopher, J. Gill
英文の論考の論末に
専門的な参考文献が
多数紹介されていま
す。

　平常評価
〔授業への参
加度〕（50
パーセント）＋
学期末に提
出するレポー
トの評点（50
パーセント）を
合算して評価
します。

演習

　専門の英
文の論考の
精読を中心
に，講義の
要素を一部
に取り入れ
た演習形式
の授業で
す。

　受講にあたって，
古典ギリシア語・ラテ
ン語等の知識は問
いませんが，語学力
が理解を深めるのに
役立つことは言うま
でもありません。日
本語で書かれた代
表的な古典ギリシア
語・ラテン語の基礎
文法書を紹介します
ので，ぜひ挑戦して
みてください。
 　（１）水谷智洋著
『古典ギリシア語初
歩』（岩波書店刊，
1990年）
 　（２）田中利光著
『ラテン語初歩／改
訂版』（岩波書店刊，
2002年）

毎週月曜日の
午後4時～6時
をオフィスア
ワーの時間帯
に設定していま
す。

Ｅメール
アドレス
masahiro
@hirosaki
-u.ac.jp

　なし

45 45

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

日本倫理
思想史論
（History
of
Japanese
Ethical
Thought）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
７・８時限

原　克昭 - レベル5

日本倫理思想史を時代縦断
することで歴史的展開の理解
を深化させること
日本倫理思想史をジャンル
横断することで学術的展開の
視座を修得すること

日本倫理思想史をめぐる前近代
（古代～近世）と近現代の時代的位
相差を見極めることによって，日本
の文学・歴史・宗教・文化に対する
理解の深化と拡大をめざす。具体
的には，時間倫理・生命倫理・宗教
倫理・生活倫理にわたる大枠テーマ
を設定し，それぞれ日本特有の歴
史認識・占術文化・信仰史・思想文
芸に関する文献をとりあげ，原典精
読および先行研究の再検討を展開
する。その過程において，時代縦断
的に日本倫理思想史学研究に必要
となる学術的視座と方法論の修得
をめざすとともに，学域横断的に日
本思想史文献の読解力・思索力の
涵養をはかってゆく。

第１回　開講ガイダンス―日本倫理思想史の射程
第２回　基礎知識と情報共有Ⅰ―日本倫理思想史の基本的概念
第３回～５回　基礎知識と情報共有Ⅱ―基本文献講読
・和辻哲郎『日本倫理思想史』（抜粋）
・丸山眞男『忠誠と反逆』（抜粋）
・末木文美士『日本思想史の射程』（抜粋）
第６回～９回　講読演習Ⅰ
・時間倫理に関する思想文献資料
・生命倫理に関する思想文献資料
第１０回～１４回　講読演習Ⅱ
・宗教倫理に関する思想文献資料
・生活倫理に関する思想文献資料
第１５回　日本倫理思想史の総括

※その他、ジャンル・時代を問わず、履修者の関心テーマに合わせて対応してゆきます。

配布された基本文献
論文および講読文献
資料に事前に目を通
しておいてください。
また、学期末に講読
内容をふまえたレ
ポートを仕上げても
らいます。

思想
関連

歴史
学関
連

文学
関連

レクチャー
資料・基本
文献論文・
講読文献資
料ともに、プ
リントを配
布します。

・和辻哲郎『日本倫理
思想史』一～四（岩波
文庫、2011-2012年）
・丸山眞男『忠誠と反
逆―転換期日本の精
神史的位相』（ちくま
学芸文庫、1998年）
・末木文美士『日本思
想史の射程』（敬文
舎、2017年）

平常評価（授
業・講読への
参加度５０％）
および期末評
価（レポート５
０％）による総
合評価としま
す。

講義

講義（基礎
知識と情報
共有）＋基
本文献講読
＋思想文献
輪読で進め
ます。

日本の思想・文学・
歴史・文化に対する
興味関心と学習意欲
さえ持ちあわせてい
れば、予備知識の有
無は問いません。ひ
ろく「日本学」研究の
基盤として活用してく
ださい。

木曜日15:00～
17:00／その
他、在室時に随
時対応します。
研究室：人文社
会科学棟４０２
（日本倫理思想
史研究室）

harakあっ
と
hirosaki-
u.ac.jp

なし

46 46

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

西洋倫理
思想史論
（Western
History of
Ethics）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

横地　徳廣 - レベル5

受講生は以下のヘーゲル解
釈テキストを読む。
R. B. Brandom, Tales of the
Mighty Dead: Historical
Essays in the Metaphysics of
Intentionality,
Harvard University Press,
2002
この読解を通じ，諸事象を哲
学的に考察する仕方を修得
すること

受講生のみなさんはロバート・ブラ
ンダム『大いなる死者の物語』の英
語テキストを読みます。
今回は彼のプラグマティックなヘー
ゲル解釈を学びます。

授業予定は、以下のとおりです。変更の場合は授業で事前に知らせます。
１　　　ガイダンス（読解箇所と担当の決定）
２　　　テキスト読解と解説　　（１）世界
３　　　テキスト読解と解説　　（２）世界
４　　　テキスト読解と解説　　（３）世界
５　　　テキスト読解と解説　　（４）世界
６　　　テキスト読解と解説　　（５）ホーリズム
７　　　テキスト読解と解説　　（６）ホーリズム
８　　　テキスト読解と解説　　（７）ホーリズム
９　　　テキスト読解と解説　　（８）ホーリズム
１０　　テキスト読解と解説　　（９）ホーリズム
１１　　テキスト読解と解説　（１０）客観性
１２　　テキスト読解と解説　（１１）客観性
１３　　テキスト読解と解説　（１２）客観性
１４　　テキスト読解と解説　（１３）客観性
１５　　テキスト読解と解説　（１４）まとめ

配布テキストを授業
前後に読むことが準
備学習になります。

思想
関連

歴史
学関
連

-

原書の一部
がコピーで
配布されま
す。

適宜、紹介されます。

平常評価（
訳読参加　）：
100％
上記をもとに
最終的な成績
評価が行わ
れる予定で
す。

演習

訳読しなが
ら、段落ごと
に要旨をま
とめていき
ます。

特になし

オフィスアワー
は在室時です。
西洋倫理思想
史研究室（人社
414）まで。
必ずメールで面
会予約をとって
ください。

メールア
ドレスは
人社414
研究室に
掲示され
ます。

なし
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人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

日本近代
文学
（Modern
Japanese
Literature
）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
５・６時限

尾崎　名津
子

- レベル5

日本近代文学研究に必要な
調査の方法を理解すること
近現代の文学作品の読解法
を理解すること
日本近代文学に関わる知識
を習得すること
文学と思想の接続のありよう
について，見識を深めること

「女性の語り」を実現しているとされ
る文学作品や、女性の書き手によ
る文章の分析を通して、内容の理
解を深める。
同時に、それらの分析の積み重ね
を通して、近代日本と現代における
ジェンダーバイアスの質的変遷を学
ぶ。

第１回　「女性の語り」とは何か
第２回　「女性作家の文体」はあるのか
第３回　樋口一葉の文体
第４回　田村俊子『生血』の文体
第５回　『青鞜』の文体
第６回　岡本かの子の文体
第７回　林芙美子の文体
第８回　女性文芸雑誌の文体（１）―『女子文壇』の場合
第９回　女性文芸雑誌の文体（２）―『若草』の場合
第10回　少女雑誌の文体
第11回　文体という異性装
第12回　太宰治『葉桜と魔笛』
第13回　太宰治『女生徒』
第14回　太宰治『十二月八日』
第15回　まとめ

［予習］各回で扱う作
品を事前に読了して
おくことが必要。
［復習］各回の内容
を徐々に積み重ねな
がら展開するため、
毎回の内容を各自で
振り返り、不明点は
早期に解消すること
が必要。

文学
関連

思想
関連

社会
学関
連

樋口一葉
『にごりえ・
たけくらべ』
（岩波書
店、1999
年）など。よ
り具体的に
は授業で紹
介する。

飯田祐子『彼女たち
の文学』（名古屋大学
出版会、2016年）な
ど。その他の必要な
文献については授業
で紹介する。

平常点（授業
への参加度）
50％
発表内容
50％
上記を合算し
総合的に判
断する。

演習

最初の3回
ほどは講義
形式に近い
が、基本的
には履修者
各自の発表
と質疑応答
によって進
める。

高校卒業程度の文
学史の知識があるこ
とが望ましい。また、
授業中の積極的な
発言を求める。

月～金の昼休
み。但し不在に
することもある
ため、事前に
メールで連絡を
もらえると確実
です。

ozaki(at)h
irosaki-
u.ac.jp

特になし
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他
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人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

日本古典
文学
（Classical
Japanese
Literature
）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
３・４時限

渡辺　麻里
子

- レベル5

変体仮名（仮名のくずし字）を
読めるようになること
『天狗の内裏』という作品を通
じて，天狗，夢告，兵法伝授，
地獄極楽訪問譚，未来記な
どといったモチーフを学び，日
本古典文学の基礎知識を習
得すること
津軽と義経伝承，津軽の藩
医・渋江抽斎など，津軽の文
化を学ぶこと
古典文学の調べ方を学び，
自分なりに問題意識を持って
掘り下げ，発表が出来るよう
になること
質疑を通じて，議論の深め方
を学ぶこと

・弘前市立図書館岩見文庫蔵『天
狗の内裏』を中心に、室町時代の物
語を考察する。
・『天狗の内裏』は、多くの伝承が盛
り込まれた源義経の一代記である。
・発表は、『天狗の内裏』のくずし字
を学習・翻刻するところからはじめ、
語釈、解説を行う。
・発表後、参加者で討論し、読解を
深める。
・古典の諸文献の扱い方、読解の
仕方を学ぶ。
・また、発表や討論を通じて、室町
時代の物語を読み味わい、古典世
界の人々の生き方を学ぶ。

第１回　ガイダンス
第２回　『天狗の内裏』解説１―義経について―
第３回　『天狗の内裏』解説２―内容構成について―
第４回　『天狗の内裏』解説３―伝本について―
第５回　『天狗の内裏』解説４―渋江抽斎について―
第６回　くずし字について
第７回　演習１―上巻・冒頭―
・担当者が発表を行う。
　・受講者の間で質疑、ディスカッションを行う。解説を行う。
第８回　演習２―上巻・義経の発願―
第９回　演習３―上巻・毘沙門天の導き―
第10回　演習４―上巻・天狗の内裏到着―
第11回　演習５―上巻・天狗との確執―
第12回　演習６―上巻・大天狗の歓待―
第13回　演習７―上巻・天狗の神通力―
第14回　演習８―上巻・天狗と兵法―
第15回　『天狗の内裏』まとめ
第16回　試験・レポート

次回の範囲について
プリントにもとづき予
習すること。復習は、
配布された資料を読
み直し、理解を深め
ること。また演習担
当の際は、発表資料
を作成し、準備する
こと。

文学
関連

思想
関連

芸術
関連

・『増補改訂
仮名変体
集』（伊地知
鉄男編、新
典社）
その他、適
宜、授業時
にプリントを
配布する。

授業時に適宜案内す
る。

・発表とレ
ポート、試験
を総合的に評
価する。
・試験では変
体仮名を読
み、授業で取
り組んだ内容
への理解を問
う。

演習

・発表は担
当を決めて
発表する。

特にありません。くず
し字は、これまで学
んだことがなく、全く
知らなくても大丈夫
です。
内容及び開講時間
は、受講者の希望等
により、変更すること
もあります。

木曜日5/6限。
在室時は随時。
事前にメールを
いただけると確
実です。

mwata◎
hirosaki-
u.ac.jp

◎を@に
変えて下
さい。

特にな
し。

49 49

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

中国言語
文化論
（Chinese
Language
and
Culture）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
３・４時限

植木　久行
（非常勤講
師）

- レベル5

中国古典語の読解力を高
め，古い訓読方式も理解し
て，高度の専門知識を習得す
ること
唐代の盛時の文化を広く理
解し，古典を読み解く総合力
を習得して，文化の振興に寄
与する実践力を身につけるこ
と

　唐代の盛時―玄宗李隆基の開
元・天宝年間（713～756）の逸話を
収めた唐末・五代の王仁裕『開元天
宝遺事』3巻を、訓点付きの和刻本
（江戸の寛永16年［1639］刊本の影
印）に拠りつつ、曽貽芬点校『開元
天宝遺事』の文字と対校しながら考
究し、深く掘り下げて全文３巻を理
解する。『開元天宝遺事』は、社会
風俗や年中行事の記述に富み、
「牽紅糸娶婦」「花上金鈴」「解語
花」などの興味深い話を多数収め
る。

第１回　オリエンテーション（演習の目的と概要の説明）
第２回　『開元天宝遺事』のテキストと序文の読解
第３回～第５回　開元遺事（「玉有太平字」「歩輦召学士」「掃雪迎賓」「鸚鵡告事」「敲氷
煮茗」など）の読解
第６回～第８回　天宝遺事上（「花上金鈴」「照病鏡」「金衣公子」「看花馬」「知更雀」「射
団」など）の読解
第９回～第15回　天宝遺事下（「探官」「撤去燈燭」「県妖破肝」「泥金帖子」「氷筯」「鶏声
断愛」「銷魂橋」「歇馬杯」「伝書燕」「解語花」「乞巧楼」「紅汗」「撃鑑救月」「百枝燈樹」
「有脚陽春」など）の読解（全文読解の終了）

配付教材の該当箇
所を予習することが
必要です。

文学
関連

言語
学関
連

-

　和刻本漢
籍随筆集
（汲古書院
刊）に収め
る『開元天
宝遺事』を
コピーして
使用し、対
校用に曽貽
芬点校本の
コピーも配
付します。

　曽貽芬点校『開元
天宝遺事』（『安禄山
事跡』と合刊、中華書
局、唐宋史料筆記叢
刊、2006年所収）。弘
前大学附属図書館所
蔵。

　授業への参
加度（評価全
体の30%）、訓
読・解釈担当
（評価全体の
30%）、および
授業終了時
提出の期末レ
ポート（評価
全体の40%）を
総合して、成
績評価を行う
予定です。

演習

受講生に少
しずつ訓
読・解釈し
てもらい、問
題点を検討
します。

特になし。 なし。 なし。 なし。
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人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

中国社会
論
（Chinese
Society）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
５・６時限

城本　るみ - レベル5

中国／台湾で生起している少
子高齢化の現状や背景，そ
の課題が理解できること
個々に独立した問題としてで
はなく，アジアという枠組みの
なかで比較可能な視座をもて
るようになること
現在の問題を過去からのつ
ながりで分析する視点を獲得
できること
修得した知識に基づいて，地
域や国際社会の振興に役立
つ能力を養うこと

○中国／台湾の少子高齢化に関す
る文献資料を読み、現状やその背
景、課題について読み解く。
○中国／台湾の現状およびアジア
の全体像を理解し、それがもたらす
影響を検討し、共生社会におけるこ
れからの日本のあり方を考察する。

第１回：導入
第２回：アジアにおける少子高齢化の現状
第３回：中国における人口抑制政策の背景と実施
第４回：中国における人口抑制政策の影響
第５回：中国における高齢化の課題
第６回：中国における福祉改革の方向性
第７回：中国における介護労働の特徴
第８回：台湾における少子化の特徴
第９回：台湾における高齢化の課題
第１０回：台湾における福祉改革の方向性
第１１回：台湾における介護労働問題
第１２回：台湾における介護労働の担い手
第１３回：中国・台湾の少子高齢化問題の比較
第１４回：アジアの少子高齢化が日本に与える影響
第１５回：総括

（予習）発表担当者
は自分の担当する範
囲について、他の文
献や論文等も参照し
ながらよく調べてレ
ジュメを作成する。
当日発表担当でない
者は、テキスト資料
を読み込んで事前に
質問事項を整理して
おく。
（復習）当日の討論
内容について、疑問
を残さないようにもう
一度よく調べて考え
る。

社会
学関
連

- -
教員が資料
を事前配布
する。

『福祉のアジア―国
際比較から政策構想
へ』（上村康裕著　名
古屋大学出版会
2017）
『アジアにおける高齢
者の生活保障』（金成
垣・大泉啓一郎・松江
暁子編　明石書店
2017）
『東アジアにおける後
発近代化と社会政
策』（李蓮花著　ミネ
ルヴァ書房 2011）
『東アジアの社会保
障』（埋橋孝文・木村
清美・戸谷裕之編
ナカニシヤ出版
2009）
『現代中国の移住家
事労働者』（大橋史恵
著　御茶の水書房
2011）
『介護現場の外国人
労働者』（塚田典子編
著　明石書店 2010）
　その他、授業中に
適宜紹介する。

授業における
報告や質疑
応答（50％），
授業終了後
のレポート
（50％）

演習

事前に配布
された資料
を読み込ん
でレジュメを
作成し、そ
れに基づい
て発表を行
う。
またその発
表に対する
質疑応答を
行い、討論
形式で授業
を進めてい
く。

特になし。
火曜・水曜
12:00-12:40

rumi(at)hi
rosaki-
u.ac.jp
  ＊(at)を
@に置き
換えてく
ださい。

特にな
し。

51 51

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

英文学B
（English
Literature
B）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
９・１０時
限

小野寺　進 - レベル5

文学作品を原書で読解するこ
と
英語運用能力を向上させるこ
と

19世紀から現代にかけてのイギリ
ス小説を読解し、イギリスの文化や
時代的特徴の理解を深める。今年
はヴィクトリア朝時代の作家チャー
ルズ・ディケンズの Hard Timesを読
解する。

授業計画
第１回：「Book the First, Ch. 1 THE ONE THING NEEDFUL; Ch. 2 MURDERING THE
INNOCENTS; Ch. 3 A LOOPHOLE」を読解する。
第２回：「Book the First, Ch. 4 MR. BOUNDERBY; Ch. 5 THE KEY-NOTE; Ch. 6
SLEARY’S HORSEMANSHIP」を読解する。
第３回：「Book the First, Ch. 7 MRS. SPARSIT; Ch. 8 NEVER WONDER; Ch. 9 SISSY’S
PROGRESS」を読解する。
第４回：「Book the First, Ch.10 STEPHEN BLACKPOOL; Ch. 11 NO WAY OUT; Ch. 12
THE  OLD WOMAN」を読解する。
第５回：「Book the First, Ch.13 RACHAEL; Ch. 14 THE GREAT MANUFACTURER」を読
解する。
第６回：「Book the First, Ch,15 FATHER AND DAUGHTER; Ch.16 HUSBAND AND WIFE」
を読解する。
第７回：「Book the Second, Ch.1 EFFECTS IN THE BANK」を読解する。
第８回：「Book the Second, Ch.2 MR. JAMES HARTHOUSE; Ch. 3 THE WHELP」を読解
する。
第９回：「Book the Second, Ch.4 MEN AND BROTHERS; Ch. 6 FADING AWAY」を読解す
る。
第１０回：「Book the Second, Ch. 7 GUNPOWDER; Ch.8 EXPLOSION」を読解する。
第１１回：「Book the Second, Ch. 9 HEARING THE LAST OF IT; Ch. 10 MRS. SPARSIT’
S  STAIRCASE」を読解する。
第１２回：「Book the Second, Ch11 LOWER AND LOWER; Ch. 12 DOWN」を読解する。
第１３回：「Book the Third, Ch. 1 ANOTHER THING NEEDFUL; Ch. 2 VERY
RIDICULOUS; Ch. 3 VERY DECIDED」を読解する。
第１４回：「Book the Third, Ch. 4 LOST; Ch. 5 FOUND; Ch. 6 THE STARLIGHT」を読解す
る。
第１５回：「Book the Third, Ch. 7 WHELP―HUNTING; Ch. 8 PHILOSOPHICAL; Ch. 9
FINAL」を読解する。

授業計画に基づく予
習。

文学
関連

思想
関連

-

Charles
Dickens,
Hard Times
(Norton
Critical
Edition)

適宜紹介いたしま
す。

授業でのパ
フォーマンス
(20%)およびレ
ポート(80%)。

演習
輪読式によ
る演習

十分な予習が必要
です。

水曜日３・４時
限

susumu(a
t)hirosaki
-u.ac.jp
＊(at)は@
に置き換
えてくださ
い。

なし
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目名〔英
文名〕

(5)対
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年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
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(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

52 52

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

英文学C
（English
Literature
C）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
５・６時限

澤田　真一 - レベル5

英文学作品を原書で読むこと
を通じて，英語運用能力を向
上させるとともに，異文化理
解についての洞察を深めるこ
とのできる能力を養うこと

ブッカー賞を受賞したロイド・ジョー
ンズの小説『ミスター・ピップ』の読
解を通じて、植民地主義のもたらし
た功罪について考察します。

第1回：イントロダクション
第2回：pp.1～25を読解する。
第3回：pp.26～50を読解する。
第4回：pp.51～75を読解する。
第5回：pp.76～100を読解する。
第6回：pp.101～125を読解する。
第7回：pp.126～150を読解する。
第8回：pp.151～175を読解する。
第9回：pp.176～200を読解する。
第10回：pp.201～225を読解する。
第11回：pp.226～256を読解する。
第12回：作品の解釈
第13回：原作の映画の鑑賞
第14回：映画の解釈
第15回：まとめ
定期試験

授業計画に基づく予
習を行う必要があり
ます。

文学
関連

思想
関連

-

Lloyd
Jones,
Mister Pip,
Dial Press
(ISBN 978-
0-385-
34107-3)

授業時に適宜紹介し
ます。

平常評価（授
業への参加
度）：20％
中間評価（レ
ポート）：30％
期末評価（期
末試験）：
50％
上記を合算し
て、最終的な
評価を行いま
す。

講義

講義形式で
すが、内容
の理解度を
確認しなが
ら授業を進
めていきま
す。

十分な予習が必要
です。

金曜日7・8時限
目

ssawada@
hirosaki-
u.ac.jp

なし

53 53

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

英文学Ｄ
（English
Literature
D）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
３・４時限

畑中　杏美 - レベル5

イギリス小説を読むことを通
して，英語の運用能力を高め
るだけでなく，社会制度につ
いての専門的な知識を習得
すること
階層社会といわれるイギリス
における社会と個人とのつな
がりを，作品を通して理解し，
様々なバックグラウンドを持っ
た人々が共生するイギリス社
会についての知識を深めるこ
と

・帝国の解体や、大戦がもたらした
イギリス社会の変容が、小説舞台
においてどのように表現されるのか
読み解く
・扱う作品が書かれた時代につい
て、歴史的な流れを把握し、その時
代の価値観や機運が文学にもたら
した影響について考え、議論する

授業計画
第１回：　導入
第２回：　Virginia Woolf, “Mr. Bennett and Mrs. Browne”
第３回：  Virginia Woolf, “Character in Fiction”
第４回：　Virginia Woolf, “Poetry, Fiction, and the Future”
第５回：　Virginia Woolf, Jacob’s Room を読む：Jacob’s Childhood and college at
Cambridge
第６回：　Virginia Woolf, Jacob’s Room を読む：Jacob’s adulthood in London
第７回：　Virginia Woolf, Jacob’s Room を読む：At the age of 26
第８回：　Virginia Woolf, “The Feminine Note in Fiction”
第９回：　Virginia Woolf, “Women and Fiction”
第１０回：　Virginia Woolf, “Professions for Women”
第１１回：　Virginia Woolf, A Room of One’s Own
第１２回： Virginia Woolf, Orlando を読む：“Orlando as a Boy”, “The Russian Princess as
a Child”
第１３回：　Virginia Woolf, Orlando を読む: “The Archduchess Harriet”, “Orland as
Ambassador”, “Orlando on her return to England”
第１４回：　Virginia Woolf, Orlando を読む: “Orlando about the year 1840”, “Marmaduke
Bonthrop Shelmerdine, Esquire”, “Orlando at the present time”
第１５回：　ディスカッションとまとめ
※授業の進行状況等により、シラバスと授業内容が異なる際には、その都度説明しま
す。

毎週、予習箇所を指
示しますので、必ず
予習をしてください。
また、授業後に、興
味を持った点につい
て調べるなどして復
習をしてください。

文学
関連

言語
学関
連

-
初回授業時
に指示しま
す。

Virginia Woolf,
Selected Essays. Ed.
David Bradshaw.
OUP,2009.
そのほか、配布する
資料などを含め、授
業時に適宜示す。

平常点(20%)、
授業での口頭
発表（40%）、
レポート
（40%）によっ
て評価する。

演習

予習箇所に
ついてまと
めたレジュ
メを作成し
てもらい、そ
れをもとに
ディスカッ
ションをしま
す。

受講にあたって特別
な予備知識は必要と
しません。

初回授業時に
指示します。

初回授業
時に指示
します。

なし

54 54

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

米文学
（America
n
Literature
）

１，２
選択
科目

2
前
期

金曜日
９・１０時
限

堀　智弘 - レベル5

アメリカ文学の短編小説を読
むことを通して，米文学の代
表的な作家に親しみつつ作
家に関する基本的知識を身
につけるとともに，英語で書
かれた小説の読解力を向上
させること

19世紀から世紀転換期あたりまで
の代表的なアメリカの小説家の短
編小説を一回につき一人の割合で
読み、各作家の作風に親しむととも
に、作者を取り巻く歴史的社会的背
景を考えます。

以下の作品を扱う予定です。

第１回　イントロダクション
第２回　Washington Irving, “Rip Van Winkle”
第３回　Nathaniel Hawthorne, “Young Goodman Brown”
第４回　Edgar Allan Poe, “The Fall of the House of Usher”
第５回　Herman Melville, “Bartleby”
第６回　Sarah Orne Jewett, “A White Heron”
第７回　Mary E. Wilkins Freeman, “A New England Nun”
第９回　Charlotte Perkins Gilman, “The Yellow Wallpaper”
第10回　Henry James, “The Real Thing”
第11回　Kate Chopin, “The Storm”
第12回　Willa Cather, “Paul’s Case”
第13回　Jack London, “To Build a Fire”
第14回　Edith Wharton, “Roman Fever”
第15回　まとめ

毎回指定された作品
を読んで授業に臨む
ことが求められま
す。

文学
関連

思想
関連

芸術
関連

Paul Negri,
ed., _Great
American
Short
Stories_
(Dover)
その他、必
要に応じて
プリントを配
布します。

授業のなかで紹介し
ます。

各回の担当、
授業参加、期
末レポートを
総合的に判
断して評価し
ます。

演習

学生の担当
を中心とし
た演習形式
です。

受講にあたっては特
段の予備知識は必
ずしも必要ではあり
ませんが、毎回英語
で文学作品を読むこ
とが求められますの
で、相応の英語力が
必要となります。

火曜日12:00～
13:00

horitomo(
at)hirosak
i-u.ac.jp
＊(at)は@
に置き換
えてくださ
い。

なし

55 55

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

現代アメ
リカ論
（Contem
porary
Social
Problems
in the
U.S. ）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
１・２時限

南　修平 - レベル5

第2次世界大戦から21世紀に
至るアメリカ合衆国の歴史や
社会の特性を理解すること
専門書の精読などにより英語
の運用・読解能力を向上させ
ること

20世紀後半から現在までのアメリカ
合衆国の現代史をグローバルな観
点から学んでいく。

第1回：Guidance
第2回：Introduction
第3回：Pax Americana (1945-1953): Power and Politics
第4回：Cold War
第5回：Stalemate in Washington, National Security State
第6回：The High Tide of Liberal Democracy (1954-1974): Suburban Nation
第7回：The Democratic Revolution
第8回：The End of the American Century
第9回：The Reconstruction of Corporate Capitalism (1975-1989): The Landscape of
Decline
第10回：The Corporate Revolution
第11回：The Regan Revolution
第12回：Cold War Redux
第13回：The New World Order (1990-2000): Triangulation
第14回：Living Large
第15回：America After 9/11

予習：毎回のアサイ
メントを読むことはも
ちろん、注釈で出てく
る重要な関連文献に
もできるだけ目を通
すこと
復習：難しかった部
分を読み直すととも
に、それらに関連す
る文献にも目を通し
て理解の範囲を深
め、広げる努力をす
ること

歴史
学関
連

政治
学関
連

社会
学関
連

Joshua B.
Freeman,
American
Empire: The
Rise of a
Global
Power, the
Democratic
Revolution
at Home
(New York:
Viking,
2012).

Glenda Elizabeth
Gilmore and Thomas
J. Sugrue, These
United States: A
Nation in the Making,
1890 to the Present,
New ed. (New York:
W.W. Norton &
Company, 2016).

課題への取り
組みと講義内
でのパフォー
マンス（50％）
最終レポート
（50％）

講義

毎回担当者
がテキスト
の要旨を報
告すること
に加え、担
当外の受講
生は範囲内
で重要と思
わる事項を
調べ、その
報告を補う
役割を担
う。必要に
応じて、より
専門的に強
調すべき部
分について
担当教員が
講義形式で
補足する。
また、関連
文献や資料
を積極的に
紹介・提供
し、それらを
使った学習
の場も適宜
設ける。

アメリカ史に関する
知識の有無は問わ
ないが、初学者の場
合は講義外でより基
本的な文献を読むこ
とで不足する部分を
補う必要があると思
われる。また、アメリ
カ史研究の専門書
の読解に必要とされ
る十分な英語力が求
められる。

火曜日9・10時
限。ただし不在
の場合もあるた
め、出来るだけ
事前にアポイン
トメントをとるこ
とが望ましい。

初回講義
にて伝え
る。

特にな
し。
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56 56

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

フランス
語言語・
文化論
（French
Language
and
Culture）

１，２
選択
科目

2
前
期

金曜日
３・４時限

熊野　真規
子

- レベル5

文化研究の一アプローチをよ
り深く理解すること
フランス語文献の講読力を向
上させること

ソシュールの思想を中心に、現代言
語論の原文の抜粋を講読形式で読
み進め、翻訳では失われてしまう
ニュアンスを確認しながら、文化研
究の一アプローチをより深く理解し
ます。

・導入：言語研究史概観(1回）
・ランガージュ／ラング／パロール（2回程度）
・共時態／通時態（2回程度）
・連辞／範列（1～2回程度）
・シニフィアン／シニフィエ（2回程度）
・第一次分節／第二次分節（1～2回程度）
・恣意性（1～2回程度）
・形相と実質（2回程度）
・意味と価値（2回程度）

授業の進行状況等により，シラバスと実際の内容と異なる場合には，その都度説明しま
す。

各回の授業終了後
に次回の予習箇所
についてお知らせし
ます。
(予習，復習は，最低
でも各２時間程度行
う必要があります。)

言語
学関
連

思想
関連

-
プリントを配
布します。

開講時に紹介しま
す。

講読形式をと
るため、授業
参加度、予習
の準備度など
を総合的に判
断して評価し
ます。

演習
導入＋講読
形式14回

フランス語既習者で
あること。予習済み
であっても、授業に
は必ず仏和辞典を
持参して下さい。

火曜日17:30－
18:30

kumano(a
t)hirosaki
-u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い。

なし

57 57

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

フランス
文学
（French
Literature
）

１，２
選択
科目

2
前
期

金曜日
７・８時限

泉谷　安規 - レベル5

フランス語の正確な読解がで
きること
20世紀フランス文学・思想の
重要な一つのキーワードであ
る「言語」を通して，その意義
と問題性を理解できること

フランスの文芸批評家ジャン・ポー
ランの著作『タルブの花』を読解・批
評して『文学はいかにして可能か』と
いう著作を書いたモーリス・ブラン
ショ。この二つの著作を読んでいく
ことによって、20世紀における「言
語」の新たな認識とその影響を中心
に、文学と思想を読みなおしていき
ます。

１．イントロダクション
２．20世紀のフランスの文学、思想、言語をとりまく状況について
３．ジャン・ポーラン、モーリス・ブランショについて
４．ジャン・ポーラン『タルブの花』を読む（１）
５．ジャン・ポーラン『タルブの花』を読む（２）
６．ジャン・ボーラン『タルブの花』を読む（３）
７．ジャン・ポーラン『タルブの花』を読む（４）
８．『タルブの花』についての暫定的まとめ
９．モーリス・ブランショ『文学はいかにして可能か』を読む（１）
１０．モーリス・ブランショ『文学はいかにして可能か』を読む（２）
１１．モーリス・ブランショ『文学はいかにして可能か』を読む（３）
１２・モーリス・ブランショ『文学はいかにして可能か』を読む（４）
１３・『文学はいかに可能か』についての暫定的まとめ
１４．この二つの著作の影響と重要性について
１５．その後の、ジャン・ポーラン、モーリス・ブランショの活動（結論に代えて）

予習は、下記の教科
書を読んでおくことで
す。復習は、授業内
でやったことをよく覚
えておくことです。必
要に応じて、事前の
下調べをしてもらうこ
とがあるかもしれま
せん。

文学
関連

思想
関連

-

モーリス・ブ
ランショ /
ジャン・ポー
ラン『言語と
文学』（書肆
心水）とフラ
ンス語の原
文が教科書
ですが、お
そらくどちら
とも入手困
難でしょう
から、こちら
でコピーを
配布しま
す。

開講時に指示しま
す。

平常点（授業
への参加度）
50パーセン
ト、期末時の
レポート50
パーセントで
評価します。

演習

上記の教科
書（フランス
語と翻訳）を
読んでいき
ます。

フランス語の既習者
が望ましいでしょう。
ただし、フランス語を
学んでいない人、あ
るいは学んだが、あ
まり自信のない人は
あらかじめ申し出てく
ださい。

木曜日7・8時限 － なし。

58 58

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

一般言語
学
（General
Linguistic
s）

１，２
選択
科目

2
前
期

金曜日
５・６時限

山本　秀樹 - レベル5

特定の個別言語ではなく，古
今東西を問わず世界の人類
言語全般に共通する視点か
ら，種々の言語現象につい
て，論理的な考察，分析を行
うための一般言語学的な専
門知識，技能を身につけるこ
と

人類言語一般を研究するための基
盤となる考え方や手法について考
察していきます。

第１回　授業の概要説明および受講生との打ち合わせ
第２回　一般言語学的研究の概要
第３回　通言語的な概念
第４回　通言語的な概念の定義
第５回　人類言語に共通する特性の研究
第６回　人類言語に共通する特性の種類
第７回　人類言語に共通する特性に対する説明原理
第８回　他の視点による研究
第９回　人類言語一般を扱うための階層
第１０回　人類言語の様々なタイプ
第１１回　人類言語の音韻的タイプ
第１２回　人類言語の形態的タイプ（古典的研究）
第１３回　人類言語の形態的タイプ（現代の研究）
第１４回　人類言語の統語的タイプ
第１５回　まとめ

毎回の授業内容を
復習した上で、次回
扱うプリントの内容を
よく読んでおくいてく
ださい。

言語
学関
連

- -

授業で配布
したプリント
を使用しま
す。

バーナード・コムリー
著（松本克己・山本秀
樹訳）『言語普遍性と
言語類型論』1992年
（ひつじ書房）
山本秀樹著『世界諸
言語の地理的・系統
的語順分布とその変
遷』2003年（溪水社）
（いずれも附属図書
館所蔵）

毎回の授業
における参加
度や出来具
合およびレ
ポートを総合
して、最終的
な評価を行う
予定です。

講義

研究室にお
いて、プリン
トを使いな
がら言語現
象を考察し
ていきま
す。

原則として種々の言
語や言語学の知識
を持っていることが
望まれますが、実際
に受講を希望してき
た学生の予備知識
を考慮して授業内容
等を調整することが
あります。

金曜日：12時か
ら13時

hideyama
@hirosaki
-u.ac.jp

特になし

59 59

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

言語文書
処理論
（Languag
e
Documen
t
Processin
g Theory）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
７・８時限

内海　淳 - レベル5

文字に関わる幅広い知識を
身につけると同時に，IT時代
における文字の利用の問題
点を理解すること

言語の重要な表現手段である文字
を、音韻面およびコンピュータとの
関わりの二つの観点から考察しま
す。

１：言語音声のシステムの基礎
２：音韻論の基礎
３：アルファベット(ローマ字・キリール文字など)
４：インド系文字
５：漢字
６：かな
７：ハングル
８：国際音声字母
９：文字集合規格とエンコーディング
１０：ASCII
１１：ISO8859
１２：日本語の文字コード
１３：諸外国の文字コード
１４～１５：UNICODE

【予習】事前に指定
する資料等を読んで
おく
【復習】各自の研究
関心に応じたデータ
に、講義で学んだこ
とを当てはめてみる

言語
学関
連

情報
科学
関連

情報
工学
関連

必要に応じ
てプリント等
を配布しま
す。

・Florian Coulmas
Writing Systems,
Cambridge University
Press
・ユニコードの Web
Site
(http://www.unicode.
org/)

通常の授業で
の評価と、中
間及び期末
のレポートに
よって総合的
に評価しま
す。

講義

講義形式
に、演習形
式を取り入
れて行いま
す。

受講生の予備知識
等に応じて、相談の
うえ、授業内容予定
を変更する場合があ
ります。

水曜日 12:00か
ら12:40

utsumi(at)
hirosaki-
u.ac.jp
　※(at)は
@に置き
換えてく
ださい

なし

60 60

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

統語論
（Syntax）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
３・４時限

木村　宣美 - レベル5

構造と範疇を意識した文献の
精読を通じて，コミュニケー
ションツールとしての外国語
（英語）の運用能力の一部で
ある読解力の向上を図ること
統語論（生成文法理論）の基
礎を身につけること
英語焦点倒置 (English
Focus Inversion) の特性を理
解すること

Culicover, Peter W. & Susanne
Winkler. 2008. English Focus
Inversion. Journal of Linguistics 44,
625-658 を精読する。

 第1回　Introduction（導入）
 第2回　Comparative Inversion: CI is not SAI: VP ellipsis（動詞句削除）
 第3回　Comparative Inversion: CI is not SAI: Predicate ellipsis（述語句削除）
 第4回　Comparative Inversion: The subject is ‘low’: Parasitic gaps（寄生空所）
 第5回　Comparative Inversion: The subject is ‘low’: Multiple wh-questions（多重WH疑
問文）
 第6回　Comparative Inversion: Licensing subject in situ（主語の認可）
 第7回　Comparative Inversion: British CI（イギリス英語における比較倒置）
 第8回　The Information Structure of English Focus Inversion: The phonology of low
subject in CI（低い主語の音韻）
 第9回　The Information Structure of English Focus Inversion: Semantics of contrastive
focus and CI（対照共生の意味論）
第10回　The Information Structure of English Focus Inversion: Contrastive focus
requirement on subject in CI（対照強勢の要件）
第11回　The Information Structure of English Focus Inversion: Ellipsis in CI（削除）
第12回　More Focus Inversion Constructions: So-goes（So goes構文）
第13回　More Focus Inversion Constructions: Inversion after so and as（soとasの後の
倒置）
第14回　More Focus Inversion Constructions: Locative Inversion and Apparent SAI（場
所句倒置文）
第15回　Summary and Conclusions（まとめ）

[予習]【授業の内容
予定】に従い，文献
（Culicover, Peter W.
& Susanne Winkler.
2008. English Focus
Inversion. Journal of
Linguistics 44, 625-
658）の精読が予習と
して求められる。
[復習] 文献の内容
を深く理解し，レポー
トを作成するため
に，復習が求められ
る。

言語
学関
連

- -

精読する文
献は，授業
用資料とし
て配布す
る。

外池滋生 2019.『ミニ
マリスト日英語比較
統語論』開拓社
Chomsky, N. 1995.
The Minimalist
Program. The MIT
Press.
畠山雄二・本田謙介・
田中江扶 2015.『日
英比較構文研究』開
拓社
Rochemont, M. S.
1978. A Theory of
Stylistic Rules in
English. Doctoral
Dissertation,
University of
Massachusetts.
Rochemont, M. S.
1986. Focus in
Generative Grammar.
John Benjamins
Publishing Company.
※ 必要に応じて適宜
紹介する。

【授業として
の具体的到
達目標】がど
の程度達成
することがで
きているかと
いう観点で，
平常評価（質
疑応答（発
言）（20%）・発
表（30%））・レ
ポート（50%）
の結果を総合
して，評価す
る。

演習
演習形式
（文献講読
及び解説）

統語論（英語学；生
成文法理論；
Minimalist Program）
の理解を深める上
で，人文学部人間文
化課程欧米文化コー
ス開設の専門教育
科目『英語学B』『英
語学演習B』及び英
語学・言語学関連専
門教育科目を履修し
ていることが望まし
い。

火曜日 5・6 時
限 [12:40-
14:10]

hukimura(
at)hirosak
i-u.ac.jp
※(at)は
＠に置き
換えてく
ださい。

なし

14/40
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61 61

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

意味論
（Semanti
cs）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
５・６時限

木村　宣美 - レベル5

モダリテイ(modality) と命題
(proposition) を峻別する認知
意味論の基礎を身につけるこ
と

意味論的概念「既定性」に基づく言
語分析を通じて，認知意味論への
理解を深める。

 第1回　導入：文の構造と機能
 第2回　既定性と機能論的文構成
 第3回　叙実的前提と既定的前提
 第4回　ITとSOの相互補完性
 第5回　非叙実述語と既定性
 第6回　文主語の既定性
 第7回　「主節現象」と既定性
 第8回　補文格上げと既定性
 第9回　補文話題化と既定性
第10回　事例研究
第11回　補文削除と既定性
第12回　否定辞繰り上げと既定性
第13回　意味論的概念としての既定性
第14回　既定性と談話
第15回　既定性と統語論

[予習]【授業の内容
予定】に従い，文献
（中右実 1983.「文の
構造と機能」（安井
稔・中右実・西山佑
司・中村捷・山梨正
明 1983.『意味論』大
修館書店））の精読
が予習として求めら
れる。
[復習] 文献の内容
を深く理解し，レポー
トを作成するため
に，復習が求められ
る。

言語
学関
連

- -

中右実
1983.「文の
構造と機
能」（安井
稔・中右実・
西山佑司・
中村捷・山
梨正明
1983.『意味
論』大修館
書店）

阿部潤 2018.『生成
意味論入門』開拓社
太田朗 1980.『否定
の意味』大修館書店
大室剛志 2017.『概
念意味論の基礎』開
拓社
中右実 1994.『認知
意味論の原理』大修
館書店
中村捷 2003.『動的
意味論』開拓社

【授業として
の具体的到
達目標】がど
の程度達成
することがで
きているかと
いう観点で，
平常評価（質
疑応答（発
言）（20%）・発
表（30%））・レ
ポート（50%）
の結果を総合
して，評価す
る。

演習
演習形式
（文献講読
及び解説）

意味論（英語学；意
味論）の理解を深め
る上で，人文学部人
間文化課程欧米文
化コース開設の英語
学・言語学関連専門
教育科目を履修して
いることが望ましい。

火曜日5・6時限
[12:40-14:10]

hukimura(
at)hirosak
i-u.ac.jp
※(at)は
＠に置き
換えてく
ださい。

なし

62 62

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

日本語史
方法論
（Japanes
e
Language
History）

１，２
選択
科目

2

後
期
集
中

集中講義
川瀬　卓
（非常勤講
師）

- レベル5

日本語の歴史を捉えるため
の方法を身に付けること
ある論に対して，過不足ない
理解をしたうえで，問題点を
指摘する思考法を身に付け
ること

ことばの歴史を明らかにする方法に
ついて、多面的、総合的に概説した
大木一夫 (2013)『ガイドブック日本
語史』ひつじ書房を読み進めていき
ます。また、言語変化や文献の扱い
に関わるその他の論文も数本読み
ます。

第１回　第1章　ことばは変化する──歴史言語学序説
第２回　第2章　ことばはなぜ変化するのか
第３回　小柳智一 (2013)「言語変化の段階と要因」『学芸国語国文学』45
第４回　第3章　信頼できるテキストを求めて
第５回　第4章　文献にあらわれた言語の性格（1）──作品成立時の言語の姿にせまる
第６回　第5章　文献にあらわれた言語の性格（2）──言語の位相差と地域差
第７回　第6章　文献による言語の歴史
第８回　吉田永弘 (2012)「平家物語と日本語史」『愛知県立大学説林』60
第９回　第7章　文献以前の言語の姿をさぐる
第10回　第8章　言語の地域差と言語の歴史（1）──比較方言学とその方法
第11回　第9章　言語の地域差と言語の歴史（2）──言語地理学とその方法
第12回　第10章　方言による言語史と文献による言語史
第13回　第11章　言語の体系性と言語の歴史──内的再建
第14回　第12章　社会のなかの言語と言語変化
第15回　日高水穂 (2006)「第5章　文法化」『シリーズ方言学2　方言の文法』岩波書店
※授業の進度に応じて、内容を変更することがあります。

［予習］集中講義で
すので、あらかじめ
教科書と「(16)授業
の内容予定」に挙げ
てある文献を入手
し、授業開始時まで
に全て読んでおいて
ください。
［復習］講義期間中
は毎日授業内容の
要点を見直すように
してください。また、
必要に応じて参考文
献にあたり、理解を
深めてください。

言語
学関
連

文学
関連

-

大木一夫
(2013)『ガイ
ドブック日
本語史』ひ
つじ書房

随時紹介する。
授業の参加
度（30%）、レ
ポート（70％）

講義及
び演習

受講生と討
論しながら
進めていく。

日本語学、言語学に
関する基本的知識
があることが望まし
い。

なし

ksuguru_p
osaune42
(at)yahoo.
co.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし

63 63

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

社会言語
学
（Japanes
e Socio
Linguistic
s）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
７・８時限

佐藤　和之 - レベル5

ことば（日本語）を客観的に分
析し説明できる調査方法と説
明方法を習得すること。この
ことにより，国語教員や日本
語教員，公務員，出版社や新
聞社，放送事業会社などで活
躍する人材を育てること

　この講義では、人間や社会、文化
といったものの成立や変容過程をこ
とばに関連づけて気付き、その気付
きに至るさまざまな背景を根拠に基
づいて説明すべく、調査、研究する
方法を学ぶ。さまざまな背景とは学
生が所属する専門領域からの科学
的根拠であったり、さらに言語事象
を説明するのに必要な社会学、都
市学、人類学、心理学、統計学と
いった分野である。

方言との関係から、今年度はとくに共通語や標準語の成立事情を講義する。共通語は
「どこで話される」ことばで、「誰が話す」ことばか。いつ頃、 自然発生的に生まれた日本
語なのか。このことの答を求めて、江戸語や東京語と関連づけながら考える。
１．人間と言語
２．言語の発生と成立
３．国民、国家、国語、民族、宗教
４．日本語の諸相
５．国語研究と日本語研究
６．社会言語学的研究手法の設定（１）
７．社会言語学的研究手法の設定（２）
８．社会言語学的研究手法の設定（３）
９．言語の衰退と変容（１）
10.　言語の衰退と変容（２）
11.　異言語の需要（１）
12.　異言語の需要（２）
13.　ピジンとクレオールの成立（１）
14.　ピジンとクレオールの成立（２）
15.　方言、民族語、標準語、国語、公用語
16.　試験

講義中での意見を裏
付けるための資料を
用意する必要あり

言語
学関
連

思想
関連

文学
関連

講義中に適
宜資料を配
布

講義中に適宜紹介
講義中の発
表とレポート
による

講義

映像資料や
音声資料を
活用した対
話型の講義
形態

この授業は「ことば」
とその使い手である
「人間」、人間の集合
体である「社会」と
いった概念を強く意
識して講義するた
め、学生の所属する
専門領域に関連づ
けた言語学的意見を
求められることに注
意を要す

研究室に在室
のときは随時可
能

http://hu
man.cc.hir
osaki-
u.ac.jp/ko
kugo/

特記事項
なし

64 64

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

情緒社会
学
（Emotion
al
Sociology
）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
５・６時限

羽渕　一代 - レベル5

対人関係やその構造に関す
る専門的知識の習得，ならび
に，英語文献を十分に読解す
る能力を養成すること

　情緒＝感情をてがかりとして、社
会集団を理解する方法を修得しま
す。とくに、｢友情｣感情と社会規範
との連関を考察します。

学生の関心によって、具体的な内容は変わってきますが、基本的には人間関係と、その
構造が個人と集団のパフォーマンスにどのような効果を持つのかについて、海外の文献
を原著で購読します。教材は、書籍の場合もあれば、単一の論文である場合もあります。
第１回　情緒社会学とは
第２回～第１４回　下記の文献の中から選択し、講読。
第１５回　考察

　以下は講読対象の例ですが、履修学生の興味に応じて何を読むかは変わります。
　 Scott, J. (1991). Social network analysis: a handbook (2nd ed.). London: Sage
　　 Publications.
　 Burt, S. (1992). Structural holes: the social structure of competition. London:
　　 Harvard University Press.
   Putnam , R. (2000). Bowling alone: the collapse and revival of American community.
     Simon & Schuster, NY.

A.ギデンズ、
（1992=1995、訳書）
『親密性の変容―セ
クシュアリティ、愛
情、エロティシズム』
而立書房を読んでお
いてください。

社会
学関
連

- -
適宜、指示
します。

適宜、指示します。

学生の発表を
主として、教
官によるコメ
ントと討議を
行います。

演習

学生の発表
を主として、
教官による
コメントと討
議を行いま
す。

基本的な社会学の
知識を前提とした授
業となります。

月曜日12時～
12時半

ichiyo@hir
osaki-
u.ac.jp

なし

65 65

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

生態人類
学
（Ecologic
al
Anthropol
ogy）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
３・４時限

曽我　亨 - レベル5

生態人類学の調査スタイルを
理解すること
現代的なテーマへのアプロー
チ方法を理解すること
東アフリカの牧畜社会につい
て理解すること

生態人類学は、人々の生業に焦点
をあてて分析する学問です。文化に
焦点をあてる文化人類学や、社会
の成り立ちに焦点を合わせる社会
人類学とは異なる調査スタイルを
持っています。この授業では、生態
人類学者による東アフリカ牧畜社会
に関する論文集『遊牧の思想』を講
読し、私たちとは全く異なる生活を
送る牧畜民が、激動のアフリカをど
のように生きているかを知ることで、
生態人類学が現代的なテーマをど
のように扱うかを学びます。

１．イントロダクション
２．牧畜民の自己肯定的な生き方
３．牧畜民の「ねだり」に隠された意味
４．複雑な家畜の所有制度
５．難民となった牧畜民の経済活動
６．焼畑農耕民との比較
７．国家に頼らない牧畜民の生き方
８．牧畜社会と暴力
９．敵と友のはざまに生きる
１０．男らしさを相対化する
１１．伝統の便宜的な使い方
１２．観光業に従事する｢マサイの戦士」
１３．生業戦略の多様化
１４．大富豪となった牧畜民
１５．まとめ

テキストの該当する
場所を予習してきて
ください。分からない
語句などは、あらか
じめ調べてくること。

文化
人類
学関
連

学際・
新領
域

地理
学関
連

太田至･曽
我亨(編）
『遊牧の思
想』昭和堂

特になし
授業への参
加、質問と議
論による

演習

毎回、本を
一章ずつ読
み、内容を
深く理解す
るために、
教員と質
疑･討議しま
す。

人類学は総合学問
であり、哲学・地理
学・社会学･心理学･
開発学・政治学・経
済学・農学･畜産学・
社会医学など広い分
野に関心をもつ学生
の受講を歓迎しま
す。

月曜12時から
12時40分まで

sogap[at]
hirosaki-
u.ac.jp
[at]の部
分を@に
変換して
ください。

特になし
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ス・HPア
ドレス

(28)その
他

66 66

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

社会心理
学Ａ
（Social
Psycholo
gy A）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
１・２時限

日比野　愛
子

- レベル5

人間心理をめぐる社会的環
境に注目する社会文化心理
学（sociocultural psychology）
の専門的知識を習得すること
英語文献を十分に読解する
能力を養うこと

社会文化心理学（sociocultural
psychology）に関わる書籍の輪読を
行なう。海外の文献を原著で講読す
る。使用テキストの内、第一部
（Theoretical and Methodological
Issues）、第2部（Part II. Action,
Objects, Artefacts and Meaning）の
中から10章を講読していく予定であ
る。なお使用テキストのみならず、
関連書籍・論文（英文）の講読も随
時行なう。

第1回 ガイダンス
第2回　The human psyche lives in semiospheres
第3回　Psychology as the science of sensemaking: A semiotic-cultural framework for
psychology
第4回　Knowledge and experience: interobjectivity, subjectivity and social relations
第5回　Against 'mediationism': both cognitive and sociocultural
第6回 　Sociocultural psychology and interpersonal psychoanalysis: the semiotic space
in the consulting room
第7回・第8回　小括
第9回　Spirited psyche makes up artefacts. Semiotic dynamics of experience in the
shaping of objects, agency and intentional worlds
第10回　Making social objects: the theory of social representation
第11回　Beyond the distinction between tool and sign: objects and artifacts in human
activity
第12回　The sociocultural study of creative action
第13回　Symbolic resources and imagination in the dynamics of life
第14回　小括
第15回　全体のまとめ

各回で取り上げる章
についての精読が予
習として必要です。
また、担当者は発表
準備も必要となりま
す。

心理
学関
連

思想
関連

-

Alberto
Rosa and
Jaan
Valsiner,
The
Cambridge
Handbook
of
Sociocultur
al
Psychology,
Cambridge
University
Press; 2
edition
(2018)

適宜紹介します。
授業中の発
表、議論内容
を評価する。

講義

学生の発表
を主として、
教員による
コメントと討
議を行なう。

特になし

火曜　14時20分
－15時50分　／
水曜　12時－12
時30分

－ なし

67 67

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

社会心理
学Ｂ
（Social
Psycholo
gy B）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
３・４時限

古村　健太
郎

- レベル5

心理学の理論を用いた授業
実践や予防的介入について
理解し，実際に授業を行うこ
とができる能力を身につける
こと

心理学の理論を用いた授業実践や
予防的介入が，これまで数多くなさ
れてきた。本授業では，その中から
学校における自殺予防教育である
GRIP（川野・勝又, 2018）とメタ認知
の育成（深谷, 2016）を取り上げ，こ
れらに関わる書籍を講読することで
先行研究の成果や授業実践の方法
を学ぶ。その後，実際に授業を行
う。

第1回：オリエンテーション
第2回　自殺予防教育GRIP（1）：GRIPの概要
第3回　自殺予防教育GRIP（2）：マインド・プロファイリングとマインド・ポケット
第4回　自殺予防教育GRIP（3）：KINO（キノ）―他者との間で感情のやりとりを経験する
第5回　自殺予防教育GRIP（4）：シナリオコンテスト①―相談の基本を学び、身近で相談
できる大人を探す
第6回　自殺予防教育GRIP（5）：シナリオコンテスト②――自殺リスクを抱えた友だちの相
談にのる
第7回　メタ認知の育成（1）：メタ認知について
第8回　メタ認知の育成（2）：オンライン・メタ認知の育成
第9回　メタ認知の育成（3）：オフライン・メタ認知の育成
第10回　メタ認知の育成（4）：メタ認知の育成に関する授業実践のまとめ
第11回　授業実線の準備（1）
第12回　授業実線の準備（2）
第13回　授業実線
第14回　授業実践の振り返り
第15回　心理学を用いた授業実践についての議論

自発的に授業内容
に関する心理学の先
行研究や書籍を読
み，知識を蓄えてく
ださい。また，統計解
析や英語文献などに
ついても扱うので，
統計学や英語などの
勉強も自主的に行っ
てください。

心理
学関
連

- -

川野健治・
勝又陽太郎
(2018). 学
校における
自殺予防教
育プログラ
ム 　ＧＲＩＰ
─グリップ
──５時間
の授業で支
えあえるク
ラスをめざ
す　新曜社
深谷達史
(2016). メタ
認知の促進
と育成: 概
念的理解の
メカニズム
と支援　北
大路書房

授業で紹介する

授業での発
表，議論，予
習復習の度
合い，授業実
践の内容を総
合的に評価す
る。

演習

受講生が発
表を行い，
その発表に
基づき議論
を行う。ま
た，授業実
践では，実
際に大学生
や大学院生
を対象に授
業を行う。

統計学や心理学に
ついて学部卒業レベ
ルの知識があるとい
う前提で授業を行い
ます。そのため，こ
れらの知識に不安の
ある受講生は，その
部分について自習す
ることで，知識を身
につける必要があり
ます。

火曜日5・6時限 － なし

68 68

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

応用言語
学
（Applied
Linguistic
s）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
３・４時限

バトラー，
アラステア

- レベル5

This course of applied
linguistics will focus on the
area of Corpus Linguistics.
Corpus Linguistics is the
study of linguistic
phenomena through
collections of machine-
readable texts: corpora.
These are used to
investigate a large number of
issues, for example: historical
developments of a language,
grammatical structures, how
word frequencies reflect
differences between
cultures, gaining criteria for
evaluating language learners'
lexical proficiency, etc. This
course aims to provide an
introduction to methods for
using existing corpora, e.g.,
search and processing
techniques, as well as skills
for providing corpus data
with additional linguistic
information, called
‘annotation’.

In the first half of the course,
emphasis will be on exploring
existing corpora. In the second half
of the course, students will be
tasked with developing their own
(small-scale) corpus resource.

  Week 1: Accessing existing corpora: the Brown Corpus, the BNC, CHILDES, the
NPCMJ.
  Week 2: Exploring corpora with part-of-speech tagging.
  Week 3: Exploring corpora with morphological analysis.
  Week 4: Exploring corpora with syntactic annotation (part 1).
  Week 5: Exploring corpora with syntactic annotation (part 2).
  Week 6: Exploring corpora with syntactic annotation (part 3).
  Week 7: Approaching corpus building (part 1).
  Week 8: Approaching corpus building (part 2).
  Week 9: Time for corpus construction.
  Week 10: Time for corpus construction.
  Week 11: Time for corpus construction.
  Week 12: Time for corpus construction.
  Week 13: Time for corpus construction.
  Week 14: Time for corpus construction.
  Week 15: Time for corpus construction.

Students should be
ready to participate
in the class
activities using
English.
英語を使って授業に
参加できるように準
備してきてください。

言語
学関
連

文化
人類
学関
連

学際・
新領
域

There is no
set
textbook.
Reading
material will
be
documentat
ion for the
corpora
explored.

References will be
provided during the
course.

In course
participation
20%, midterm
test 30%, and
corpus
constructed
50%.

演習

Since this
is an
applied
linguistics
course,
lessons will
be of a
practical
nature. This
will involve
practising
the
techniques
and skills
introduced.

毎回の受講前に十
分に予習し、何を理
解し、理解できな
かったかを明確にし
ておくことが重要で、
疑問点等は授業の
中で明らかにするよ
うに努めましょう。

4:00 PM-5:30
PM on Monday
Students need
to make an
appointment in
advance.

ajb129(at)
hirosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし
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整理
番号

(2)
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番号
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目名〔英
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(5)対
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年

(6)必
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選択

(7)
単
位

(8)
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期

(9)曜日・
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(10)担当教
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(11)地域
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(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
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1(主
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分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

69 69

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

現代ヨー
ロッパ研
究
（Modern
Europe）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
５・６時限

奈蔵　正之 - レベル5

ヨーロッパ地域からフランスを
取り上げ，20世紀～21世紀に
おけるフランスの現代史・外
交史・政治史について確実な
理解を得るとともに，各時代
における世界情勢やEUの状
況などについても考察を行う
こと

　第二次世界大戦から2019年まで
に至る，フランスの現代史・外交史・
政治史を柱に据え，それとの関連
で，その当時のヨーロッパ情勢や
ヨーロッパ統合の流れ，EUの誕生と
変遷などを把握していきます。
　Brexit（英EU離脱問題）の行方に
よっては，そちらにある程度時間を
割くことになるかもしれません。

第１回：第二次世界大戦とフランス
第２回：戦後のフランスと第四共和政，その時期のヨーロッパ
第３回：アルジェリア危機とフランス
第４回：フランス第五共和制の誕生
第５回：ド・ゴール時代のフランスとヨーロッパ
第６回：EC誕生とフランス
第７回：ポンピドゥー，ジスカール・デスタン時代のフランスとヨーロッパ
第８回：ミッテラン時代のフランスとヨーロッパ
第９回：EU誕生とフランス
第10回：シラク時代のフランスとEU
第11回：イラク戦争とフランス
第12回：サルコジ政権のフランスとEU
第13回：オランド政権のフランスとEU
第14回：マクロン政権の誕生と，フランスおよびEUの現在
第15回：Brexit とフランス

　授業で指示しま
す。

政治
学関
連

歴史
学関
連

-

現時点では
特に決まっ
ていませ
ん。受講生
と相談して
適宜テキス
トを選ぶこ
ともありま
す。

授業中に適宜支持さ
れます。

平常の授業
活動，およ
び，数回の小
レポートを合
算して評価さ
れます。

講義

　受講生が
多くないの
で，ゼミ形
式に近くな
ります。毎
回簡単な課
題を提示
し，それに
ついて調べ
てきたことを
次の授業で
受講生が発
表し，それ
を足がかり
にディスカッ
ションを行
い，必要と
なる知識や
情報を教員
が補いま
す。

１）受講生の持つ予
備知識に応じて，授
業内容の難易度，専
門性が変化します。
かなり専門性の高い
事柄について研究す
るような授業になる
こともあれば，基礎
的な知識の習得をめ
ざす平易な授業にな
るかもしれません。
２）受講生全員がフ
ランス語既修者の場
合，フランス語の文
献や新聞記事の抜
粋が使用されること
があります。

月曜７・８時限
それ以外の時
間でも随時受け
付けますので，
まずメールに
よってアポイン
トメントを取って
下さい。

nagura@hi
rosaki-
u.ac.jp

特になし

70 70

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

ドイツ論
（German
Studies）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
９・１０時
限

齋藤　義彦 - レベル5

近代ドイツの歴史的展開を記
録した史資料を検討し，歴史
的条件から現代ドイツを理
解・考察することにより，日独
比較の専門的な視点と実践
的な能力を獲得すること

欧州及び国際社会の中でのドイツ
の役割に留意して、資料に現れる
近代ドイツの内政と外交についての
理解を深める。また日本の近代化
に果たしたドイツの役割について分
析する。

（１）近代ドイツ史とドイツ連邦共和国
（２）３０年戦争と連邦制
（３）英仏戦争とドイツ
（４）フランス革命とドイツ
（５）王政復古とドイツ
（６）３月革命とドイツ
（７）普墺戦争とドイツ
（８）ドイツ帝国
（９）オーストリア＝ハンガリー帝国
（１０）第１次世界大戦とドイツ
（１１）第２次世界大戦とドイツ
（１２）二つのドイツ国家とオーストリア
（１３）アデナウアーとドイツ
（１４）ブラントとドイツ
（１５）ドイツと日本
授業の進行状況等により、シラバスと実際の内容が異なる場合には、その都度説明しま
す。

[予習]各回のテーマ
についてあらかじめ
予備的な理解をする
こと
[復習]各回のテーマ
の理解を深めるため
に追加的な資料に当
たること

歴史
学関
連

政治
学関
連

思想
関連

開講時に決
定します

必要なときに紹介し
ます

授業での成果
（３０％）と中
間・期末リ
ポート（７
０％）を総合
的に評価しま
す

演習 演習形式 特になし
月曜７・８時限
または昼休み
時間

yosihiko(a
t)hirosaki
-u.ac.jp
(at)は@に
置き換え
てください

なし

71 71

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

文化人類
学Ａ
（Culturral
Anthropol
ogy A）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

杉山　祐子 - レベル5

文化人類学の基本的な考え
方や方法についての理解を
深めること
現代における文化人類学の
課題と可能性を知ること
上記をふまえ，自身の研究を
展開するための視構想を豊
かにすること

今年度は、生業を切り口とした諸研
究や事例の検討を通して、地域の
文化や社会およびその変化を把握
する方法や視座を学びます。まず、
人類学における基本的な考え方と
調査研究の方法を確認し、その学
説史的背景をふまえて、現代にお
ける諸課題を整理します。
さらに、具体的な調査に基づく民族
誌の講読をとおして、生業の多様性
や地域の文化社会の具体的な姿を
理解します。
また、近代化や現金経済の浸透に
よる生業の変化と社会的再編の様
相についての事例研究を通して、今
後の課題と展望について検討しま
す。

１回　イントロダクション
２回　人類学の考え方と方法
３回　学説史的背景
４回　環境の多様性と生業をどうみるか：人類史的視点から
５回～７回　さまざまな生業と社会のありかた
８回　中間まとめとディスカッション
９回～11回　生存戦略と共存の手法
12回～14回　近代化による変化と社会的再編
15回　総合まとめ
＊内容や順番は受講者の基礎知識や理解度をみて変更することがあります

予習として指定され
た文献を読み込み、
レジュメを作成してく
ださい。復習はノート
やレジュメ、ディス
カッションの内容を見
直して理解を深めて
ください。

文化
人類
学関
連

社会
学関
連

民俗
学関
連

１回目の授
業時にリス
トを配布し
ます。英語
文献も含ま
れます。

春日直樹編『資源人
類学05　貨幣と資源』
弘文堂、ジェームズ・
スコット『モーラルエコ
ノミー』小馬徹編『カ
ネと人生』雄山閣ほ
か、進行にあわせて
随時紹介します。

授業における
発表とディス
カッションへ
の参加、ディ
スカッションの
内容を総合的
に評価しま
す。各期末に
レポートを課
すこともありま
す。

講義及
び演習

１～３回は
講義形式、
４回以降は
講読・演習
形式で行い
ます。

予習が必要です。
事前連絡をうけ
て調整

yukos[at]
hirosaki-
u.ac.jp

とくになし

72 72

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
総合文化
社会研究
コース

文化人類
学Ｂ
（Culturral
Anthropol
ogy B）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
５・６時限

諏訪　淳一
郎（国際連
携本部）

- レベル5

人間の条件の多様性につい
て，異文化におけるフィールド
ワークから得た知見をもとに
して理解すること

おもに音楽・芸能・儀礼が生活にも
たらす文化作用について、文献や
発表を通じて詳細に議論していきま
す。

概説（1回）
『パフォーマンスの音楽人類学』購読とそれに基づいた発表（9回程度）
その他の文献に基づいた発表（5回程度）

理解が難しい概念は
個別に関連文献をさ
がして学習しておい
てください。

文化
人類
学関
連

芸術
関連

思想
関連

諏訪淳一郎
『パフォーマ
ンスの音楽
人類学』勁
草書房2012
年

授業で紹介します。
発表を含むゼ
ミ参加。

演習

毎回担当の
院生が所与
の課題につ
いて発表を
行い、それ
をたたき台
に議論しま
す。

教科書は必ず入手し
ておいてください。

水曜日9・10時
限目（要予約）

suwa@hir
osaki-
u.ac.jp

なし

74 74

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

北東北歴
史論
（History
of North
Tohoku）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
３・４時限

武井　紀子
地域志向
科目

レベル5

史料の輪読を通じて，北東北
（津軽地方）の歴史について
理解を深めること。菅江真澄
の目を通してみた北東北につ
いて考えつつ，地域の歴史・
文化を継承する視点を身に
つけること

菅江真澄の随筆を年代順に追いな
がら、寛政年間の津軽地方の様相
について、関連文献も含めながら読
解していきます。また、同時代の弘
前藩の様子や江戸後期の社会の様
子にも言及していきます。

　津軽地方に逗留した菅江真澄の随筆の記載をてがかりに、津軽地方の歴史文化につ
いて考察します。今年度は寛政九年五月から順に時系列に沿って読み進めます。

 １．　　　ガイダンス ― 授業の進め方 ―
２～３　　　　寛政九年五月～七月（『邇辞貴栖波末』第三部）
４　　　　　　寛政十年正月（『追柯呂能通度』第一部）
５～９　　　　寛政十年三月～七月（『外浜奇勝』）
１０～１４　　寛政十年七月下旬～（『邇辞貴栖波末』第四部・第一部・第二部・第五部、
『雪の道奥雪の出羽路』）
１５．  　 　まとめ

【予習】参加者は講
義で読み進めていく
分のテキストを事前
に読んで授業にのぞ
んでください。その
際、分からない用語
がある場合には、辞
書を引いておくこと。
【復習】講義で読み
進めた内容を再読し
ておくこと。

歴史
学関
連

民俗
学関
連

地理
学関
連

菅江真澄全
集第三巻。
第１回授業
の時にまと
めて配付し
ます。

内田武志・宮本常一
編訳『菅江真澄遊覧
記』三（平凡社、1967
年）
菊池勇夫『菅江真澄』
（吉川弘文館、2007
年）
そのほか、授業中に
適宜紹介していきま
す。

出席と報告に
よる平常評価
(40％）、学期
末レポート
（60％）により
評価する。報
告は、史料読
解や内容、討
論への積極
的参加を総合
的に判断しま
す。

演習

担当者を決
めての史料
輪読と講義
形式、関連
論文の講読
や史料の紹
介などを組
み合わせて
行います。

特になし。予備知識
は特に必要としませ
んが、読解の上で、
辞書や地図などで内
容を調べていく必要
があります。

火曜10:00-
12:00。そのほ
か研究室(人文
333）在室時に
はいつ来てもか
まいません。

n-
takei(at)hi
rosaki-
u.ac.jp
※(at)を@
に置き換
えて下さ
い。

菅江真澄
が津軽に
滞在した
時期の紀
行文をも
とに、近
世津軽の
様相を考
えていき
ます。

17/40



弘前大学人文社会科学研究科　令和元年（2019年）度シラバス

(1)
整理
番号

(2)
区分
番号

(3)科目種
別

(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

75 75

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

東北民俗
学
（Folklore
of
Tohoku）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
５・６時限

山田　嚴子
地域志向
科目

レベル5

文化資源と文化政策につい
て民俗学の蓄積から多角的
に検討する力を身に付けるこ
と

ふるさとを資源化する動きについて
論文を輪読し、批判的に検討する。

第１回：文化という名の下に ：日本の地域社会に課せられた二つの課題
第２回：「ふるさと文化再生事業」政策立案過程とその後
第３回：グリーン・ツーリズム政策は地域を守れるか
第４回：コスメティック・アグリカルチュラリズム
第５回：世界遺産という「冠」の代価と住民の葛藤
第６回：「文化」を指定するもの、実践するもの : 生活の場における「無形民俗文化財」
第７回：観光地化と地域の論理
第８回：被差別部落における文化資源の活用と「民俗」
第９回：複数の民俗論、そして複数の日本論へ
第１０回：民俗から「文化」への転移
第１１回 中央と地方の入り組んだ関係 : 地方人から見た柳田民俗学
第１２回：合同討議
第１３回：各地のフィールドから１（日本東北地方）
第１４回：各地のフィールドから２（中国福建省）
第１５回：まとめ

発表の準備と発表内
容の予習が必要
発表後は修正意見
をふまえた補足発表
の用意が必要

民俗
学関
連

博物
館学
関連

文化
人類
学関
連

テキスト
『ふるさと資
源化と民俗
学』（岩本通
弥 吉川弘
文館）

授業中指示します。
発表内容と議
論で評価しま
す。

講義及
び演習

概要の授業
をした後、
分担を決め
て発表をす
る。

文化財、世界遺産の
知識が必要です。

月曜日12時～
13時

itsukoあと
hirosaki-
u.ac.jp

特になし

76 76

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

東北考古
学
（Archeol
ogy of
Tohoku）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
５・６時限

上條　信彦
地域志向
科目

レベル5

東北における考古学の話題
を中心に，歴史のどのような
課題と関連するのか，どのよ
うな解明法があるのか，資料
に対する批判力と思考力を養
うこと

青森県内の縄文～弥生時代の考古
資料を通じて、どのように生業や社
会の復元を行っていくかといった方
法論を実践的に学習します。

研究室が行っている東北に関連する考古学研究のなかから、受講者が修士論文に関わ
るテーマを選択し、論文・報告書などを調査したうえで、報告書に必要な文章を完成させ
ます。授業では、その内容について発表し、課題や意見を述べてもらいます。
今年のテーマは、津軽平野の弥生遺跡、宮城県山王囲遺跡に関連する調査が中心にな
ります。

第１回　ガイダンスとテーマの選定
第２・３回　各テーマに関する研究史と課題抽出、
第４～10回　実物を使った分析　各分析法の実践と結果についての発表、分析に関する
意見、討論
第11～13回　分析結果に関する検証　ほかの分析例と比較と、各機関発行報告書の読
解
第14・15回　モノから資料化そして、論文化へ　第２回から続けてきた内容をまとめて、報
告書の執筆を行う。

1回目に研究テーマ
を設定しますが、前
期に日本考古学を受
講していることが望
ましい。

考古
学関
連

歴史
学関
連

博物
館学
関連

授業での発
表内容に関
連する文献
を指示しま
す。

なし

発表内容（2
割）、意見な
ど授業に対す
る取り組み（3
割）、最終レ
ポート（5割）
で評価しま
す。

演習
発表、実際
の分析、レ
ポート執筆

実際の分析は実物
を扱うため、文化財
を取り扱った経験者
を優先します。また
資料の状態や分析
状況では授業外で
の作業が必要となる
こともあります。

215号室（上條）
月～金随時、
10：00～13：
00、17：00～が
つかまりやすい
です。

HP：
http://hu
man.cc.hir
osaki-
u.ac.jp/ka
mijo/　発
掘の様子
が分かり
ます。
HPアドレ
ス：
kamijo(あ
っと）
hirosaki-
u.ac.jp
（あっと）
を@に変
換してくだ
さい。

なし

77 77

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

文化財保
存・活用
論
（Cultural
Property
Storage
and
Utilization
Theory）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
１・２時限

関根　達人 - レベル5

文化財の指定・選定・登録に
関する審議から保存管理計
画や史跡整備事業計画の策
定までの流れを理解すること
で，文化財の保存と活用に関
する考え方や施策を学ぶこと

青森県内の史跡を中心に、具体的
な事例に基づき、文化財の指定・選
定・登録に関する審議から保存管
理計画や史跡整備事業計画の策定
までの流れを講義します。

1回目　ガイダンス
2・3回目　弘前市における文化財の指定・選定・登録
4・5回目　保存管理計画の策定（史跡上之国館跡の場合）
6・7回目　保存管理計画の策定（史跡亀ヶ岡遺跡の場合）
8・9回目　保存管理計画の策定（史跡大森勝山遺跡の場合）
10・11回目　史跡整備計画の策定（史跡津軽氏城跡堀越城跡の場合）
12・13回目　史跡整備計画の策定（史跡大森勝山遺跡の場合）
14・15回目　史跡津軽氏城跡弘前城跡本丸石垣の改修と整備計

授業で取り上げる史
跡について事前に予
習しておく必要があ
ります。

考古
学関
連

歴史
学関
連

-
授業の中で
指示しま
す。

授業の中で指示しま
す。

意見・質問・
感想など授業
に対する姿勢
（３割）とレ
ポート（７割）
で評価しま
す。

講義に
一部演
習を含
む

講義形式の
授業です。
毎回必ず意
見・質問・感
想などを求
めます。

レポートを書くために
は、授業で取り上げ
る史跡の現地見学を
する必要がありま
す。

水曜日１・２時
限目

sekine@hi
rosaki-
u.ac.jp

なし

78 78

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

地域文化
財保存論
（Regional
Conserva
tion of
Cultural
Propertie
s）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
３・４時限

片岡　太郎
地域志向
科目

レベル5

考古資料の材質と劣化状態
を判断する能力を習得し，こ
れらに応じた保存方針の策
定，保存科学的な基礎理論と
技術を習得すること

地域文化財の保存方法論に関する
講義を行ないます。また、毎回、受
講者に文化財の保存実践例を取り
上げて、保存の方針と倫理、理論と
技術について発表していただきま
す。授業では、毎回、意見や感想を
求めます。

第1回　ガイダンス
　受講者の専門と関心に応じて、授業で扱う重点的なテーマを決めながら、
　毎回、受講者の発表と以下の内容にて演習を行ないます。

第2回　文化財科学の歴史
第3回　文化財保存の倫理

有機材料で構成されている考古資料編
第4回　発掘現場における対処方法
第5回　劣化診断方法論
第6回　保存処理方法
第7回　保管・展示環境

無機材料で構成されている考古資料編
第8回　発掘現場における対処方法
第9回　劣化診断方法論
第10回　保存処理方法
第11回　保管・展示環境

屋外文化財編
第12回　石造文化財の保存管理
第13回　その他屋外文化財の保存管理
第14回　遺跡保存の方法論

総合討議
第15回　地域文化財保存に関する総合討論

授業で指示します
学際・
新領
域

博物
館学
関連

考古
学関
連

指定しない

沢田正昭『文化財保
存科学ノート』近未来
社1997、沢田正昭
『遺物の保存と調査』
クバプロ2003、石崎
武志編著（2012）博
物館資料保存論 講
談社

授業に対する
姿勢（50%）、
期末レポート
（50%）

演習を
主体と
する講
義

受講者の専
門と関心に
応じて、授
業で扱う重
点的なテー
マを決めな
がら、演習
を行ないま
す。

受講にあたっては特
段の予備知識は必
要としません。

水曜日（14:30-
16:00）

taro@hiro
saki-
u.ac.jp

なし

79 79

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

北日本環
境史
（Environ
mental
History of
Northen
Japan）

１，２
選択
科目

2

後
期
集
中

集中講義
植月　学
（非常勤講
師）

地域志向
科目

レベル5

北日本に人類が定着して以
降を対象に，人と自然の相互
作用の歴史を学ぶこと
自然科学，考古，歴史，民俗
など様々な分野の成果を統
合していかに古環境を復元す
るかを学ぶこと
北日本固有の環境を人々が
どのように利用してきたか，
そしてその変動にどのように
向かい合ってきたかを理解
し，環境との共存を考えること

授業内容に記載の各テーマに沿っ
た実践例や論文をもとに受講者が
発表をおこない、講師が解説を加え
る。発表後には討論を通じて、課題
や解決方法を考えていく。

第１回　イントロダクション

第２~７回　方法論
自然科学　年代学、同位体化学
環境考古学　動物考古学、植物考古学
文献史学　古気候学、災害史

第８～１４回　各論
後氷期の環境変動と定住化
海水準変動と漁業史
農耕文化の北上
畜産文化の広がり
人為的景観の変遷　草原、里山、里海

第１５回　まとめ
以上のテーマは参考例であり、受講生の関心に応じて変更することもあり得る。

毎回の課題論文を
事前に読み込んで、
自分なりの意見、疑
問などを整理してお
くこと。

考古
学関
連

- -
授業時に指
示する。

平川南編　2012　『環
境の日本史１　日本
史と環境―人と自
然』　吉川弘文館（他
同シリーズ）
湯本 貴和ほか (編)
2011　『環境史とは何
か』 (シリーズ日本列
島の三万五千年―人
と自然の環境史)　文
一総合出版　（他同
シリーズ）

発表および討
論への参加
姿勢（５
０％）、レポー
ト（５０％）によ
り総合的に評
価する。

講義

主に演習形
式。分担を
決めて準備
し、担当者
が発表をす
る。質疑・討
論も行う。

自分なりの専門、関
心を核として持ちつ
つ、異分野との協業
に関心を持つことが
求められる。

なし なし 特になし
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81 81

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

日本古典
文化論
（Japanes
e
Classical
Culture
Theory）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
７・８時限

渡辺　麻里
子

- レベル5

変体仮名（平仮名のくずし字）
を読めるようにすること
『善光寺縁起』を通じて，日本
の仏教文化の知識を身につ
けること
津軽の善光寺信仰を学ぶこ
と
古典文学世界の人々の生き
方を知ること
自分なりの問題意識で，課題
を掘り下げて調べ，発表出来
るようになること
問題を立て，調査し，考察し，
まとめるという過程を通じて，
古典文学研究の方法を身に
つけること
質疑を通じて，他の受講者と
ともに，議論を深めていく方
法を身につけること

・『善光寺縁起』を題材にして、古典
文学の世界を考える。
・『善光寺縁起』は、日本の仏教伝
来や仏教史、阿弥陀信仰と霊験譚
でつづられているが、そうした基礎
知識を身につける。
・古典文学及び仏教や寺院社会に
ついての基礎知識を身につけ、
人々の信仰を学ぶ。
・また原文（写真版）を翻刻すること
により、くずし字解読も修得する。

第１回　ガイダンス
第２回　『善光寺縁起』解説１―善光寺について―
第３回　『天狗の内裏』解説２―内容構成について―
第４回　『天狗の内裏』解説３―伝本について―
第５回　『天狗の内裏』解説４―阿弥陀信仰について―
第６回　くずし字について
第７回　演習１―上巻・冒頭―
　　　　　・担当者が発表を行う。
　　　　　・受講者の間で質疑、ディスカッションを行う。解説を行う。
第８回　演習２―上巻・龍宮―
第９回　演習３―上巻・仏像のはじめ―
第10回　演習４―上巻・中国への文法伝来―
第11回　演習５―上巻・日本への伝来―
第12回　演習６―上巻・欽明天皇と仏法―
第13回　演習７―日本での仏教排斥―
第14回　演習８―上巻・聖徳太子と仏法―
第15回　『善光寺縁起』まとめ
第16回　試験・レポート

次回の範囲について
プリントにもとづき予
習すること。復習は、
配布された資料を読
み直し、理解を深め
ること。また演習担
当の際は、発表資料
を作成し、準備する
こと。

文学
関連

思想
関連

芸術
関連

・『増補改訂
仮名変体
集』（伊地知
鉄男編、新
典社）

『善光寺縁
起』につい
ては授業時
に説明す
る。

・小林計一郎『善光寺
史研究』（信濃毎日新
聞社、2000年）
・倉田邦雄・倉田治夫
『善光寺縁起集成』第
一巻（龍鳳書房、
2001年）
・倉田邦雄・倉田治夫
『善光寺縁起絵巻』
（龍鳳書房、2003年）

・授業時の発
表（30％）と、
学期末のレ
ポート（20％）
および試験
（50％）を総合
的に評価す
る。
試験は変体
仮名を読む。

演習

・主に、担当
分担を決め
て演習発表
を行う。
・分担を決
めて準備
し、担当者
が発表をす
る。
・質疑・討論
も行う。

予備知識は特に必
要ありません。くずし
字はこれまで学んだ
ことがなくても大丈夫
です。
内容及び開講時間
は、受講者の希望等
により、変更すること
もあります。

木曜日5/6限。
その他、在室時
は随時。事前に
メールをいただ
けると確実で
す。

mwata◎
hirosaki-
u.ac.jp

◎を@に
変えて下
さい。

特にな
し。

82 82

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

地域言語
論
（Region
Linguistic
s）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
５・６時限

佐藤　和之 - レベル5

言語，この講義ではとくに地
域社会の言語を取り上げ，言
語の特徴を客観的に分析し
説明する調査方法と説明方
法を習得する。このことによ
り，言語調査の専門家を育成
する。言語研究者，国語教
員，日本語教員，公務員，出
版社や新聞社，放送事業会
社などで言語を専門に扱える
人材を育てること

人間や社会、文化といったものの成
立や変容過程をことばに関連づけ
て気付き、その気付きに至るさまざ
まな背景を根拠に基づいて説明す
る調査、研究の方法を学ぶ。さまざ
まな背景とは言語研究に軸足をお
き、研究課題となる言語事象を説明
するのに必要な関連分野である社
会学、都市学、人類学、心理学、統
計学といった分野の知見を活用した
科学的根拠に基づく解釈のしかた
までを講義する。言語研究者や言
語教育者のための講義。

言語を扱う専門家養成を意識した授業。今年度は地域社会の言語概況を学びながら、同
時にその調査の方法と解釈の術を学ぶ。

１．国語と日本語
２．方言と標準語
３．東京語・共通語・標準語
４．方言の機能
５．共通語の機能
６．方言の歴史
７．方言の分類
８．方言のしくみ（音韻）
９．方言のしくみ（文法）
10.　方言のしくみ（語彙）
11.　方言のしくみ（意味）
12.　方言のしくみ（待遇表現)
13.　方言のしくみ（アクセント）
14.　方言の成立理由
15.　国語の歴史と方言
16.　試験

言語研究に関係する
調査の方法論を説
明した文献や論文を
読むことが求められ
る

言語
学関
連

社会
学関
連

民俗
学関
連

講義中に適
宜資料を配
布

講義中に適宜紹介
調査結果に
基づくレポー
トによる

講義 講義形式

この授業は「ことば」
とその使い手である
「人間」、人間の集合
体である「社会」と
いった概念を強く意
識して講義する。そ
のため、言語的課題
を解決するための言
語研究の方法を学
ぶ講義であることに
注意して欲しい

研究室に在室
のときは随時可
能

http://hu
man.cc.hir
osaki-
u.ac.jp/ko
kugo/

特記事項
なし

83 83

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

文化社会
学
（Cultural
Sociology
）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
５・６時限

羽渕　一代 - レベル5

文化現象を扱う社会学につ
いての知識を深めること。文
化現象を分析する意義を見
出す思考法を身につけたうえ
で，社会学的パースペクティ
ブの援用技法を学ぶこと

学生の関心によって、具体的な内
容は変わってきますが、基本的には
文化現象と社会構造がどのような
関わりを持つのかについて、考えて
いきます。教材は、書籍の場合もあ
れば、単一の論文である場合もあり
ます

文化社会学の視座を得ます。
第1回　文化社会学とは
第2回　ファンカルチャーについて
第3回　作品文化
第4回　世代文化
第5回　文化の変遷
第6回　メディア文化
第7回　テレビと文化
第8回　おたく文化
第9回　音楽文化
第10回　生活文化ー親子関係
第11回　生活文化ー地方文化
第12回　ファッション
第13回　労働文化
第14回　文化とナショナリズム
第15回　文化社会学総論

書籍を入手しておい
てください

社会
学関
連

- -

南田勝也・
辻泉編『文
化社会学の
視座』ミネ
ルヴァ書房

適宜、指示します。

レジュメ作成
の完成度とテ
クストの理解
の程度で判断
します。

演習
レポーター
形式の発表
と討論

特になし
月曜日12時～
12時半

ichiyo@hir
osaki-
u.ac.jp

なし

84 84

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

ネットワー
ク社会心
理学
（Network
Social
Psycholo
gy）

１，２
選択
科目

2
後
期

金曜日
１・２時限

日比野　愛
子

- レベル5

対人関係やその構造に関す
る専門的知識を習得すること
英語文献を十分に読解する
能力を養うこと

対人関係やその構造の理解に向け
た実証的研究の方法論に関わる書
籍の輪読を行なう。海外の文献を原
著で講読する。使用テキストのみな
らず、関連書籍・論文（英文）の講読
も随時行なう。

第1回　ガイダンス
第2回　The Developmental Impact of Communicative Interaction
第3回　Dialogue, Critical Consciousness, and Praxis
第4回　Nonverbal Communication in Everyday Multicultural Life
第5回　Social Influence: Modes and Modalities
第6回　Pragmatic Theory and Social Relations
第7回　Communicative Action and the Dialogical Imagination
第8回　Representations, Identity, and Resistance in Communication
第9回　Rumours and Gossip as Genres of Communication
第10回　小括
第11回　Empty and Full Speech
第12回　Communication as Rhetoric and Argumentation
第13回　Religion as Communication
第14回　The Social Psychology of Political Communication
第15回　まとめ

各回で取り上げる章
についての精読が予
習として必要です。
また、担当者は発表
準備も必要となりま
す。

心理
学関
連

言語
学関
連

-

Hook, D.,
Franks, B.,
and Bauer,
M., The
social
psychology
of
communicat
ion.
Springer.
(2016)

授業中に指示しま
す。

授業中の発
表、議論内容
を評価する。

講義

学生の発表
を主として、
教員による
コメントと討
議を行なう。

特になし

火曜　14時20分
－15時50分　／
水曜　12時－12
時30分

－ なし

85 85

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

フィールド
ワーク社
会心理学
（Fieldwor
k in
Psycholo
gy）

１，２
選択
科目

2
後
期

金曜日
３・４時限

古村　健太
郎

- レベル5

ワーキングメモリや実行機能
に関する知識や教育実践に
ついて知識を獲得し，実際に
教育実践を行ってみること

ワーキングメモリや実行機能は，
我々の目標設定，目標達成行動と
そのプランニングなど，我々の生活
において大きな役割を果たしている
と考えられている。本授業では，
ワーキングメモリや実行機能に関す
る書籍（湯澤他, 2014）を講読した
後，それらを踏まえた教育実践を学
び，実際に授業を行う。

第1回　オリエンテーション
第2回　第1章　ワーキングメモリ理論とその教育的応用
第3回　第2章　実行機能の概念と最近の研究動向
第4回　第3章　ワーキングメモリの脳内メカニズム
第5回　第4章　ワーキングメモリのアセスメント
第6回　第5章　学習を支えるワーキングメモリ
第7回　第6章　ワーキングメモリと国語の学習
第8回　第7章　ワーキングメモリと算数の学習
第9回　第8章　子どもの認知特性をふまえた支援技術
第10回　第9章　ワーキングメモリと授業研究
第11回　授業実践の準備（1）
第12回　授業実践の準備（2）
第13回　授業実践
第14回　授業実践の振り返り
第15回　ワーキングメモリと実行機能に関する議論

自発的に授業内容
に関する心理学の先
行研究や書籍を読
み，知識を蓄えてく
ださい。また，統計解
析や英語文献などに
ついても扱うので，
統計学や英語などの
勉強も自主的に行っ
てください。

心理
学関
連

- -

湯澤正通,
湯澤美紀
（2014）
ワーキング
メモリと教
育　北大路
書房

授業で紹介する。

授業での発
表，議論，予
習復習の度
合い，授業実
践の内容を総
合的に評価す
る。

演習

受講生が発
表を行い，
その発表に
基づき議論
を行う。ま
た，授業実
践では，実
際に大学生
や大学院生
を対象に授
業を行う。

統計学や心理学に
ついて学部卒業レベ
ルの知識があるとい
う前提で授業を行い
ます。そのため，こ
れらの知識に不安の
ある受講生は，その
部分について自習す
ることで，知識を身
につける必要があり
ます。

火曜日5・6時限 － なし
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(22)成績評価
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ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

86 86

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
地域人材
育成コー
ス

民族誌論
（Ethnogr
aphy）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
９・１０時
限

諏訪　淳一
郎（国際連
携本部）

- レベル5
民族誌の作法について理解
し，その応用の可能性につい
て議論を深めること

具体的な民族誌について読んだり
視聴したりしつつ、ゼミ形式で発表
を行います。

概論
民族誌(6)
映像民族誌(4)
パフォーマンス・インスタレーションとしての民族誌(4)

文献購読

文化
人類
学関
連

民俗
学関
連

博物
館学
関連

授業で指定
します。

授業で紹介します。
発表と討論参
加。

演習 ゼミ。 特になし
水曜日9・10時
限目

suwa@hir
osaki-
u.ac.jp

なし

87 87

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

中国近世
史論
（Chinese
Early
Modern
History）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
５・６時限

荷見　守義 - レベル5

中国史について，史資料や
データにもとづき論理的で綿
密な考察を行うことをつうじ
て，人間社会の深層を明らか
にする能力を養うこと

〇清代に作られた『明史』は、明朝
（1368～1644）についての正史であ
る。そして、２４ある正史のなかでも
良史として評価が高い。その『明史』
を読み解きつつ、明朝の歴史を深く
吟味していくこととする。

授業はおおよそ、受講生の能力に応じて、以下のように展開します。

第1回　中国史研究とは
第2～5回　『明史』撰述過程について(第2回　正史とは　第3回　奉勅撰　第4回　明史藁
第5回　清代)
第6回　明代・清代の官制・科挙制度について
第7～11回　明朝洪武期の諸問題(第7回　朱元璋の誕生　第8回　群雄割拠　第9回　官
制　第10回　疑獄事件　第11回　諸王封建)
第12～15回　明朝永楽期の諸問題(第12回　靖難の役　第13回　即位の詔　第14回　奸
臣　第15回　親征)
第15回目にレポート提出

[予習]前回までの内
容を把握しておいて
下さい。
[復習]授業時間内の
課題は必ずこなして
下さい。

歴史
学関
連

- -
プリントを配
布して、教
材とします。

授業中に適宜、提示
します。

平常評価
70％　授業へ
の参加度
期末評価
30％　レポー
ト

講義

講義と演習
の折衷形式
ですが、演
習が主体に
なります。

学部レベルの中国
史の知識があること
が前提です。

月曜11：50～
12：40

hasumim(
at)hirosak
i-u.ac.jp
※（at）は
＠に変換
すること。

なし

88 88

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

東アジア
思想文化
論（East
Asian
Thought
and
Culture）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
３・４時限

李　梁
地域志向
科目

レベル5
東アジア思想文化に対する
確乎たるビジョンをもつこと

東アジア思想文化における多様性
と共通性を考える授業です。

（１)東アジア思想文化の時空性をめぐって
（２）中華の源流　幻の王朝（DVD視聴）
（３）東アジアにおける書写言語問題（漢語）について
（４）道教と自然
（５）儒教と社会（礼楽文明と宗法社会）
（６）仏教の誕生と伝播
（７）古代日本における仏教のインパクト（DVD視聴）
（８）儒仏とキリスト教との対決（中国と日本の場合）
（９）白鹿洞書院と東アジア
（10）中国明末清初期における思想の激変
 (11）国師朱舜水と後期水戸学派
 (12）地域で生んだ思想家（１、安藤昌益について）
 (13）地域で生んだ思想家（２、陸羯南について）
（14）地域で生んだ思想家（３、新渡戸稲造について）
（15）総括
（16）期末試験

予習は不可欠であ
る。事前の調べと事
後の再吟味という作
業は必要である。

思想
関連

芸術
関連

文学
関連

教科書は使
いません。
適宜参考資
料や講義要
綱を配布し
ます。

その都度紹介しま
す。

授業の参加
態度プラス課
題ペーパーと
期末試験（レ
ポート）３０％
＋３０％＋４
０％の配分で
評価します。

講義

講義は主と
する形態で
すが、場合
と問題に
よって演習
方式の展開
もありえま
す。

指定する文献資料
の事前調査作業が
必要とされます。

木曜日１１：３０
～１２：３０

popo@hir
osaki-
u.ac.jp

なし

89 89

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

イスラー
ム地域研
究
（Eurasian
History ）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
５・６時限

亀谷　学 - レベル5

イスラーム地域における知識
の継受や，その社会に対する
影響について具体的な知識
を身につけるとともに，その
地域を分析するための方法
について考察すること

ジョナサン・A・C・ブラウン『ムハンマ
ドについて誤引用：預言者の残した
ものを解釈することについての挑戦
と選択』（Jonathan A. C. Brown,
Misquoting Muhammad: The
Challenge and Choices of
Interpreting the Prophet’s Legacy,
Oneworld, 2014.）の講読を中心とし
つつ、あわせてイスラーム社会に関
連する文献を読み、議論を行う。

　上記の文献の講読を中心に、初期イスラーム時代から現代に至るまでのムハンマドの
言行についての解釈学の形成から発展を追いつつ、その中で人々がどのようにそれを運
用してきたか、またどのような思想を展開していったか、という点を考察する。

第1回　イントロダクション
第2回　問題の所在
第3回　伝承解釈学の始まり
第4回　初期の法学者による解釈手法の展開
第5回　伝承解釈学と論理
第6回　法学派の形成とそれに対する反応
第7回　「分裂した世界で正典に固執するということ」：近世の場合
第8回　「分裂した世界で正典に固執するということ」：近代の場合
第9回　スンナ派とシーア派における解釈の対立
第10回　「クルアーンのみ」運動
第11回　解釈学的伝統における「真実」
第12回　伝承学の中の「嘘」とそれに対する対応
第13回　誰が「真の解釈」を決定するのか
第14回　法廷と伝承解釈学
第15回　まとめ

文献講読が中心とな
るので、各回の内容
を予習することが必
要となる。

歴史
学関
連

- -

Jonathan A.
C. Brown,
Misquoting
Muhammad:
The
Challenge
and
Choices of
Interpreting
the
Prophet’s
Legacy,
Oneworld,
2014.

湯川武『イスラーム社
会の知の伝達』（山川
出版社、2009年）

授業における
報告・理解度
による平常点
と期末課題に
より評価す
る。

演習

文献の講読
とそれにつ
いての解説
を織り交ぜ
る形で行う。

中東・イスラーム地
域に関する基礎的な
知識があることが望
ましい。

水曜13:00-
14:00

kameya.m
(at)hirosa
ki-u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし。

90 90

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

グローバ
ルヒスト
リー論
（Global
History）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
３・４時限

中村　武司 - レベル5

近年の世界システム論やグ
ローバルヒストリーの研究動
向や学説を学ぶことで，グ
ローバル化と共生の時代に
ふさわしい歴史理解を養うこ
と

近年の世界システム論もしくはグ
ローバルヒストリー研究において、
近世以降（15世紀～18世紀）の歴
史像の見直しと再構築が急速に進
展しています。とりわけ、(1)世界規
模の商業ネットワークの形成、(2)移
民や奴隷などの大規模な労働力移
動、(3)それらにともなう生態系・環
境の劇的な変化、(4)知識や技術の
普及と受容という4点にかんして、い
わゆる「大航海時代」以降のヒト・モ
ノ・カネ・情報などのグローバルな規
模での移動・交流の実態とそれにと
もなう世界の各地域の変化をめぐっ
て研究や議論が活発に展開してい
ます。本授業は、こうした近年の世
界システム論やグローバルヒスト
リーの研究動向や学説を紹介する
と同時に、環境や疫病、交易などの
トピックからグローバルヒストリーの
実践について検討します。

第１回：ガイダンス
第２回：ウォーラーステインの世界システム論とその問題点
第３回：近代世界システムとヘゲモニー国家(1)：17世紀のオランダ
第４回：近代世界システムとヘゲモニー国家(2)：19世紀のイギリス
第５回：近代世界システムとヘゲモニー国家(3)：20世紀のアメリカ
第６回：近代世界システムとアジア交易圏
第７回：ユーラシア世界システムの構想(1)
第８回：ユーラシア世界システムの構想(2)
第９回：グローバル化の歴史的類型論について
第１０回：「大分岐」論争
第１１回：産業革命論の再検討
第１２回：交易の世界史／グローバルヒストリー
第１３回：疫病の世界史／グローバルヒストリー
第１４回：環境の世界史／グローバルヒストリー
第１５回：世界史の世界史
定期試験

予習：必要におうじ
て、授業中に指示し
ます。
復習：かならず授業
内容の復習を行うよ
うにして下さい。参考
文献を確認したり、
授業で分からなかっ
た点を自ら調べたり
することで、授業内
容への理解を深めら
れるよう心がけて下
さい。

歴史
学関
連

- -

教科書は使
用しませ
ん。配布す
るレジュメ
に即して授
業を進めま
す。

川北稔編『知の教科
書　ウォーラーステイ
ン』（講談社選書メチ
エ、2001年）
水島司『グローバル・
ヒストリー入門』（山
川出版社、2010年）

平常評価（リ
アクション・
ペーパーな
ど）：50％
期末評価（期
末試験）：
50％
上記を合算の
うえ、最終的
な成績評価を
行う予定です
が、出席回数
が全講義回
数の3分の2
に満たない場
合、あるいは
期末試験を受
験しなかった
場合は評価
の対象としま
せんので、注
意して下さ
い。

講義

講義形式で
実施しま
す。毎回の
授業の最後
で、その日
の授業につ
いての質
問・感想な
どを記した
リアクショ
ン・ペー
パーを執筆
してもらい、
次回の授業
において、
それにたい
するコメント
と補足説明
を行うこと
で、受講生
へのフィード
バックをは
かります。

なし

毎週木曜日、
12:00-12:40（人
文社会科学部
校舎407号室：
ヨーロッパ史研
究室）
研究室を不在
にしていること
もありますの
で、面談を希望
する場合は、事
前にメールにて
予約することを
勧めます。

Eメール・
アドレス：
take_nk@
hirosaki-
u.ac.jp
HPアドレ
ス
（research
map）：
URL＝
http://re
searchma
p.jp/read0
106710

なし
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人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

古代地中
海文化論
（Material
Culture
of the
Ancient
Mediterra
nean
World）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
３・４時限

宮坂　朋 - レベル5

ローマ時代の文化芸術全般
を学術的知見と科学的手法
を用いて，多角的に理解する
こと
ローマ時代の文化資源（建
築・都市計画・美術・碑文等）
を適切に取り扱うための専門
の能力・技術を習得するとと
もに，その価値を的確に見極
めるための眼識を養うこと
修得したローマ時代の文化
財に関する知識・技能を文化
資源の学術的評価や利活用
に関する国・地方自治体の文
化振興のための施策につな
げる能力を養うこと

①ローマ時代の各地域の文化財を
考古学・美術史・建築史・碑文学な
どの方法を用いて，包括的多角的
に理解する。
②各種の文化資源（都市・浴場・劇
場・公共浮彫・住宅）を適切に取り
扱うための専門の能力・技術を習得
するとともに，その価値を的確に見
極めるための眼識を養う。
③ローマ時代の文化資源の様々あ
り方についての知識を我国の文化
資源の学術的評価や利活用のため
の施策につなげる能力を養う。

授業計画
第１回：導入
第２回：ローマの文化財
第３回：マグナ・グラエキアの文化財
第４回：シチリアの文化財
第５回：サルデニアの文化財
第６回：東地中海沿岸の文化財
第７回：シリアの文化財
第８回：小アジアの文化財
第９回：マケドニアの文化財
第１０回：ギリシアの文化財
第１１回：エーゲ海の文化財
第１２回：北アフリカの文化財
第１３回：エジプトの文化財
第１４回：ガリアの文化財
第１５回：まとめ
第１６回：定期試験
(内容や順番は受講者の関心や進度に合わせて変更する可能性があります）

予習：教科書を必ず
精読すること。
復習：教科書と配布
資料を参考にして授
業内容の理解を徹
底すること。

芸術
関連

考古
学関
連

博物
館学
関連

ウォード・
パーキン
ス、J.B.
「ローマ建
築」本の友
社、1996
年。
Ling, R.
Roman
Painting,
Cambridge
University
Press,1991.
Kleiner,
D.E.E.Roma
n
Sculpture,
Yale
University,
Press,1992.

参考書・参考資料等
授業中に適宜資料を
配布します。

授業中の質
疑応答(50％)
と期末試験
(50％)

講義

講義を中心
としますが、
講義中で扱
う碑文資料
の読解や文
化財に関す
る基礎知識
などの質問
を積極的に
行います。

ラテン語初級程度 火曜日5/6限目

研究室電
話番号
0172-39-
3243
メールア
ドレス
tomo※
hirosaki-
u.ac.jp
（記号は
アットマー
クです）

特にな
し。

92 92

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

ヨーロッ
パ古典文
化論
（Europea
n
Classical
Culture）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
５・６時限

今井　正浩 - レベル5

西洋古典古代の人間観の展
開に着目することによって，
現代ヨーロッパの歴史文化的
源流の一つにあたる西洋古
典古代についての専門的理
解を深めつつ，西洋古典古
代の歴史文化遺産が有する
普遍的価値を正しく理解する
ための専門的な見識を獲得
すること

　この授業は，文学・哲学・自然科
学等，多様な原典資料の精読を通
して，西洋古典古代の人間観の特
質と展開についての専門的理解を
深めることを目的としています。

　ホメロスからアウグスティヌスにいたる西洋古典古代の人間観について，文学・哲学・自
然科学等の原典資料等を手がかりとして，その特質を理解するとともに，その歴史的展
開を辿ります。
 
第１回　現代ヨーロッパの歴史文化的源流の一つとしての西洋古典古代
第２回　ホメロスとギリシア人の伝統的人間観（１）（原典読解・発表・討論）
第３回　ヘシオドスとギリシア人の伝統的人間観（２）（原典読解・発表・討論）
第４回　哲学の誕生―「最初の哲学者」タレス（原典読解・発表・討論）
第５回　初期ギリシア哲学の展開（原典読解・発表・討論）
第６回　ギリシア悲劇の人間観（資料読解・発表・討論）
第７回　古代ギリシア医学思想における人間観（原典読解・発表・討論）
第８回　ソクラテスの哲学的人間観（原典読解・発表・討論）
第９回　プラトンの哲学的人間観（１）（原典読解・発表・討論）
第10回　プラトンの哲学的人間観（２）（原典読解・発表・討論）
第11回　アリストテレスの哲学的人間観（１）（原典読解・発表・討論）
第12回　アリストテレスの哲学的人間観（２）（原典読解・発表・討論）
第13回　ヘレニズム期の哲学者たちの人間観―エピクロス派とストア派―（原典読解・発
表・討論）
第14回　プロティノスと新プラトン主義の人間観（原典読解・発表・討論）
第15回　アウグスティヌスとキリスト教の人間観（原典読解・発表・討論）

　なお，授業の進行状況等によってシラバスの内容と異なってくる場合は，その都度説明
をします。
 

　各回の授業後に復
習点，次回の予習点
を伝えます（なお，予
習・復習は，最低で
も各２時間とることが
必要です）。

歴史
学関
連

思想
関連

-

　授業中に
配布する資
料等をもと
に授業を実
施しますの
で，教科書
は指定しま
せん。

　授業中に，適宜紹
介していきます。

　平常評価
〔授業への参
加度〕（50
パーセント）＋
学期末に提
出するレポー
トの評点（50
パーセント）を
合算して評価
します。

演習

　西洋古典
のテクスト
の精読を中
心に，講義
の要素を一
部に取り入
れた演習形
式の授業で
す。

　受講にあたって，
古典ギリシア語・ラテ
ン語等の知識は問
いませんが，語学力
が理解を深めるのに
役立つことは言うま
でもありません。日
本語で書かれた代
表的な古典ギリシア
語・ラテン語の基礎
文法書を紹介します
ので，ぜひ挑戦して
みてください。
 　（１）水谷智洋著
『古典ギリシア語初
歩』（岩波書店刊，
1990年）
 　（２）田中利光著
『ラテン語初歩／改
訂版』（岩波書店刊，
2002年）

　毎週月曜日の
午後4時～6時
をオフィスア
ワーの時間帯
に設定していま
す。

Eメールア
ドレス
masahiro
@hirosaki
-u.ac.jp

　なし

93 93

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

日本思想
論（Study
on
Japanese
Thought）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
７・８時限

原　克昭 - レベル5

日本思想文献の講読を通し
て，読解力・思索力の涵養を
めざすこと
日本思想文献の講読を通し
て，報告方策・意見提示の方
策を修得すること

日本思想史を形成する基盤の一環
に「対話・論争・問答」があります。
本講では、古代から近現代にいた
る「対話・論争」の諸相と展開をたど
り“日本対話論争思想史”を描きだ
してゆきます。

第１回　開講ガイダンス―対話論争史×倫理思想の視座と方法
第２回　基礎知識と情報共有Ⅰ―日本対話論争思想史の系譜と類型
第３～４回　基礎知識と情報共有Ⅱ―基本論文講読
・丸山眞男「日本思想史における問答体の系譜」
・阿部泰郎「対話様式作品論」
第５～８回　講読演習Ⅰ
・空海『三教指帰』講読―戯曲化された比較宗教文芸論
　（巻上）亀毛先生論：儒教／（巻中）虚亡隠士論：道教／（巻下）仮名乞児論：仏教
第９～１４回　講読演習Ⅱ
・異端児ハビアンをめぐる思想転向の軌跡
・ハビアン×林羅山『排耶蘇』（儒教×基督教）
・ハビアン護教書『妙貞問答』
　（巻上）基督教×仏教／（巻中）基督教×儒教／（巻下）基督教×神道
・ハビアン棄教書『破提宇子』（棄教者×基督教）
第１５回　日本対話論争思想史の総括

※その他、ジャンル・時代を問わず、履修者の関心テーマに合わせて対応してゆきます。

配布された基本論文
および講読文献に事
前に目を通しておい
てください。
また、学期末に講読
内容をふまえたレ
ポートを仕上げても
らいます。

思想
関連

歴史
学関
連

文学
関連

レクチャー
資料・基礎
論文・講読
文献資料と
もに、プリン
トを配布し
ます。

・今井淳・小澤富夫編
『日本思想論争史』
（ぺりかん社、1979
年）
・丸山眞男『忠誠と反
逆―転換期日本の精
神史的位相』（ちくま
学芸文庫、1998年）
・阿部泰郎『中世日本
の世界像』（名古屋大
学出版会、2018年）
・末木文美士編『妙貞
問答を読む―ハビア
ンの仏教批判』（法藏
館、2014年）

平常評価（授
業・講読への
参加度５０％）
および期末評
価（レポート５
０％）による総
合評価としま
す。

講義

講義（基礎
知識と情報
共有）＋基
本論文講読
＋思想文献
輪読で進め
ます。

日本の思想・文学・
歴史・文化に対する
興味関心と学習意欲
さえ持ちあわせてい
れば、予備知識の有
無は問いません。
ひろく「日本学」研究
の基盤として活用し
てください。

木曜日15:00～
17:00／その
他、在室時に随
時対応します。
研究室：人文社
会科学棟４０２
（日本倫理思想
史研究室）

harakあっ
と
hirosaki-
u.ac.jp

なし
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人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

現代倫理
学
（Modern
Ethics）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
１・２時限

横地　徳廣 - レベル5

受講生のみなさんは以下の
哲学テキストを読む。
Kendal Walton, Fearing
Fiction, in: Jurnal of
Philosophy, vol. 75, no. 1,
January 1978
この読解を通じ，ホラー映画
や悲劇といった虚構を哲学的
に考察する仕方を修得するこ
と

受講生のみなさんはケンダル・Ｌ・
ウォルトンの論文「虚構を恐がる」の
英語テキストを読みます。
今回は、映画に夢中になることで虚
実複合の世界が開かれる仕方と、
そうした世界のなかで虚構への恐
怖が成り立つ仕方とを学びます。

授業予定は、以下のとおりです。変更の場合は授業で事前に知らせます。

１　　　ガイダンス（読解箇所と担当の決定）
２　　　テキスト読解と解説　　（１）恐怖
３　　　テキスト読解と解説　　（２）恐怖
４　　　テキスト読解と解説　　（３）恐怖
５　　　テキスト読解と解説　　（４）現実
６　　　テキスト読解と解説　　（５）現実
７　　　テキスト読解と解説　　（６）現実
８　　　テキスト読解と解説　　（７）虚構
９　　　テキスト読解と解説　　（８）虚構
１０　　テキスト読解と解説　　（９）虚構
１１　　テキスト読解と解説　（１０）道具
１２　　テキスト読解と解説　（１１）道具
１３　　テキスト読解と解説　（１２）指示
１４　　テキスト読解と解説　（１３）指示
１５　　テキスト読解と解説　（１４）まとめ

配布テキストを授業
前後に読むことが準
備学習になります。

思想
関連

文学
関連

芸術
関連

原書の一部
がコピーで
配布されま
す。

適宜、紹介されます。

平常評価（
訳読参加　）：
100％
上記をもとに
最終的な成績
評価が行わ
れる予定で
す。

演習

訳読しなが
ら、段落ごと
に要旨をま
とめていき
ます。

なし

オフィスアワー
は在室時です。
西洋倫理思想
史研究室（人社
414）まで。
必ずメールで面
会予約をとって
ください。

メールア
ドレスは
人社414
研究室に
掲示され
ます。

なし
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95 95

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

日本近現
代文学
（Modern
and
Contemp
orary
Japanese
Literature
）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
５・６時限

尾崎　名津
子

地域志向
科目

レベル5

日本近現代文学研究に関わ
る問題設定の方法を理解す
ること
その解決のために必要かつ
適切な調査方法を選択できる
ようにすること
その解決のために必要かつ
適切な読解方法を選択できる
ようにすること
文学作品の精緻な読解を習
得すること

日本近現代文学研究には多様な方
法論があり、論者は立論の時点で
それをある程度峻別・選択しなくて
はならない。あまたある方法論のう
ちの一つ、あるいはいくつかを選択
することは、「文学」なるものをどの
ように規定するかを問われているこ
とと同義である。その点から見ると、
太宰治という作家、あるいは彼の作
品は、これまで実に様々な「方法
論」を以て「読解」されてきた。この
授業では太宰治とその作品がいか
に論じられてきたかを理解すると同
時に、履修者自らが立論し、方法論
に意図的になるという実践を通し
て、近現代文学研究の基礎的な作
業を体得することを目指す。

第１回　太宰治作品の読まれ方（１）―伝記的事実と作品の評価
第２回　太宰治作品の読まれ方（２）―テクスト分析導入後の評価
第３回　問題設定の方法（１）―先行研究の踏まえ方
第４回　問題設定の方法（２）―オリジナリティとは何か
第５回　旧制弘前高校在学中の作品
第６回　「前期・中期・後期」という枠組み
第７回　1930年代後半の作品
第８回　1940年代前半の作品
第９回　敗戦後から1948年までの作品
第10回　女性独白体小説
第11回　〈文壇〉との関係
第12回　津軽との関係（１）―葛西善蔵に対する敬意のありよう
第13回　津軽との関係（２）―『津軽』を読む
第14回　検閲による処分
第15回　まとめ

［予習］各回で扱う作
品を事前に読了して
おくことが必要。
［復習］各回の内容
を徐々に積み重ねな
がら展開するため、
毎回の内容を各自で
振り返り、不明点は
早期に解消すること
が必要。

文学
関連

思想
関連

社会
学関
連

『太宰治全
集』（筑摩書
房、1998
年）など。よ
り具体的に
は授業で紹
介する。

木村小夜『太宰治の
虚構』（和泉書院、
2015年）など。その他
の必要な文献につい
ては授業で紹介す
る。

平常点（授業
への参加度）
50％
発表内容
50％
上記を合算し
総合的に判
断する。

演習

第1回から
第4回まで
は講義が中
心となる
が、第5回
以降は履修
者の発表に
よって授業
を進める。

高校卒業程度の近
現代文学史を知って
いることが望ましい。
また、積極的な発言
を求める。

月～金の昼休
み。但し不在に
することもある
ため、事前に
メールで連絡を
もらえると確実
です。

ozaki(at)h
irosaki-
u.ac.jp

なし

96 96

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

中国文化
論
（Chinese
Culture）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
３・４時限

植木　久行
（非常勤講
師）

- レベル5

詩跡の概念とその形成を理
解して，高度の専門知識を習
得すること
詩跡研究における基礎的な
文献を理解して，研究の手法
を習得し，文化の振興に寄与
する実践力を身につけること

　詩跡とは歴代の詩人たちに詠み
つがれて、新しい変奏を積み重ねて
著名になり、詩歌の創造に点火し
て、表現の核となる力をたたえた地
名（古典詩語）をいう。それは単なる
名勝・古跡とは異なり、詩歌を主体
とした新しい概念であり、詩歌に
よって生み出された独特の連想作
用を瞬時に喚び起こす、風雅な詩
心の伝統を宿す場所であった。
　この授業では、詩跡の概念と機
能、その形成と展開、詩跡を著録す
る地理書－総志（全国性地域志）・
方志（行政区域を単位とする地方
志）について述べ、著名な詩跡－寒
山寺と鸛鵲楼に対する具体的な研
究事例をあげて、その研究方法を
考える。

第１回　オリエンテーション（本講義の目的と概要の説明）
第２回　詩跡の概念と機能－風土からの発想－
第３回　詩跡の形成とその展開－詩歌による地誌－
第４回　尾形仂の「俳枕」考
第５回～第７回　歴代の地理総志に見る詩跡の著録とその展開－宣城の敬亭山－
第８回～第10回　蘇州第一の詩跡、楓橋・寒山寺考
第11回～第14回　唐代の鸛鵲楼位置考
第15回　まとめ

配付教材の該当箇
所を予習することが
必要です。

文学
関連

- -
プリントを配
付する。

松浦友久編著『漢詩
の事典』（大修館書
店、1999年、「Ⅲ　名
詩のふるさと（詩
跡）」）、植木久行編
著『中国詩跡事典―
漢詩の歌枕・俳枕―』
（研文出版、2015
年）。いずれも附属図
書館所蔵。

授業への参
加度（評価全
体の30%）、訓
読・解釈担当
（評価全体の
30%）、および
授業終了時
提出の期末レ
ポート（評価
全体の40%）を
総合して、成
績評価を行う
予定です。

演習

受講生に少
しずつ訓
読・解釈し
てもらい、問
題点を検討
します。

特になし。 なし。 なし。 なし。

97 97

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

現代中国
論
（Modern
China
Studies）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
５・６時限

城本　るみ - レベル5

現代中国史における中国，ア
メリカ，ソ連の三国関係を理
解できること
現代中国の政治や外交の歴
史的な背景を理解できるよう
になること
一国の歴史としてではなく，
多国間の関係性のなかで中
国現代史を分析する視点を
獲得できること
修得した知識に基づいて，地
域や国際社会の振興に役立
つ能力を養うこと

○テキストを使用し、中華人民共和
国建国前後からのアメリカ・ソ連と
の協調や対決の軌跡をたどってい
く。
○中国現代史をアメリカ、ソ連、中
国の三国の動向から読み解き、
個々の事象を一国内の問題として
だけではなく、グローバルな視点に
よって検討していく。

第１回：導入・・・２０世紀の中国に対する視角
第２回：建国までの背景（1）・・・ソ連の「革命の輸出」と中国共産党
第３回：建国までの背景（2）・・・抗日戦争の影響と毛沢東政権の誕生
第４回：大戦後の米ソ関係（1）・・・大戦後の中国とソ連の関係
第５回：大戦後の米ソ関係（2）・・・大戦後の中国とアメリカの関係
第６回：共産党政権の誕生と中ソ関係（1）・・・中ソ友好同盟相互援助条約
第７回：共産党政権の誕生と中ソ関係（2）・・・スターリンと毛沢東
第８回：中ソ関係の決裂（1）・・・フルシチョフ報告の影響と反右派闘争
第９回：中ソ関係の決裂（2）・・・周恩来の平和外交と台湾海峡危機
第１０回：1960年代の中ソ・中米関係（1）・・・文化大革命の背景としての三国関係
第１１回：1960年代の中ソ・中米関係（2）・・・ベトナムをめぐる中・米・ソ関係
第１２回：米中関係の新たな展開（1）・・・中ソ関係悪化による対米接近
第１３回：米中関係の新たな展開（2）・・・林彪事件の背景
第１４回：改革開放時代（1）・・・鄧小平時代の到来
第１５回：改革開放時代（2）・・・第二次天安門事件とその影響

（予習）発表担当者
は自分の担当する範
囲について、他の文
献や論文等も参照し
ながらよく調べてレ
ジュメを作成する。
当日発表担当でない
者は、テキスト資料
を読み込んで事前に
質問事項を整理して
おく。
（復習）当日の討論
内容について、疑問
を残さないようにもう
一度よく調べて考え
る。

社会
学関
連

- -

『グローバ
ル化時代の
中国現代
史』（小林弘
二著　筑摩
書房 2013）

『中国安全保障全史』
（アンドリュー・Ｊ・ネイ
サン他著　河野純治
訳　みすず書房
2016)
『現代中国年表
1941-2008』（安藤正
士著　岩波書店
2010）
『新中国の60年』（日
本現代中国学会編
創土社　2009）
『中国外交の新思考』
（王逸舟著　天児慧・
青山瑠妙編訳　東京
大学出版会 2007）
　その他、授業中に
適宜紹介する。

授業における
報告や質疑
応答（50％），
授業終了後
のレポート
（50％）

演習

テキストの
内容につい
てレジュメを
作成し、そ
れに基づい
て発表を行
う。
またその発
表に対する
質疑応答を
行い、討論
形式で授業
を進めてい
く。

特になし。
火曜･水曜：
12:00-12:40

rumi(at)hi
rosaki-
u.ac.jp
 ＊(at)は
@に置き
換えてく
ださい。

特にな
し。

98 98

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

イギリス
近代文化
論Ａ
（English
Modern
Culture
A）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
９・１０時
限

小野寺　進 - レベル5
ナラトロジーに関する原書（英
語）を講読すること。英語読
解力を向上させること

小説の構造を理解する上で必要な
ナラトロジーの最新を論文や書物で
読みます。それと同時に、英語での
読解を通じて英語力の向上を図り
ます。今年はMonika FludernikのAn
Introduction to NARRATOLOGY を
読みます。

授業計画
第１回：第1章「Narrative and narrating」を読む。
第２回：第2章「The Theory of Narrative」を読む。
第３回：第3章「Text and Authorship」を読む。
第４回：第4章「The Structure of Narrative」を読む。
第５回：第4章「The Structure of Narrative」を読む。
第６回：第5章「The Surface of Narrative」を読む。
第７回：第5章「The Surface of Narrative」を読む。
第８回：第6章「Realism, Illusionism and Metafictionを読む。
第９回：第7章「Language, the Representative of Speech and Stylistics of Narrative」を読
む。
第１０回：第7章「Language, the Representative of Speech and Stylistics of Narrative」を
読む。
第１１回：第8章「Thoughts, Feelings and the Unconscious」を読む。
第１２回：第9章「Narrative Typologies」を読む。
第１３回：第9章「Narrative Typologies」を読む。
第１４回：第9章「Narrative Typologies」を読む。
第１５回：第10章「Diachronic Approaches to Narrative」を読む。

授業計画に基づいた
予習が必要。

文学
関連

言語
学関
連

-

Monika
Fludernik,
An
Introductio
n to
NARRATOL
OGY
(Routledge)

適宜紹介いたしま
す。

レポート
（80%）、授業
でのパフォー
マンス（20%）

演習
輪読式によ
る演習

十分な予習が不可
欠です。

水曜日５・６時
限

susumu(a
t)hirosaki
-u.ac.jp
＊(at)は@
に置き換
えてくださ
い。

なし

99 99

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

イギリス
近代文化
論Ｂ
（English
Modern
Culture
B）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
５・６時限

澤田　真一 - レベル5

イギリスとその植民地であっ
たニュージーランドの文学作
品を丹念に読み，その内容を
深く理解することを通じて，文
化・伝統・民族の問題を植民
者/被植民者の立場から複眼
的に捉え，多文化共生に対
する洞察を深めることのでき
る能力を養うこと

19世紀にイギリスの植民地として出
発したニュージーランドの白人作家
でありイギリスで活躍したキャサリ
ン・マンスフィールドと先住民族マオ
リの作家を取り上げます。彼らの作
品を読解しながら、植民地主義、ニ
文化の共存の問題について考察し
ます。

第1回：イントロダクション
第2回：キャサリン・マンスフィールド（１）
第3回：キャサリン・マンスフィールド（２）
第4回：キャサリン・マンスフィールド（３）
第5回：映画「Bliss」の鑑賞
第6回：映画「Bliss」の解釈
第7回：ウィティ・イヒマエラ（１）
第8回：ウィティ・イヒマエラ（２）
第9回：ウイティ・イヒマエラ（３）
第10回：ケリ・ヒューム（１）
第11回：ケリ・ヒューム（２）
第12回：アラン・ダフ
第13回：パトリシア・グレイス
第14回：ロイド・ジョーンズ
第15回：まとめ
定期試験

授業計画に基づき配
布される英文資料の
読解のための予習を
行う必要がありま
す。

文学
関連

思想
関連

-
講義時にプ
リントを配
布します。

講義時に適宜紹介し
ます。

平常評価（授
業への参加
度）：20％
中間評価（レ
ポート）：30％
期末評価（期
末試験）：
50％
上記を合算し
て、最終的な
評価を行いま
す。

講義

講義形式で
すが、内容
の理解度を
確認しなが
ら授業を進
めていきま
す。

十分な予習が必要
です。

金曜日7・8時限
ssawada@
hirosaki-
u.ac.jp

なし
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学
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(10)担当教
員（所属）

(11)地域
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(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
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(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
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(18)
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分野
2(副
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(18)
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3(副
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(20)教材・
教科書

(21)参考文献
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方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
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ス・HPア
ドレス

(28)その
他

100 100

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

イギリス
文学・文
化研究
（English
Culture
and
Literature
）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
３・４時限

畑中　杏美 - レベル5

イギリス小説を読むことを通
して，英語で書かれた文章を
正確に読む力を身に着けるこ
と
英語運用能力を高めるととも
に，作品が書かれた時代の
社会的・文化的背景を理解す
ること

・20世紀以降のイギリス文学を講読
し、イギリス小説の作品舞台となる
場所の地域特性を理解する
・様々なテクストについて比較考察
しながら、イギリス社会の変容をた
どっていく
・ただ単に作品や資料の文字を追う
だけなく、自分の視点から作品を読
み解き、議論を通して理解を深める

授業計画
第１回：　導入
第２回：　Virginia Woolf, “Modern Fiction”　を読む
第３回：  H. G. Wells, The Island of Dr. Moreau を読む：“In the Dingey of the ‘Lady
Vain’”から　“The Parley”まで
第４回：　H. G. Wells, The Island of Dr. Moreau を読む：“Doctor Moreau Explains”から
“The Man Alone”まで
第５回：　 Virginia Woolf, Between the Acts を読む： A summer’s night
第６回：　Virginia Woolf, Between the Acts を読む：The laughter died away
第７回：　Virginia Woolf, Between the Acts を読む：Digging and delving
第８回：　“Jackie Kay on Between the Acts”と “Lisa Jardine on Between the Acts”　を
読み、ディスカッション
第９回：　Graham Greene, The End of the Affairを読む：Bendrix and Sarah
第１０回：　Graham Greene, The End of the Affairを読む：A bomb blasts
第１１回：　Graham Greene, The End of the Affairを読む： Sarah’s diary
第１２回：　Muriel Spark, The Prime of Miss Jean Brodieを読む： Brodie set and Sandy
Stranger
第１３回：　Muriel Spark, The Prime of Miss Jean Brodieを読む：Ms Brodie’s Love
第１４回：　Muriel Spark, The Prime of Miss Jean Brodieを読む：Transfiguration of
Commonplace
第１５回：　ディスカッションとまとめ―20世紀イギリス文学について
※授業の進行状況等により、シラバスと授業内容が異なる際には、その都度説明しま

 す。
  

毎週、予習箇所を指
示しますので、必ず
予習をしてください。
また、授業後に、興
味を持った点につい
て調べるなどして復
習をしてください。

文学
関連

言語
学関
連

-
初回授業時
に指示す
る。

A Companion to the
British and Irish
novel, 1945-2000.
Ed. by Brian W.
Shaffer,
Blackwell , 2005
そのほか、配布する
資料などを含め、授
業時に適宜示す。

平常点
(20％)、授業
での口頭発表
（40％）、レ
ポート（40％）
によって評価
する。

演習

予習箇所に
ついてまと
めたレジュ
メを作成し
てもらい、そ
れをもとに
ディスカッ
ションをしま
す。

受講にあたって特別
な予備知識は必要と
しません。

初回授業時に
指示する。

初回授業
時に指示
する。

なし

101 101

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

アメリカ近
代文化論
（Modern
American
Culture）

１，２
選択
科目

2
後
期

金曜日
９・１０時
限

堀　智弘 - レベル5

アメリカ文学の代表的作品を
詳細に読解し，作品をとおし
て映し出される文化的な諸問
題について深く考察を行うこ
とによって，人間社会の真相
を明らかにする能力を養うこ
と

アメリカ文学の古典であるNathaniel
HawthorneのThe Scarlet Letter
(1850)を読んでいきます。

第１回　ガイダンス（授業の説明）
第２回　"The Custom-House"
第３回　第１章～第２章
第４回　第３章～第４章
第５回　第５章～第６章
第６回　第７章～第８章
第７回　第９章～第10章
第８回　第11章～第12章
第９回　第13章～第14章
第10回　第15章～第16章
第11回　第17章～第18章
第12回　第19章～第20章
第13回　第21章～第22章
第14回　第23章～第24章
第15回　まとめ

毎回テキスト（英文）
の指定された範囲を
読んで授業に臨むこ
とが必要となります。

文学
関連

思想
関連

芸術
関連

Nathaniel
Hawthorne,
_The
Scarlet
Letter_
(Oxford
World's
Classics)

授業時に適宜紹介し
ます。

担当、授業参
加、期末レ
ポートから総
合的に評価し
ます。

演習

学生の担当
を中心とし
た演習形式
です。

受講にあたっては特
段の予備知識は必
ずしも必要ではあり
ませんが、文学作品
を英語で読解します
ので、相応の英語力
は必要となります。

水曜日12:00～
13:00

horitomo(
at)hirosak
i-u.ac.jp
＊(at)は@
に置き換
えてくださ
い。

なし

102 102

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

アメリカ社
会研究
（Vietnam
War and
American
Society）

１，２
選択
科目

2
前
期

金曜日
１・２時限

南　修平 - レベル5

アメリカ社会と戦争の関係を
多面的に検証し，共生社会に
向けた課題を明らかにするこ
と
英語の文献や各種資料によ
る学びを通じて英語運用能力
を高めること

アメリカ社会と戦争の関係をマイノリ
ティや記念碑、空爆論、兵士という
様々な視点から考察し，日常におけ
る軍隊の存在や戦争を通じて文化
的な特性を学び、文化間の相違を
比較検討する。

第1回　ガイダンス
第2回　第2次世界大戦―マイノリティと戦争①：日系移民と強制収容
第3回　第2次世界大戦―マイノリティと戦争②： “Go for Broke” 日系移民2世の「戦争」
第4回　第2次世界大戦―マイノリティと戦争③：「帰米2世」アメリカ人と戦ったアメリカ人
第5回　記憶されるGood War
第6回　記念碑から考える戦争の記憶
第7回　戦略爆撃の思想―精密爆撃から無差別空爆への道
第8回　原爆投下の思想―スミソニアン論争から考える日米戦争観比較
第9回　ヴェトナム戦争とアメリカ―アメリカの本格介入から敗北へ
第10回 Working-Class War―徴兵制度が映すアメリカ社会
第11回 Working-Class War―軍隊とつくられる兵士たち
第12回 Working-Class War―軍隊の社会的機能を考える
第13回 アメリカ社会にうずく戦争後遺症①：Winter Soldier の告発
第14回 アメリカ社会にうずく戦争後遺症②：病んでいく兵士、請負化される戦争
第15回 「好戦の共和国」アメリカ―21世紀の共生社会を展望する

予習：毎回のアサイ
メントを読むことはも
ちろん、注釈で言及
されている重要な関
連文献にもできるだ
け目を通すこと
復習：議論の中心部
分を読み直すととも
に、それらに関連す
る文献やウェブサイ
ト、視覚資料にも目
を通して理解の範囲
を深め、広げる努力
をすること

歴史
学関
連

政治
学関
連

社会
学関
連

Christian G.
Appy,
Working-
Class War:
American
Combat
Soldiers
and
Vietnam
(Chapel Hill:
University
of North
Carolina
Press,
1993).
その他の教
材は講義内
で指示す
る。

講義の中で必要に応
じて文献資料・ウエブ
サイト・視覚資料等を
紹介する。

課題への取り
組みと講義内
でのパフォー
マンス
（50％）、最終
レポート
（50％）

講義

毎回アサイ
メントやテキ
ストに基づ
いて議論す
る。報告担
当者が内容
を確認する
とともに議
論すべきポ
イントを提
起する。他
の受講生も
それぞれ当
該範囲につ
いての意見
や疑問を提
示し、積極
的に議論に
参加するこ
とが求めら
れる。
担当教員は
必要に応じ
て講義形式
による概要
の提示や補
足を行う。

アメリカに関する専
門科目のため、予備
知識はあることが望
ましい。毎回アサイメ
ントが課されることか
ら、それらを読解す
る英語力と読書量が
必要となる。

火曜日9・10時
限。ただし、不
在の場合もある
ので、事前にア
ポイントメントを
とることが望ま
しい。

初回講義
にて伝え
る。

特にな
し。

103 103

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

ヨーロッ
パ現代文
化論
（Europea
n
Contemp
orary
Culture）

１，２
選択
科目

2
後
期

金曜日
３・４時限

熊野　真規
子

- レベル5

現代ヨーロッパの言語政策の
変遷を知ること
フランス語文献の講読力を向
上させること

現代ヨーロッパの言語政策の変遷
を知るために、CEFR（ヨーロッパ言
語共通参照枠）フランス語版を講読
形式で読みます。分析・討論を行っ
て、ヨーロッパ現代についての理解
も深めます。

・導入（受講生に応じて３文献を決定します）
・文献講読I(3回)
・分析・討論I(2回）
・文献講読II(3回）
・分析・討論II(2回）
・文献講読III(3回)
・分析・討論III(2回）

各回の授業終了後
に次回の予習箇所
についてお知らせし
ます。
(予習，復習は，最低
でも各２時間程度行
う必要があります。)

芸術
関連

思想
関連

文学
関連

プリントを配
布します。

開校時に紹介しま
す。

講読・討論形
式をとるた
め、予習の準
備度、授業参
加度などを総
合的に判断し
て評価しま
す。

演習

導入＋講読
形式９回＋
分析・討論
６回

フランス語既習者で
あること。予習済み
であっても、授業に
は必ず仏和辞典を
持参して下さい。

火曜17:30-
18:30

kumano(a
t)hirosaki
-u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い。

なし
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(7)
単
位

(8)
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期
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(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

104 104

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

フランス
文芸論
（French
Literature
）

１，２
選択
科目

2
後
期

金曜日
７・８時限

泉谷　安規 - レベル5

フランス語の正確な読解がで
きること
フランスの批評家・小説家
モーリス・ブランショの代表的
評論『文学空間』を読んで，
20世紀の文学・思想の特徴と
その問題性を理解すること

20世紀の批評家・小説家である
モーリス・ブランショの『文学空間』を
テキストとして読みながら、ブラン
ショの文学観、そして批評とは何か
を考察していきます。

１．イントロダクション
２．モーリス・ブランショについての基本的考察
３．ブランショにとって、文学・思想・言語とは何か：『文学空間』に至るまで
４．『文学空間』：本質的孤独（以下『文学空間』の内容にそくして）
５．『文学空間』：文学空間の接近
６．『文学空間』：作品の空間と作品の要請
７．『文学空間』：作品と死との空間
８．『文学空間』：霊感
９．『文学空間』：作品と伝達
１０．『文学空間』：文学と本源的体験
１１．『文学空間』：補遺
１２．『文学空間』：
１３．ブランショの小説について
１４．ブランショの批評について
１５．まとめ

予習は、ブランショの
『文学空間』をあらか
じめ読んでおくことで
す。復習は、授業内
でやったことをもう一
度、自分で考えなお
し、疑問点があれば
次の授業で質問して
ください。必要に応じ
て、事前の下調べを
してもらうことがある
かもしれません。

文学
関連

思想
関連

-

上述のモー
リス・ブラン
ショ『文学空
間』（現代思
潮社）と
L'Espace
litteraire,
Folio です。
ただ、長編
の評論です
べては授業
ないで全て
あつかえま
せんので、
必要な個所
をこちらでコ
ピーして配
布します
（原文も翻
訳も）。

開講時に指示しま
す。

平常点（出席
点）50パーセ
ントと期末時
のレポートの
50パーセント
で評価しま
す。

演習

基本的に、
演習方式
で、原文と
翻訳を突き
合せて読ん
でいきま
す。

フランス語の既習者
が望ましいでしょう。
ただし、フランス語を
学んでない人、ある
いは学んだが自信
のない人はあらかじ
め申し出てください。

木曜日７・８時
限

－ なし
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人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

言語類型
論
（Linguisti
c
Typology）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
７・８時限

山本　秀樹 - レベル5

古今東西を問わず，広範な
世界諸言語の資料を基に，
言語の普遍性と変異のあり
方を探求する言語類型論に
よる具体的な研究に触れるこ
とによって，一言語内部の研
究では明らかにならないよう
な人類言語の深層を明らか
にし，種々の普遍特性，変異
のあり方を探究する手法を身
につけること

種々の言語特性に関して、ある特
定の個別言語よりもむしろ世界諸言
語全般に見られる普遍特性及び多
様性のあり方を探求し、さらに、そ
れらに対す説明原理を追求してい
きます。それによって、世界の言語
には、種々の普遍性が存在し、多
様性が見られる場合にも、恣意的
に異なっているわけではなく、ある
一定の普遍的な法則に従って変異
していることを論じます。

第１回　授業の概要説明および受講生との打ち合わせ
第２回　言語普遍性について
第３回　言語類型論について
第４回　基本的概念
第５回　語順類型論
第６回　語順の地理的・系統的分布
第７回　語順の再建と変遷
第８回　主語
第９回　格標示
第１０回　関係節
第１１回　使役構文
第１２回　有生性
第１３回　言語類型論と歴史言語学との関連
第１４回　類型論的に見た言語の遠い類縁関係
第１５回　まとめ

授業内容を復習した
上で、次回扱うプリン
トの内容をよく読んで
おいてください。

言語
学関
連

- -

授業で配布
したプリント
を使用しま
す。

バーナード・コムリー
著（松本克己・山本秀
樹訳）『言語普遍性と
言語類型論』（ひつじ
書房）
山本秀樹著『世界諸
言語の地理的・系統
的語順分布とその変
遷』（溪水社）
（いずれも附属図書
館所蔵）

毎回の授業
における参加
度や出来具
合およびレ
ポートを総合
して、最終的
な評価を行う
予定です。

講義

研究室にお
いて、プリン
トを使いな
がら言語現
象を考察し
ていきま
す。

原則として種々の言
語や言語学の知識
を持っていることが
望まれますが、実際
に受講を希望してき
た学生の予備知識
を考慮して授業内容
等を調整することが
あります。

金曜日：12時か
ら13時

hideyama
@hirosaki
-u.ac.jp

特になし
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人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

国際文書
規格論
（Internati
onal
Documen
t
Standard
Theory）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
３・４時限

内海　淳 - レベル5

様々な文書規格における多
言語処理の基本的な仕組み
を概観し，その規格に基づく
多言語の文書　を実際に処
理・作成することを通じてその
規格への理解を深めること

XMLを中心とした多言語での文書
作成を可能にする文書規格を考察
し、その処理技術を、実践を　通し
て、理解します。

１：多言語処理とは何か
２～３：ワープロ文書における多言語処理の基本と実践
４～５：TeX文書における多言語処理の基本と実践
６～７：PDF文書における多言語処理の基本と実践
８～９：XML文書における多言語処理の基本と実践
１０～１１：DITA文書における多言語処理の基本と実践
１２～１３：DocBook文書における多言語処理の基本と実践
１４～１５：TEI文書における多言語処理の基本と実践

【予習】事前に指定
する資料等を読んで
おく
【復習】各自の研究
関心に応じたデータ
に、講義で学んだこ
とを当てはめてみる

言語
学関
連

情報
科学
関連

情報
工学
関連

必要に応じ
てプリント等
を配布しま
す。

授業時に指示しま
す。

通常の授業で
の評価と、中
間及び期末
のレポートに
よって総合的
に評価しま
す。

講義

講義形式
に、演習形
式を取り入
れて行いま
す。

受講生の予備知識
等に応じて、相談の
うえ、授業内容予定
を変更する場合があ
ります。

水曜日 12:00か
ら12:40

utsumi(at)
hirosaki-
u.ac.jp
　※(at)は
@に置き
換えてく
ださい

なし
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人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

言語文化
論
（Languag
e and　its
Structure
）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
９・１０時
限

木村　宣美 - レベル5

構造と範疇を意識した文献の
精読を通じて，コミュニケー
ションツールとしての外国語
（英語）の運用能力の一部で
ある読解力の向上を図ること
生成文法理論（統論・意味
論）に基づく言語分析の基礎
を身につけること
英語の情報ラッピング構文
（Information-Packaging
Constructions）の特性を理解
すること

Huddleston, Rodney & Geoffrey K.
Pullum 2002. The Cambridge
Grammar of the English Language.
(Cambridge University Press) の第
16章 Information packaging [pp.
1363-1447] を精読する。

 第1回　生成文法理論の目標と方法
 第2回　Information Packaging: Concepts and General Principles（情報のラッピング：概
念及び一般原理）
 第3回　Non-focus Complement Preposing（非焦点補文前置）
 第4回  Focus Complement Preposing（焦点補文前置）
 第5回　Postposing（後置文）
 第6回　Subject-Dependent Inversion（主語依存前置）
 第7回　Existential Construction（存在文）
 第8回　Presentational Construction（提示文）
 第9回　Extraposition（外置文）
第10回　Left Dislocation（左方転移）
第11回　Right Dislocation（右方転移）
第12回　It-Clefts（It 分裂文）
第13回　Pseudo-Clefts（擬似分裂文）
第14回　Syntax of the Passive（受動態の統語論）
第15回　Passive Voice: Pragmatic Factors（能動態と受動態の選択に関わる語用論的要
因）

[予習]【授業の内容
予定】に従い，文献
（Huddleston,
Rodney & Geoffrey
K. Pullum 2002. The
Cambridge Grammar
of the English
Language.
Cambridge
University Press.の
第16章 Information
packaging）の精読が
予習として求められ
る。
[復習] 文献の内容
を深く理解し，レポー
トを作成するため
に，復習が求められ
る。

言語
学関
連

- -

講読する文
献は，授業
用資料とし
て配布す
る。

神尾昭雄・高見健一
1998.『談話と情報構
造』研究社出版
久野暲 1978.『談話
の文法』大修館書店
高見健一 1995.『機
能的構文論による日
英語比較-受身文，
後置文の分析-』くろ
しお出版
Chomsky, N. 1995.
The Minimalist
Program. The MIT
Press.
畠山雄二・本田謙介・
田中江扶 2015. 『日
英比較構文研究』開
拓社
福地肇 1985.『談話
の構造』大修館書店
Rochemont, M. S.
1986. Focus in
Generative Grammar.
John Benjamins
Publishing Company.
※ 必要に応じて適宜
紹介する。

【授業のテー
マ及び到達目
標】がどの程
度達成するこ
とができてい
るかという観
点で，平常評
価（質疑応答
（発言）
（20%）・発表
（30%））・レ
ポート（50%）
の結果を総合
して，評価す
る。

演習
演習形式
（文献講読
及び解説）

言語文化論（英語
学；統語論；言語構
造論）の理解を深め
る上で，人文学部人
間文化課程欧米文
化コース開設の専門
教育科目『英語学B』
『英語学演習B』及び
英語学・言語学関連
専門教育科目を履
修していることが望
ましい。

火曜日 5・6 時
限 [12:40-
14:10]

hukimura(
at)hirosak
i-u.ac.jp
※(at)は
＠に置き
換えてく
ださい。

なし
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人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

語彙意味
論
（Lexical
Semantic
s）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
３・４時限

木村　宣美 - レベル5
生成文法の語彙概念構造に
基づく意味理論（語彙意味
論）の基礎を身につけること

動詞の意味研究を通じて，生成文
法の語彙概念構造に基づく意味理
論への理解を深める。

 第1回　導入：語彙意味論
 第2回　非対称性：非対格性の仮説
 第3回　非対格性-：英語における非対格性の現れ
 第4回　非対格性：非対格性の普遍性と意味的特質
 第5回　語彙概念構造：意味役割と述語分解
 第6回　語彙概念構造：語彙的アスペクトによる動詞分類
 第7回　語彙概念構造：事象の把握
 第8回　語彙概念構造：語彙概念構造の基本形
 第9回　完了形容詞：受身形と完了分詞
第10回　完了形容詞：状態変化と出現・発生
第11回　完了形容詞：英語の-ed形容詞
第12回　自動詞と他動詞：能格動詞における反使役化
第13回　自動詞と他動詞：能格動詞主語のニ重役割
第14回　結果構文：結果述語と非対格性
第15回　結果構文：状態変化動詞と結果述語

[予習]【授業の内容
予定】に従い，文献
（影山太郎著 1996.
『動詞意味論-言語と
認知の接点-』くろし
お出版）の精読が予
習として求められる。
[復習] 文献の内容
を深く理解し，レポー
トを作成するため
に，復習が求められ
る。

言語
学関
連

- -

影山太郎著
1996.『動詞
意味論-言
語と認知の
接点-』くろ
しお出版

大室剛志 2017.『概
念意味論の基礎』開
拓社
小野尚之 2005.『生
成語彙意味論』くろし
お出版
中右実 1994.『認知
意味論の原理』大修
館書店
中村捷 2003.『動的
意味論』開拓社

【授業として
の具体的到
達目標】がど
の程度達成
することがで
きているかと
いう観点で，
平常評価（質
疑応答（発
言）（20%）・発
表（30%））・レ
ポート（50%）
の結果を総合
して，評価す
る。

演習
演習形式
（文献講読
及び解説）

語彙意味論（英語
学；意味論）の理解
を深める上で，人文
学部人間文化課程
欧米文化コース開設
の英語学・言語学関
連専門教育科目を
履修していることが
望ましい。

火曜日5・6時限
[12:40-14:10]

hukimura(
at)hirosak
i-u.ac.jp
※(at)は
＠に置き
換えてく
ださい。

なし
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教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
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(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
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識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他
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人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

日本語史
論
（Japanes
e
Language
History）

１，２
選択
科目

2

前
期
集
中

集中講義
川瀬　卓
（非常勤講
師）

- レベル5

語彙史を記述するうえで必要
な観点，アプローチの方法を
身につけること
それをふまえたうえで，語彙
史に関する課題を自ら見出
し，解決することができるよう
になること

語彙史に関して多角的観点から検
討した、安部清哉他 (2009)『シリー
ズ日本語史2　語彙史』（岩波書店）
を読み進めていきます。

第１回　導入
第２回　第１章 語彙史研究と語彙的カテゴリー（１）
第３回　第１章 語彙史研究と語彙的カテゴリー（２）
第４回　第２章 語彙史としての語構成史（１）
第５回　第２章 語彙史としての語構成史（２）
第６回　第３章 意味から見た語彙史（１）
第７回　第３章 意味から見た語彙史（２）
第８回　第４章 漢語から見た語彙史（１）
第９回　第４章 漢語から見た語彙史（２）
第10回　第５章 文体・位相から見た語彙史（１）
第11回　第５章 文体・位相から見た語彙史（２）
第12回　第６章 計量語彙論から見た語彙史（１）
第13回　第６章 計量語彙論から見た語彙史（２）
第14回　第７章 文化から見た語彙史（１）
第15回　第７章 文化から見た語彙史（２）
※授業の進度に応じて、内容を変更することがあります。

［予習］集中講義で
すので、授業開始時
までに教科書をあら
かじめ読んでおいて
ください。また、授業
で直接取り扱うのは
語彙史ですが、日本
語史全般の基礎知
識を身につけるため
に、何か１冊日本語
史の入門書・概説書
（シラバスの参考文
献にあげてあるもの
など）を読んでおくこ
とが望ましいです。
［復習］講義期間中
は、毎日授業内容の
要点を見直すように
してください。また、
必要に応じて参考文
献（「(22)参考文献」
に挙げられているも
のに限らず、教科書
で紹介されているも
のや自分で探したも
のも含む）にあたり、
理解を深めてくださ
い。

言語
学関
連

文学
関連

-

安部清哉・
斎藤倫明・
岡島昭浩・
半沢幹一・
伊藤雅光・
前田富祺
(2009)『シ
リーズ日本
語史2　語
彙史』岩波
書店

沖森卓也編著 (2010)
『日本語史概説』朝倉
書店
木田章義編 (2013)
『国語史を学ぶ人の
ために』世界思想社
仁田義雄 他著
(2009)『改訂版 日本
語要説』ひつじ書房
その他、授業時に随
時紹介します。

授業の参加
度（30%）、レ
ポート（70%）

講義及
び演習

質疑応答、
討論を交え
ながら、講
義形式で進
めていきま
す。

概念や用語を単に
覚えるだけではなく、
それらの関係性やあ
る結論に至るまでの
考え方を理解するよ
うにしてください。ま
た、自分なりの問題
意識を持つように心
がけてください。

なし

ksuguru_p
osaune42
(at)yahoo.
co.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし
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人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

国際言語
研究
（Internati
onal
Language
Studies）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
３・４時限

バトラー，
アラステア

- レベル5

Undertaking research work
into international language
studies can involve spending
a lot of time doing simple,
mechanical data manipulation
- collecting data, checking
its validity, finding items with
some property, viewing words
in context, and the like. This
course will show you how to
mechanise such tasks.  This
will save you hours of time
and empower you to take
your language studies further
than is otherwise possible.

The course will focus on what is
possible from the UNIX command
line and with the AWK programming
language.

  Week 1: Basic UNIX programming.
  Week 2: Learning to use the command line.
  Week 3: The AWK programming language (one-liners).
  Week 4: The AWK programming language (input-output).
  Week 5: The AWK programming language (functions).
  Week 6: Data Processing
  Week 7: Data Processing
  Week 8: Reports and Databases
  Week 9: Reports and Databases
  Week 10: Processing Words
  Week 11: Processing Words
  Week 12: Little Languages
  Week 13: Little Languages
  Week 14: XML
  Week 15: XSLT

Students should be
ready to participate
in the class
activities using
English.
英語を使って授業に
参加できるように準
備してきてください。

言語
学関
連

学際・
新領
域

思想
関連

A・エイホ、
B・カーニハ
ン・P・ワイ
ンバーガー
『プログラミ
ング言語
AWK』 足立
高徳訳、ユ
ニバーサ
ル・シェル・
プログラミン
グ研究所、
2010年1
月。ISBN
978-4-
904807-
00-2。 - ユ
ニバーサ
ル・シェル・
プログラミン
グ研究所か
ら3度目の
復刊がなさ
れた。

References will be
provided during the
course.

In course
participation
30%,
exercises
30%, final
report 40%.

演習

You will be
studying
example
programs
and writing
programs of
your own.

毎回の受講前に十
分に予習し、何を理
解し、理解できな
かったかを明確にし
ておくことが重要で、
疑問点等は授業の
中で明らかにするよ
うに努めましょう。

4:00 PM-5:30
PM on Monday
Students need
to make an
appointment in
advance.

ajb129(at)
hirosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし

111 111

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

現代フラ
ンス研究
（Researc
h on
France）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
５・６時限

奈蔵　正之 - レベル5

フランスの社会，政治，外交
などについて基本的な知識を
獲得した後，さまざまな今日
的なトピックについて検討を
行い，以上について主体的な
考察を行うこと

　この授業の眼目は「フランスの現
在」を理解することにあります。その
ために，フランス社会のさまざまな
特色や，政治の仕組み，外交のあ
りかたなどについて多角的に学びま
す。
　それに加えて，フランスの新聞や
テレビニュースなどからホットな話題
を抽出し，それについて検討や議論
を行います。
　2018年の大統領選挙で当選した
若き大統領エマニュエル・マクロン
は，大胆な改革とEUとの強調を掲
げましたが，その改革路線は痛みも
多く，以前からの社会的矛盾も加
わって，「黄色いベスト運動」に見ら
れるような反発を引きおこしていま
す。他方，Brexit（英EU離脱問題）
の行方によっては，EU内におけるフ
ランスの役割が大きく変化する可能
性があります。
　国際的な視点を養うために，フラ
ンスをケーススタディとして多角的
な学習を行いましょう。

第１回：フランスの概要
第２回：フランスの政治システム
第３回：フランス第五共和制の歴史
第４回：フランス政治の現状
第５回：フランス外交の特色
第６回：フランス外交の課題
第７回：フランス社会の特色
第８回：フランスにおける少子化対策
第９回：フランスの教育システムと教育問題
第10回：フランスの社会保障
第11回：フランスにおける移民問題
第12回：テロ問題とフランス
第13回：フランス文化の特色
第14回：20世紀のフランス文化
第15回：現代のフランス文化

授業で指示します。
社会
学関
連

政治
学関
連

-

現時点では
特に決まっ
ていませ
ん。受講生
と相談して
適宜テキス
トを選ぶこ
ともありま
す。

授業中に適宜支持さ
れます。

平常の授業
活動，およ
び，数回の小
レポートを合
算して評価さ
れます。

講義

　受講生が
多くないの
で，ゼミ形
式に近くな
ります。毎
回簡単な課
題を提示
し，それに
ついて調べ
てきたことを
次の授業で
受講生が発
表し，それ
を足がかり
にディスカッ
ションを行
い，必要と
なる知識や
情報を教員
が補いま
す。

１）受講生の持つ予
備知識に応じて，授
業内容の難易度，専
門性が変化します。
かなり専門性の高い
事柄について研究す
るような授業になる
こともあれば，基礎
的な知識の習得をめ
ざす平易な授業にな
るかもしれません。
２）受講生全員がフ
ランス語既修者の場
合，フランス語の文
献や新聞記事の抜
粋が使用されること
があります。

月曜７・８時限
それ以外の時
間でも随時受け
付けますので，
まずメールに
よってアポイン
トメントを取って
下さい。

nagura@hi
rosaki-
u.ac.jp

特になし
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(1)
整理
番号

(2)
区分
番号

(3)科目種
別

(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

112 112

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

ヨーロッ
パ文明論
（Europea
n
Civilizatio
n
Theory）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
７・８時限

齋藤　義彦 - レベル5

現代国際社会に近代文明を
もたらしたヨーロッパ文明の
普遍性を，歴史的資料やヨー
ロッパ思想史の資料を検討
することにより，その歴史的
特殊性から理解・考察し，専
門的な視点を獲得すること

アルファベット、欧州諸語、活版印
刷術、新聞、ラジオ、テレビ、デジタ
ル機器などのメディア史 に留意して
近代文明の理解を深める。また、こ
の近代化の過程の中でヨーロッパ
が自己主張するに至った文明プロ
セスを検証する。

（１）ヨーロッパ文明とは何か
（２）アルファベットとヨーロッパ
（３）古代ギリシャ文明とヨーロッパ
（４）古代ローマ文明とヨーロッパ
（５）フランク帝国とヨーロッパ
（６）欧州諸語とヨーロッパ
（７）活版印刷術とヨーロッパ
（８）新聞とヨーロッパ
（９）ラジオとヨーロッパ
（１０）テレビとヨーロッパ
（１１）デジタル時代のヨーロッパ
（１２）ヨーロッパとアメリカ
（１３）ヨーロッパと日本
（１４）ヨーロッパと世界
（１５）総括

授業の進行状況等により、シラバスと実際の内容が異なる場合には、その都度説明しま
す。

【予習】各回のテーマ
について関心を持ち
講義にのぞむように
する。
【復習】各回の講義
内容を振り返り、関
連する事柄を調べる
など、各自積極的な
復習を必要とする。

歴史
学関
連

文化
人類
学関
連

思想
関連

開講時に決
定します

マクルーハン『メディ
ア論』

授業での成果
(30%)とリポー
ト(70%)を総合
的に評価しま
す

演習 演習形式 特になし
月曜７・８時限
または昼休み
時間

yosihiko(a
t)Hirosaki
-u.ac.jp
(at)は@に
置き換え
てください

なし

113 113

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

ジェン
ダー人類
学
（Gender
Anthropol
ogy）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
３・４時限

杉山　祐子 - レベル5

ジェンダーの視点を組み込ん
だ諸研究の流れを理解する
こと
人類学研究におけるジェン
ダー視点の可能性と課題を
知ること
上記を総合して，自身の研究
を展開する上での手がかりを
得ること

この授業ではさまざまな「差異」の
文化性・社会性を考える手がかりと
して、ジェンダーを取り上げます。
日本を含むアジア諸地域、欧米、ア
フリカなどさまざまな地域における
事例をもとに、ジェンダーのありよう
の多様性を理解するとともに、ジェ
ンダーの視点を組み込んだ諸研究
を概観することによって、人間の社
会や文化の多様性にせまるアプ
ローチを考えます。さらに、ジェン
ダー視点を組み込むことによる研究
の展開可能性と課題について考
え、開発が日常化した現代における
ジェンダーのありようとその他の差
異について検討します。

（１）概論
１回　イントロダクション
２回　ジェンダーをめぐる議論の展開（１）：前史
３回　ジェンダーをめぐる議論の展開（２）：生成
４回　ジェンダーをめぐる議論の展開（３）：展開
（２）社会とジェンダー、セクシュアリティ
５回　組織化と帰属
６回　権利と継承、地位をめぐる議論
７回　生産と再生産？
８回　中間まとめ
（３）文化を語ることとジェンダー、セクシュアリティ
９回　事例紹介１：現金獲得と生計におけるジェンダー
10回　事例１の検討
11回　事例紹介２：開発とジェンダー
12回　事例２の検討
13回　事例紹介３：新たな組織化とジェンダー
14回　事例３の検討
15回　まとめと総合討論

予習として、指定した
テキストや文献、資
料を十分に読み込
み、質問やディスカッ
ションでのコメント等
を用意してきてくださ
い。

文化
人類
学関
連

社会
学関
連

学際・
新領
域

宇田川妙
子・中谷文
美編『ジェン
ダー人類学
を読む』世
界思想社ほ
か、授業進
行に伴い紹
介します。

田中雅一・中谷文美
編『ジェンダーで学ぶ
文化人類学』（世界思
想社）」、松園万亀雄
編『性の文脈』雄山
閣、田中由美子『近
代化は女性の地位を
どう変えたか』その
他、授業進行に伴
い、適宜紹介します。

授業での発
表、ディスカッ
ションの内容
および適宜課
する課題等を
総合的に評
価します。

演習

講読、演習
方式で進め
ます。授業
時間内での
ディスカッ
ションに積
極的に参加
してくださ
い。

予習、復習を十分に
してください。

水曜12:00-
12:30

yukos[at]
hirosaki-
u.ac.jp

とくになし

114 114

人文社会
科学研究
科 文化
科学専攻
国際人材
育成コー
ス

平和構築
論（Peace
Building）

１，２
選択
科目

2
後
期

金曜日
１・２時限

フールト，
フォルカー

- レベル5

英語の専門書の読解と考察
を通じて，紛争の解決手段と
しての平和構築の科学的な
アプローチ，実績と問題点を
理解すること

授業内容の予定と形式・方法を参
照。

 1)  平和構築への入門、テキストの紹介

第2回～第6回　平和構築の概要と理論的なアプローチ
2)  The evolution of peacebuilding（平和構築の発展）
3)  International relations theory and peacebuilding（国際関係理論と平和構築）
4)  Social psychology and peacebuilding（社会心理学と平和構築）
5)  Sociology and peacebuilding（社会学と平和構築）
6)  History and peacebuilding（歴史学と平和構築）

第7回～第11回　平和構築のコンセプトと方法
7)  Securitization and peacebuilding（安全保障化と平和構築）
　8)  Peacekeeping and humanitarian intervention（平和構築と人道的介入）
9)  Security sector reform（治安部門改革）
10)  DDR (disarmament, demobilization and reintegration)（武装解除・動員解除・社会復
帰）
11)  Peacebuilding, law and human rights（平和構築・法・人権）

第12回～第15回　平和構築のインフラストラクチャー
12)  The international architecture of peacebuilding（平和構築の国際構造）
13)  The political economy of peacebuilding（平和構築の政治経済学）
14)  Statebuilding（国家建設）
15)  Civil society（市民社会）

専門的な文献に対
応できる程度の英語
読解力が必須です。
予習：毎回事前に指
定の１章を準備する
こと。
復習：授業で取り上
げたテキストについ
ての考察・議論に基
づいて、指定のな
テーマについてのレ
ポートの提出（2～3
回）

政治
学関
連

歴史
学関
連

社会
学関
連

Roger Mac
Ginty (ed.):
Routledge
Handbook
of
Peacebuildi
ng
(Abingdon
et al.:
Routledge,
2013)
Jeffrey
Haynes et
al.: World
Politics,
Internationa
l Relations
and
Globalizatio
n in the
21st
Century
(2nd
Edition,
London et
al.: Sage,
2017)

篠田英朗『平和構築
入門 その思想と方法
を問い直す』筑摩書
房2013年
藤原帰一他（編）『平
和構築・入門』有斐閣
2011年

授業への積
極的な参加と
レポートの提
出（2～3回）

演習

対話形式
（日本語）で
専門的な英
語文献分
析。第２回
から毎回の
授業の前に
15-20ペー
ジ程度の上
記のテキス
トの部分を
準備するこ
とが必須で
す。

(17)準備学習（予習・
復習）等の内容を参
照

木曜日3・4時限
（昼休みを含
む）または予約
で随時

fuhrt(at)hi
rosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし

115 115

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

地域社会
学（Urban
and Rural
Sociology
）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
３・４時限

白石　壮一
郎

地域志向
科目

レベル5

論文6－7本分ほどの内容を
基礎知識とともに平易に噛み
砕きながら学び，そこから議
論する力，まとめて書く力を
つけていくこと

後期近代以降に顕著となったUター
ン・Jターンなどの人口還流。現在に
至るまでのその質的　転換と、近年
言われる若年層の地元志向につい
て学ぶ。

01．導入：近代性と移動
02．人口の変動と都市化
03．Uターンはどう定義されてきたか
04．高度成長後の産業構造の変化
05．戦後Uターン傾向の推移
06．高卒者の移動
07．大卒者の移動
08．女性の移動（1）
09．女性の移動（2）
10．事例：下北半島調査（1）
11．事例：下北半島調査（2）
12．地方農村部の郊外化
13．若年層の地方滞留傾向
14．半ヨソ者としてのUターン者
15．まとめ

参考文献を各自が
予習（レジュメ担当で
の講読はなし）

社会
学関
連

文化
人類
学関
連

-

テキストは
とくになし。
資料・文献
は講義時に
適宜配布・
紹介する。

適宜紹介する。
講義への参
加、議論、短
いレポート

講義

文献内容を
もとにした
講義が6
割、それを
ふまえた議
論が4割

予習をふまえて聴講
と議論をする。

水曜日昼休み
～14:00。なお、
履修希望者は
第1回講義前に
白石研究室（人
文331）まで。

http://hir
osakihum
anics.blog
spot.com

なし
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整理
番号

(2)
区分
番号

(3)科目種
別

(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

学際・
新領
域

演習

評価方法：文
献読解・事例
探索の発表
内容（60%）
と，討論での
活動（40%）か
ら評価する。
評価基準：授
業内容に関す
る理解をもと
に地域ストッ
クや持続的な
コミュニティの
構築について
考察すること
ができる。

必要に応じて授業中
に指示する

宮内泰介
（編）
（2017）『ど
うすれば環
境保全はう
まくいくのか
―現場から
考える「順
応的ガバナ
ンス」の進
め方』新泉
社

環境
保全
対策
関連

なし－

火曜12:00-
12:30。
出張や会議で
対応できない場
合もあります。

特になし演習116116
選択
科目

１，２

環境社会
学
（Environ
mental
sociology
）

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

前
期

2
社会
学関
連

この授業では、予習
を重視します。 当該
テーマについて関連
文献・統計資料等を
用いて北東北地域
の情報を収集して授
業に臨んでください。
復習では講義レジュ
メ・ノートを見直して、
理解を深めましょう。

持続的なコミュニティの構築
にむけて地域ストックを活用・
創出していく方策を先進事例
に学ぶこと
「持続性」について考えること

レベル5
地域志向
科目

近藤　史
水曜日
１・２時限

第１回：オリエンテーション
　講義の目的や，授業の内容および形式について確認する。第2回～第14回の授業では
テキスト『どうすれば環境保全はうまくいくのか』を輪読する。文献読解・事例探索を通して
さまざまな地域ストックを効果的に活用・創出して環境問題を解決し持続可能な地域コ
ミュニティを構築していく柔軟なプロセスについて学ぶ。第15回の授業は，講義全体を振
り返り討論をおこなう。
第２回：輪読①　序章
　都市化や少子高齢化がすすむなかで，グローバルな価値とローカルな価値との間のズ
レや，個人それぞれがもつ私的な価値のズレは，さまざまな地域課題としてたちあらわれ
る。環境保全の現場で発展してきた「順応的ガバナンス（adaptivegovernance）」の考え方
を参照しつつ，課題解決にあたって多元的な価値を尊重し，さまざまな地域ストックを活
用・創出しながら協働していく必要性について考える。
第３回：輪読②　第1章　家庭ごみ減量化政策にみる市民参加と手続き的公正
　札幌市におけるごみ分別・収集制度の変更の事例をもとに，循環型社会の形成にむけ
た住民参加による計画づくりと実践について学び，対立を回避し継続的・連続的な参加と
協働をうむ「共通目標」の設定の重要性について考える。
第４回：輪読③　第２章　再生可能エネルギーの導入に伴う「被害」と「利益」の社会的制
御
　東京都八丈島における地熱発電事業計画の事例をもとに，地域資源を活用した再生可
能エネルギーの利用が地域にもたらすものについて学び，地域住民の「納得感」の醸成
にむけた行政と住民，研究者による協働の重要性について考える。
第５回：輪読④　第３章　農業土木でなぜ環境保全はうまくいかないのか
　徳島県における農業用水路整備と絶滅危惧種カワバタモロコ保全の事例をもとに，多
元的な価値にもとづく人と自然の共生について考える。
第６回：輪読⑤　第４章　野生動物と押し合いへし合いしながら暮らしていくために
　岩手県におけるツキノワグマ被害対策の事例をもとに，多様な主体間の協働の構築に
ついて考える。
第７回：輪読⑥　第５章　「山や森を走ること」からの地域再生・環境ガバナンス構築の試
み
　　マウンテンバイクやトレイルランニングなどの野外スポーツをいかにして地域活性化に
結びつけるか。マウンテンバイカーやトレイルランナーと，走行の対象となる林地や道の
所有者・管理者とのあいだの軋轢を回避しつつ，新規の山林ユーザーを山林管理の新た
な担い手として取り入れて行った各地の事例に学ぶ。
第８回：輪読⑦　第６章　「獣がい」を共生と農村再生へ昇華させるプロセスづくり
　兵庫県篠山市の事例をもとに，農作物被害をもたらす野生動物を資源化し農村の豊か
さを創出するコミュニティ・ビジネスの手法と，ITを活用した情報発信等でそれを支援する
民間の中間支援組織の必要性について考える。
第９回：輪読⑧　第７章　協働の支援における「寄りそい」と「目標志向」
　北海道大沼の水質汚濁問題とラムサール条約登録への動きを事例に，利害関係者の
対話と協働を促進する地域外からの支援者の重要性と，その支援のあり方について考え
る。
第10回：輪読⑨　第８章　「よそ者」のライフステージに寄りそう地域環境ガバナンスに向
けて
　ツシマヤマネコの保護のために長崎県の対馬へ移住・定住した若ものを事例に，「よそ
者」が地元住民と同化していくプロセスやライフステージの変化に伴う地域との関係の変
化について考える。
第11回：輪読⑩　第９章　自然再生の活動プロセスを社会的に評価する
　自然再生を社会的な営みとしてとらえ直すことによって新しいモノ・コト・ヒトを自分たち
の資源として使いこなしていった，中海の干拓事業中止の事例をもとに，地域活動の振り
返り手段としてのワークショップの有用性について考える。
第12回：輪読⑪　第10章　どうすれば自然に対する多様な価値を環境保全に活かせるの
か
　自然環境に対して見いだされる価値群はたんに多様なだけでなく，時代や状況によって
ダイナミックに変化する。それらを積極的に資源化していくためのひとつの手段として，宮
崎県綾町でおこなわれた「人と自然のふれあい調査」の事例を検討する。
第13回：輪読⑫　第11章　空間の記憶から環境と社会の潜在力を育むために
　時代によって変化し続ける自然資源と人間社会の関わりは，地域景観のなかに刻ま
れ，上書きされて埋没していく。それらを掘り起こし地域の潜在力として捉えなおすための
ひとつの手段として，岩手県宮古湾で空中写真や古写真をもとに多世代の聞き語りをあ
つめて作成された「絵地図」の事例を検討する。
第14回： 輪読⑬　終章
　環境保全の順応的ガバナンスを題材として，多中心性や想像力をキーワードに，たんな
る「成功物語」ではない持続的なコミュニティの構築と，それを実現するための仕掛けにつ
いて考える。
第15回： まとめ・討論
　講義全体を振り返り，地域ストックと持続性について議論する。

　移動する人・もの・情報等からなる
地域ストックを手がかりに，地域コ
ミュニティの変化を把握し，持続的
なコミュニティの構築にむけたアプ
ローチを検討する。検討をすすめて
いくうえでの土台となるテキストを輪
読するとともに，当該テーマについ
て関連文献・統計資料等を用いた
事例の相対化を試みる。参加者に
はテーマを割り当て，地域間比較の
材料となる青森県を中心とした北東
北地域の事例や，それに関わる地
域ストックの実態に関するレビュー
発表を課す。
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117 117

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

応用社会
学
（Applied
Sociology
）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
３・４時限

平井　太郎
（地域社会
研究科）

地域志向
科目

レベル5

社会のありかたを複眼的に
捉え洞察する能力を養うこと
修得した専門知識により持続
可能な社会形成に資する能
力を養うこと

持続可能な将来像という地域のビ
ジョンの実現には、社会科学から自
然科学に至る広範な学問的知見
を、現場の当事者が地域の文脈に
沿って位置づけなおす必要がある。
そうした学問的知見のローカルな文
脈化に求められる方法論について
は、社会学分野では｢応用社会学｣
や｢公共社会学｣といった名の下に
試行錯誤が続いている。本授業で
は、そのような現在進行的な学問的
探究の背景を理解するとともに、そ
れらの方法論を受講者自身も駆使
し、さらには自ら更新したりできるよ
う、実践的に修得する。

授業計画
第１回：オリエンテーション：｢応用社会学｣と｢公共社会学｣について概観する。
第２回：応用社会学が目指したもの：1940年代から60年代までのＰ・ラザースフェルドによ
る応用社会学の試みを確認する。
第３回：公共社会学の問題提起と日本的展開：2000年代以降の米国での公共社会学の
提起とそれを受けた日本での議論を概観する。
第４回：初期のアクション・リサーチ（ＡＲ）の射程：1940年代、Ｋ・レヴィンが提唱･展開した
ＡＲの企図とその背景を確認する。
第５回：アクション・リサーチの拡張：1950年代以降、Ｔグループなどを経て、小集団から拡
張されたＡＲの展開を確認する。
第６回：アクション・リサーチの４つの手法：ＡＲの基本的な諸手法を学ぶ。
第７回：地域の経験知を言語化する地元学：ＡＲの手法の１つである地元学について、提
唱された背景や具体的手法、それによる地域社会の変化について確認する。
第８回：集団のビジョンを言語化するコンセプト・マッピング：ＡＲの手法の１つであるコンセ
プト・マッピングについて学ぶ。
第９回：集団のビジョンを行動に結びつけるワークショップ：ＡＲの手法の１つであるワーク
ショップについて、その背景や基本的な考え方を確認する。
第10回：参加型調査としてのワークショップ：ワークショップがもつ参加型調査としての側
面を学び、実践と研究への展開手法を議論する。
第11回：参加型調査を成立させる研究者の関わり方：第三者としてではなく当事者の１人
として現場に関わることとはどういうことなのかを確認する。
第12回：ケーススタディ『アクション・リサーチ』：社会心理学におけるＡＲの具体例を素材
に議論する。
第13回：ケーススタディ『｢新しい野の学問｣の時代へ』：民俗学におけるＡＲの具体例を素
材に議論する。
第14回：ケーススタディ『人びとの自然再生』：社会学におけるＡＲの具体例を素材に議論
する。
第15回：総括と展望：講義の内容を総括すべく振り返りを行う。

[予習]出された課題
に取り組む。
[復習]出された課題
に取り組む。

社会
学関
連

政治
学関
連

社会
経済
農学
関連

『ふだん着
の地域づく
りワーク
ショップ』(平
井太郎著、
筑波書房、
2017年刊)
『応用社会
学』(P･ラ
ザースフェ
ルド他著、
松下武志他
訳、恒星社
厚生閣、
1989年刊)

『｢新しい野の学問｣
の時代へ』(菅豊著、
岩波書店、2013年刊)
『人びとの自然再生』
(宮内泰介著、岩波書
店、2017年刊)
『アクション・リサー
チ』(矢守克也、新曜
社、2010年刊)

課題提出
100％

演習 演習 なし

of-
hirai@nifty.com
に問い合わせ
ること。

of-
hirai@nift
y.com

なし

118 118

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

財政学
（Public
Finance）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
５・６時限

金目　哲郎 - レベル5

財政学に関する最新の学問
理論と方法論を習得すること
財政システムをめぐる研究課
題を的確にとらえ，具体的な
解決の方策を提示する力を
養うこと
政策的な視点に立った課題
解決の方法を，地方自治体
や国に対して提起できる能力
を養うこと

現代財政をめぐる諸論点について，
理論・制度・実証の視角から検討し
ます。財政学の視点から，現代社会
が直面する諸問題の現状分析と将
来展望を行います。

第１回　ガイダンスおよび講義，現代財政を学ぶ視点
第２回　受講生による報告と討論（現代財政の課題と特徴）
第３回　受講生による報告と討論（財政思想と財政社会学）
第４回　受講生による報告と討論（近現代財政の展開）
第５回　受講生による報告と討論（財政の政策決定過程，予算と税制改革）
第６回　受講生による報告と討論（経費）
第７回　受講生による報告と討論（租税の理論）
第８回　受講生による報告と討論（税制の国際比較と日本税制）
第９回　受講生による報告と討論（公債）
第10回　受講生による報告と討論（政府間財政関係）
第11回　受講生による報告と討論（日本の地方財政）
第12回　受講生による報告と討論（公企業と財政投融資）
第13回　受講生による報告と討論（社会保障と教育の財政制度）
第14回　受講生による報告と討論（経済政策と財政金融）
第15回　受講生による報告と討論（グローバル化と財政）
授業の進行状況や選定する文献等により，シラバスと実際の内容と異なる場合がありま
す。

毎回，報告用のレ
ジュメを作成する必
要があります。

経済
学関
連

- -

第１回目の
授業で指示
します。な
お，受講生
の関心に基
づき，下記
の参考文献
や他のテキ
ストを購読
することも
可能です。
初回ガイダ
ンス時に相
談のうえテ
キスト等を
選定しま
す。
このほか，
必要に応じ
て資料を配
付します。

門野圭司編著『生活
を支える社会のしくみ
を考える』（2019）日
本経済評論社
池上岳彦編『現代財
政を学ぶ』（2015）有
斐閣ブックス
井手英策『経済の時
代の終焉』（2015）岩
波書店
上記のほか，必要に
応じて授業時に提示
します。

レジュメの報
告：80％
討論の内容：
20％
上記を合算し
て，最終的な
成績評価を行
う予定です。

演習

輪読方式で
す。受講者
によるレ
ジュメ報告
に基づき，
討論しま
す。
このほか，
必要に応じ
て教員が配
付資料を用
意し，財政
学に関する
基本的事項
を説明する
場合があり
ます。

特になし。
水曜日12時～
13時（他の曜
日・時限でも可）

kaname-
t(at)hiros
aki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い。

特にな
し。

119 119

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

日本経済
論（The
Japanese
Economy
）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

黄　孝春 - レベル5

りんごの輸出拡大の課題をよ
く理解したうえでそれを解決
するための政策立案につな
げる能力を養うことと，りんご
の輸出拡大につなげる実践
力を身につけること

農業は産出高、就業者数などの面
において日本経済に占める比重が
小さいです。しかし、農業は食の安
全、環境保全、地域の活性化と深く
関わり、政治的にも経済的にも重要
な意味を持っています。いま「攻め
の農業」が叫ばれ、農林水産物の
輸出が推進されています。青森産り
んごは日本の農産物輸出に占める
比重が大きいです。
この授業では、青森産りんごの輸出
はどのように拡大してきたの か、ま
たどのような課題を抱えているの
か、について考察する予定です。こ
の授業は青森産りんごの輸出に関
する考察を通じて農業の在り方につ
いて理解を深めることを目指してい
ます。

第 1回  イントロダクション
第 2回  農水産物の生産と流通
第 3回  農水産物の貿易
第 4回  東アジア経済共同体と農業
第 5回  世界のりんご産業（生産・流通・貿易）（１）
第 6回  世界のりんご産業（生産・流通・貿易）（２）
第 7回  日本のりんご産業（１）
第 8回  日本のりんご産業（２）
第 9回  戦後日本の農水産物貿易とりんご
第10回  台湾向けりんご輸出（１）
第11回  台湾向けりんご輸出（２）
第12回  中国大陸市場への取り組み
第13回  東南アジア市場への取り組み
第14回  りんご産業の今後
第15回  まとめ

地元のりんご産業に
関する課題を提示し
て事前に調べてもら
います。

経済
学関
連

経営
学関
連

-

黄孝春・平
本和博『り
んごをアッ
プルとは呼
ばせない』
弘前大学出
版会

授業中で適宜紹介し
ます。

授業への取
組とレポート
によって評価
します。

講義

PPTを使い
ながら授業
を行う予
定。

地元の新聞に出てく
るリンゴの関連
ニュースを読んでほ
しい。

水曜日１２：００
－１３：００

huang@hir
osaki-
u.ac.jp

とくになし

120 120

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

国際経済
学
（Internati
onal
Economic
s ）

１，２
選択
科目

2
前
期

金曜日
３・４時限

桑波田　浩
之

- レベル5

グローバル化が進み複雑さ
が増す社会を，経済理論に
基に正しく理解することがで
きること
経済理論を応用して，現実の
問題に対する解決策を提案
することができること

国際経済学の基礎的な理論を学
ぶ。制度や歴史的な側面の説明は
必要最小限にとどめ、ミクロ経済学
の基本的な考え方の応用に重点を
おく。具体的には、リカード・モデ
ル、ヘクシャー＝オリーン・モデル、
完全競争下の貿易政策を扱う。

第１回：ガイダンス (国際経済学を学ぶ意義 / 国際経済と統計データ)
第２回：ミクロ経済学の復習
第３回：国際貿易の基礎 (生産・消費・交易条件)
第４回：国際貿易の基礎 (貿易と経済成長)
第５回：リカード・モデル １ (比較優位)
第６回：リカード・モデル ２ (貿易の利益)
第７回：リカード・モデル ３ (多数財のモデル)
第８回：ヘクシャー＝オリーン・モデル １ (ヘクシャー＝オリーンの定理)
第９回：ヘクシャー＝オリーン・モデル ２ (要素価格均等化定理)
第１０回：ヘクシャー＝オリーン・モデル ３ (ストルパー=サミュエルソンの定理 / リプチン
スキーの定理)
第１１回：生産技術と貿易均衡
第１２回：特殊要素モデル
第１３回：貿易政策 １ (部分均衡分析 / 関税・輸入割当)
第１４回：貿易政策 ２ (部分均衡分析 / 輸出税・輸出補助金)
第１５回：貿易政策 ３ (一般均衡分析)
定期試験

毎回、事前に教科書
を読み、分からない
点を明らかにしておく
こと。授業後は、授
業で配る演習問題を
復習して知識の定着
を図ること。

経済
学関
連

応用
数学
関連

-

若杉隆平
『国際経済
学　第3版』
岩波書店

大川昌幸 『国際経済
学』 新世社
石川城太・椋寛・菊池
徹 『国際経済学をつ
かむ　第2版』 有斐閣
若杉隆平(編) 『現代
日本企業の国際化
―パネルデータ分析
―』岩波書店

定期試験
90%、平常点
10%

講義

講義はスラ
イドによる
講義形式と
する。

学部レベルのミクロ
経済学の知識があ
ることが望ましい。

水曜1・2・3・4限
（メールを貰え
れば、他の時間
帯でも対応可
能）

kuwahata
@hirosaki
-u.ac.jp

なし
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弘前大学人文社会科学研究科　令和元年（2019年）度シラバス

(1)
整理
番号

(2)
区分
番号

(3)科目種
別

(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

121 121

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

労働法
（Labor
and
Employme
nt Law）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
５・６時限

成田　史子 - レベル5

日本における労働法の各
テーマについて，その論点を
整理し，学説・判例等を分析
したうえで理解すること
外国法との比較を行うこと
で，日本の現行規制の問題
点を客観的に捉えること

労働法の各テーマについて、日本
法の検討を中心に行う。
その際、文献を用いて学説を整理・
検討し、重要判例の検討を行う。
また、必要に応じて外国法、とりわ
けドイツ法との比較検討を行う。
以上の作業を通じ、日本の現行規
制の問題点を客観的に捉え、解釈
論または立法論的検討を行う。

第1回：ガイダンス
第2回：労働時間に関する現行規制
第3回：労働時間に関する学説
第4回：労働時間に関する判例
第5回：就業規則に関する現行規制
第6回：就業規則に関する学説
第7回：就業規則に関する判例
第8回：解雇に関する現行規制
第9回：解雇に関する学説
第10回：解雇に関する判例
第11回：非正規労働に関する現行規制
第12回：非正規労働に関する学説
第13回：非正規労働に関する判例
第13回：比較法検討①（労働時間・就業規則）
第14回：比較法検討②（解雇・非正規労働）
第15回：解釈論・立法論的検討
（※講義の進行状況等により、シラバスと実際の内容とが異なる場合には、その都度説
明する。）

報告担当箇所につ
いて、毎回レジュメを
作成すること。
報告担当ではない場
合も、使用する文献・
判例等をしっかり読
んでくること。

法学
関連

- -

○水町勇一
郎『労働法
〔第7版〕』
（有斐閣，
2018年）
（3,400円+
税）
○村中孝
史・荒木尚
志編「労働
判例百選
〔第9版〕」
（有斐閣，
2016年）
（2,400円+
税）
○最新の六
法（出版社
は問わな
い）
（※その他
使用する文
献や判例に
ついては、
適宜指示す
る。）

特になし。

平常評価：
70％
期末評価（期
末レポート）：
30％

演習

毎回、割り
当てられた
文献や判例
などをレ
ジュメにまと
め、報告を
行う。
その後、受
講者全員で
議論を行
う。

毎回の予習をしっか
り行うこと。

火曜1・2限目。

http://hu
e2.jm.hiro
saki-
u.ac.jp/ht
ml/10000
0551_ja.ht
ml

特にな
し。

122 122

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

憲法
（Constitu
tional
Law）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
５・６時限

河合　正雄 - レベル5

日本国憲法を解釈するにあ
たって，英米独仏の憲法学を
参照する意義を理解できるこ
と
比較憲法の視点を取り入れ
た上で日本国憲法を解釈で
きること

日本を代表する憲法研究者の著書
を輪読します。英米法・ドイツ法・フ
ランス法の概念が数多く出てきます
が、一緒に学んでいきましょう。

第1回 ：日本の憲法学と比較憲法の意義（河合）、今後の方針決め
第2回 ：広義の人権と狭義の「人」権（7-24頁）
第3回 ：歴史のなかの人権（25-42頁）
第4回 ：「人」権─個人が解放・放出されることの意味（43-69頁）
第5回 ：「人」権と文化の多元性、権利の諸類型（70-89頁）
第6回 ：前半部分に関する研究報告
第7回 ：基本権論の言説空間（91-114頁）
第8回 ：私的自治 v. 憲法価値（115-132頁）
第9回 ：市場 v. 公序、家族 v. 公序（133-148頁）
第10回：宗教 v. 公共社会、マイノリティ v. 個人（149-169頁）
第11回：制度 v. 個人権、自己決定 v. 人間の尊厳、相対主義 v. 相対主義の相対化
（170-189頁）
第12回：「いかに」の権利論 v. 「なぜ」の権利論、「立憲主義」シンボルの復権（190-203
頁）
第13回：違憲審査制の構造、「法の支配」か「裁判官統治」か（204-233頁）
第14回：基本権保障の「国際化」（235-263頁）
第15回：後半部分に関する研究報告
授業の進行状況等により、シラバスと実際の内容と異なる場合には、その都度説明しま
す。

学習効果を高めるた
めに、報告を担当者
されない場合も、事
前にテキストを熟読
してください。

法学
関連

- -

樋口陽一
『国法学
人権原論
（補訂）』（有
斐閣、2007
年）3,500円
＋税

奥平康弘『憲法Ⅲ―
憲法が保障する権利
―』（有斐閣、1993
年）10,800円＋税（オ
ンデマンド）

報告内容や
授業への貢
献、受講状況
によって評価
します。

演習

担当者によ
る20分程度
の報告（テ
キストの要
約と検討）
の後に、皆
で議論をす
るゼミ形式
で行いま
す。

テキストはやや難解
ですが、比較憲法学
に興味関心がある方
を歓迎します。

水曜日5・6限で
すが、オフィス
アワーに限らず
在室時であれ
ば喜んで対応
いたします。

http://hu
e2.jm.hiro
saki-
u.ac.jp/ht
ml/10000
0700_ja.ht
ml

特になし

123 123

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

行政学
（Public
Administr
ation）

１，２
選択
科目

2
前
期

金曜日
９・１０時
限

児山　正史 - レベル5

行政に関するさまざまな知
識・見方を身につけた上で，
行政の諸問題について論じら
れるようになること

行政に関わる諸問題について検討
します。受講者の関心に応じて、行
政に関する概説書、研究書、資料な
ど、さまざまな文献を講読し、討論し
ます。

詳細については受講者の関心に応じて決定します。
参考までに、例えば、下記のような内容で行います。
（Ｄ．オズボーン他『行政革命』を主な教材とする場合。）
第１回　イントロダクション
第２回　アメリカの行政改革
第３回　触媒としての行政
第４回　地域社会が所有する行政
第５回　競争する行政
第６回　使命重視の行政
第７回　成果重視の行政
第８回　顧客重視の行政
第９回　企業化する行政
第１０回　先を見通す行政
第１１回　分権化する行政
第１２回　市場志向の行政
第１３回　日本の行政改革
第１４回　日本の総合計画
第１５回　日本の行政評価

文献を読んだ上で、
その要点を発表でき
るように準備する必
要があります。

政治
学関
連

- -

受講者の関
心に応じて
決定しま
す。

授業内容と受講者の
関心に応じて紹介し
ます。

平常評価（文
献の理解度、
授業中の発
言など）。

演習

受講者が文
献の要点を
発表し、教
員が補足説
明し、相互
に討論しま
す。

初回の授業に出席
する際に、行政の何
に関心があるかを考
えておいてください。

金曜日７・８時
限（他の曜日・
時限でも可）。

koyamatd
@hirosaki
-u.ac.jp

特にあり
ません。

124 124

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

工業経済
学
（Industria
l
Economic
s）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
７・８時限

細矢　浩志 - レベル5

資本主義工業にかんする基
礎知識を習得すること
複雑な経済社会を読み解くた
めの問題設定の方法や経済
学的な思考力を身につけるこ
と
知識や理解したことを文章と
して表現できるようになること

資本主義システムにおける工業活
動の法則的・体系的把握に関する
諸問題を，主要文献・資料の講読・
討論をつうじて，理論と実証の両面
から分析・検討します。

第１回：イントロダクション：授業内容の紹介
第２回：現代工業と工業経済論
第３回：産業革命と工業化の進展(1)～イギリス産業革命と工業化の進展
第４回：産業革命と工業化の進展(2)～アメリカ産業革命と工業化の進展
第５回：資本主義的工業の基礎理論(1)～労働過程と価値増殖過程，剰余価値率と労働
日
第６回：資本主義的工業の基礎理論(2)～資本主義的生産様式，協業と分業，機械と大
工業
第７回：独占段階の工業と資本蓄積(1)～資本の集中・集積と独占の形成
第８回：独占段階の工業と資本蓄積(2)～独占的結合の諸形態・カルテル，トラスト
第９回：独占段階の工業と資本蓄積(3)～独占的結合の諸形態・金融資本
第10回：独占段階の工業と資本蓄積(4)～独占による市場支配＝競争制限
第11回：独占段階の工業と資本蓄積(5)～独占的蓄積の社会的性格・フォードシステム
第12回：独占段階の工業と資本蓄積(6)～独占的蓄積の社会的性格・独占利潤と支配利
潤
第13回：現代日本の工業経済
第14回：グローバル化とアジア工業化
第15回：小括と展望

*授業の進行状況等により，シラバスと実際の内容と異なる場合には，その都度説明しま
す。

[予習]各テーマにつ
いて必要な資料・文
献を読みレジュメを
用意してください。
[復習]配付資料等を
見直しノートを整理し
知識を確実なものに
してください。

経済
学関
連

経営
学関
連

政治
学関
連

金田重喜編
『親版・現代
工業経済
論』創風
社，2000年

仲村静治『現代工業
経済論』汐文社，
1973年
坂本和一『現代工業
経済論』有斐閣，
1988年
マルクス，カール（資
本論翻訳委員会訳）
『資本論』, 新日本出
版社
その他，授業中に適
宜指示します

レポートの作
成・報告や出
席等の学習
態度を総合し
て評価しま
す。

講義及
び演習

演習形式
（レポート作
成・報告，
ディスカッ
ション）

標準的な経済学(政
治経済学，マクロ・ミ
クロ経済学)にかん
する基礎知識を修得
していることが前提
となります。

月17:40～18:30

hosoya(at
)hirosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

特になし
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弘前大学人文社会科学研究科　令和元年（2019年）度シラバス

(1)
整理
番号

(2)
区分
番号

(3)科目種
別

(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

125 125

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

労働経済
学（Labor
Economic
s）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
３・４時限

李　永俊 - レベル5

労働経済学の基礎的な理論
の枠組みを理解し，労働政策
の経済学的な評価ができるよ
うになること

本講義では，労働市場の諸問題に
ついて文献の輪読と討論を通して
検討することを目的とする。日本の
労働市場が抱える諸問題の中で、
人口減少問題に焦点を当てて講義
を進める予定である。また，人口減
少に対する対策を経済学の視点で
多角的に評価することを試みる。よ
り詳細な内容は開講時に担当教員
に確認すること。

第1回　　イントロダクション
第2回　　労働経済学とは
第3回　　労働供給理論
第4回　　労働供給理論
第5回　　労働市場の均衡
第6～8回　　人口減少の実態
第9～10回　　若年者の労働移動の実態とその理由
第11～13回　　青森県の労働市場
第14～15回　　人口減少に対する対策案を考える

毎回の授業で輪読
する部分を事前で読
んで、報告レジメを
準備するようにしてく
ださい。

経済
学関
連

- - 特になし

太田聰一（2010）『若
年者就業の経済学』
日本経済新聞出版社
太田聰一（2010）『若
年者就業の経済学』
日本経済新聞出版社
石黒・李・杉浦・山口
（2012）『「東京」に出
る若者たち－仕事・
社会関係・地域間格
差』ミネルヴァ　書房
増田寛也（2014）『地
方消滅－東京一極集
中が招く人口急減』
中公新書
川口大司（2017）『労
働経済学―理論と実
証をつなぐ』有斐閣

平常評価（平
常の発表な
ど）：20％
中間評価（中
間発表など）：
30％
期末評価（最
終報告、期末
レポート）：
50％

講義

講義形式と
演習形式を
併用しま
す。

特になし
毎週水曜日　午
前10時00分～
12時00分

yjlee@hiro
saki-
u.ac.jp

特になし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

刑法
（Criminal
Law）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
３・４時限

平野　潔 - レベル5

刑法に関する高度な専門知
識を身につけ，それに基づい
て現実社会において生じてい
る問題を刑法的な視点から
分析することができること
刑法の基本的な考え方を身
につけた上で課題に取り組む
ことによって，刑法の意味や
国家刑罰権の在り方などに
対する深い洞察を行うこと

刑法の最新の話題に関する論文・
判例を素材として、まずは専門知識
を会得します。その上で、現在問題
になっている種々の問題について
の解決方法を、受講者同士で議論
し、洞察を深めていきます。

第１回　ガイダンス
第２回　因果関係論と客観的帰属論
第３回　不真正不作為犯における作為義務
第４回　故意と錯誤
第５回　過失犯に関する諸問題
第６回　正当防衛・過剰防衛をめぐる最近の状況
第７回　責任能力をめぐる諸問題
第８回　未遂犯と不能犯
第９回　共同正犯の成立要件
第１０回　安楽死・尊厳死
第１１回　性犯罪に関する刑法改正
第１２回　財産犯の諸問題
第１３回　文書偽造罪における名義人概念
第１４回　放火罪めぐる諸問題
第１５回　賄賂罪における職務の意義
　
　※詳細は第１回の授業時に説明します。
　※受講者の興味関心等によって内容は一部変更になる場合があります。

（予習）次回の課題
文献・判例に目を通
し、理解できない部
分がないようにして
おいてください。
（復習）授業の中で
生じた疑問について
調べ、より深い理解
ができるように努め
てください。

法学
関連

- -
とくに指定し
ません。

川端博『集中講義 刑
法総論 第2版』（1997
年、成文堂）
川端博『集中講義 刑
法各論』（1999年、成
文堂）
山口厚＝佐伯仁志編
『刑法判例百選①総
論 第7版』（2014年、
有斐閣）
山口厚＝佐伯仁志編
『刑法判例百選②各
論 第7版』（2014年、
有斐閣）
（4冊とも図書館に配
架済みです）

授業における
報告および発
言（80％）と期
末レポート
（20％）を合算
して評価しま
す。

演習

第１回の講
義時に担当
者を決めま
す。その担
当者が報告
を行い、そ
の報告に基
づいて参加
者全員で議
論します。

少なくとも学部にお
ける刑法総論・各論
の基本的な知識は
必要です。

木曜1・2限（8：
40～10：10）
　※上記以外の
時間でも、研究
室にいる場合に
は対応します。
ただ、その場合
には、あらかじ
めメール等でア
ポイントメントを
取るようにして
もらえると助か
ります。

k-
hirano(at)
hirosaki-
u.ac.jp
  ※ (at)
は@に置
き換えてく
ださい

なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

マクロ経
済学
（Macroec
onomics）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
３・４時限

山本　康裕 - レベル5

持続的経済成長のメカニズム
を理解すること
動学的なマクロ経済モデルに
おける国民所得，物価上昇
率，利子率の変動を理解する
こと
上記2点の理解により適切な
マクロ経済政策を選択できる
実践力を習得すること

まず人口成長を伴わない経済成長
論を学び、その後人口成長と技術
進歩を導入した経済成長論を学習
する。
次に、動学的総供給曲線と動学的
総需要曲線から構成されるマクロモ
デルを検討することで、動学的な枠
組みにおける国民所得、物価上昇
率、実質利子率の決定メカニズムを
学んでゆく。
最後に、より高度な消費理論・投資
理論及び経済政策のあり方に関わ
る理論を検討して、講義を終える。

この講義の予定は下記となる。

第1回　講義のガイダンス
第2回　人口成長を伴わないソローモデル
第3回　人口成長を伴うソローモデル
第4回　人口成長及び技術進歩を伴うソローモデル
第5回　新しい経済成長論
第6回　総需要・総供給分析とフィリップス曲線
第7回　動学的総供給曲線
第8回　動学的総需要曲線
第9回　総供給へのショックと総需要へのショック
第10回　消費理論
第11回　投資理理論
第12回　経済安定化政策
第13回　政府負債と財政赤字
第14回　金融危機
第15回　まとめ
第16回　期末試験

予習は、講義にて指
定した教科書を読
み、その内容をレジ
メにまとめることであ
る。復習は、講義に
て学習した内容にし
たがいレジメを加筆・
修正することである。

経済
学関
連

経営
学関
連

法学
関連

講義にて指
定する

講義にて紹介する

輪読における
参加度30％と
期末試験70%
で評価します

演習

講義にて指
定した教科
書を輪読す
る

人文社会科学部の
マクロ経済学I・II

火曜日7・8時限
公開しま
せん

特になし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

ミクロ経
済学
（Microec
onomics）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
７・８時限

小谷田　文
彦

- レベル5

ミクロ経済学の基礎理論であ
る消費者の効用最大化，企
業の利潤最大化行動を理解
したうえで，ミクロ経済学の理
論に基づいた経済問題に対
する考え方を理解すること

八田達夫著『ミクロ経済学 Express』
を用いて基礎的なミクロ経済学と経
済問題への応用を学ぶ。

第　１回　市場と政府の役割分担
第　２回　経済の全体像
第　３回　需要と供給
第　４回　供給曲線
第　５回　生産者余剰、可変費用、帰属所得
第　６回　需要曲線の導出と総余剰
第　７回　参入規制
第　８回　市場介入
第　９回　外部不経済
第１０回　規模の経済：独占
第１１回　外部経済と公共財
第１２回　道路と市場の失敗
第１３回　労働市場
第１４回　社会的厚生
第１５回　効率化原則

[予習]次週の講義で
取り上げる章を良く
読んできてください。
[復習]講義内容の理
解を確実にし、講義
で触れなかった部分
について自習して下
さい。

経済
学関
連

- -

八田達夫著
『ミクロ経済
学
Express』東
洋経済新報
社（2013年）

武隈慎一著『ミクロ経
済学』新世社（1999
年）

講義における
発表から判断
される理解の
程度に応じて
評価します

講義
講義及び演
習

学部レベルのミクロ
経済学の知識があ
ることが望ましい。

水曜日１０時か
ら１１時

koyata(at)
hirosaki-
u.ac.jp ※
(at)は@に
置き換え
てくださ
い。

なし
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象学
年

(6)必
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(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
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目標
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学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
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(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

経済学史
論
（History
of
Economic
Thought）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
９・１０時
限

福田　進治 - レベル5

最新の研究成果を理解し，経
済学史の全体像を把握する
こと
経済学史領域の文献的及び
理論的研究の方法を身に付
けること

　この授業では、18世紀から20世紀
に至る経済学の成立と発展の歴史
的過程を研究しながら、この期間の
主要な経済理論・経済思想・経済政
策をめぐる諸問題を検討します。

第1回　概要説明
第2回～第5回　古典派経済学の展開
第6回～第10回　新古典派経済学の形成
第11回～第15回　ケインズ経済学の形成

　予習として、口頭発
表の準備の他、授業
の進行に沿って参考
書を読むなど、基礎
知識を身に付けて下
さい。復習として、毎
回の授業終了後、授
業の内容を振り返
り、不明な点を調べ
るなど、授業のポイ
ントを確認して下さ
い。

経済
学関
連

- -

　受講者の
関心に基づ
いて決定し
ます。

　小畑二郎『経済学
の歴史』慶應義塾大
学出版会、2014年

　平常評価と
して、平常の
口頭発表及
び質疑応答
の内容と、そ
れらに取り組
む姿勢を評価
します（50%）
期末評価とし
て、学期終了
時に授業全
体に関わるレ
ポートを出題
し、その内
容、課題意
識、論理構
成、文章表現
を評価します
（50%）。

演習

　受講者の
関心に基づ
いて授業内
容及び課題
図書を決定
し、受講者
による口頭
発表と質疑
応答を軸に
授業を進め
ていきま
す。

　受講の際は、指導
教員及び担当教員と
十分に相談して下さ
い。

　火曜日～金曜
日　12:00～
13:00

　
shinji[at]h
irosaki-
u.ac.jp

　特にな
し。
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

日本経済
史論
（Japanes
e
Economic
History）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
７・８時限

池田　憲隆 - レベル5

日本経済史に関する基本的
知見を確認するとともに，最
新の研究動向と成果を理解
すること

日本経済に関する論点を歴史的観
点から資料やデータに基づき考察
する。

第１回　ガイダンスとイントロダクション
第２回  日本近世の世界史的位置
第３回  明治維新
第４回  制度変革
第５回  近代的工業化の過程
第６回  日清・日露戦争期
第７回  第１次大戦期
第８回  戦間期
第９回  昭和恐慌
第10回  高橋財政
第11回  戦時経済
第12回  戦後復興期
第13回  高度成長期
第14回  １９７０～８０年代半ば
第15回  バブル経済とその崩壊
なお、授業の進行状況等により、シラバスと実際の内容が異なる場合には、その都度説
明します。

予め参考資料を配
布しますので、それ
に基づいて予習して
ください、授業終了
後は、論点整理を中
心とした復習をおこ
なってください。

経済
学関
連

経営
学関
連

歴史
学関
連

受講生と相
談の上、決
定するが、
教科書を使
用しない場
合もある。

速水融・梅村又次・中
村隆英編『日本経済
史１～８』（岩波書
店、1988～89年）が
基本文献です。

発表内容や
勉学態度など
により総合的
に評価しま
す。

講義

毎回配布す
るレジュメ
（講義要旨）
と参考資料
に基づい
て、要点を
解説すると
いう講義形
式を基本と
しますが、
受講生と相
談のうえ、
ゼミナール
形式を取り
入れること
もあります。

特になし
木曜日13:00～
14:00

nikeda(at)
hirosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

経営統計
学
（Busines
s
Statistics
）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
５・６時限

花田　真一 - レベル5
統計学の基礎を復習すること
統計学を経済学・経営学の分
析に生かせるようになること

理論的に学んだ経営学や経済学
を、現実の企業や社会の分析に生
かすための統計学の基礎について
解説する。
統計学は実験室等で取得された
データの解析にその主眼があり、い
わば「きれいな」データを精緻に扱う
ことに重点が置かれている。
しかし、経営学や経済学で利用され
るデータは実社会において取得さ
れるものであるため、誤差やノイズ
が含まれたデータとなる。
本講義では、その点を考慮し、誤差
を取り除いたうえで分析を行う計量
経済学の基礎的な内容を解説す
る。
なお、名称は計量「経済」学である
が、分析手法は経営学の企業分析
においても広く用いられているた
め、経営学を研究する上でも重要な
ものとなる。

第1回：ガイダンス
第2回：統計学の復習１：記述統計を用いたデータの整理
第3回：統計学の復習２：確率統計を用いた検定
第4回：統計学の復習３：区間推定と点推定
第5回：単回帰１：線形回帰式と推定
第6回：単回帰２：推定結果の検定・決定係数
第7回：単回帰３：最小二乗法の諸性質
第8回：演習１
第9回：重回帰１：多変数回帰の回帰式と推定、結果の検定
第10回：重回帰２：説明変数の変換、ダミー変数を用いた質的尺度の定量化
第11回：重回帰３：多重共線性、分散不均一、系列相関
第12回：操作変数法
第13回：パネル推定
第14回：演習２
第15回：講義の復習

受講者の理解度等に応じて内容を変更する場合があります

【予習】事前に配布
する講義資料等を読
んでおく
【復習】各自の研究
関心に応じたデータ
に、講義で学んだこ
とを当てはめてみる

経営
学関
連

経済
学関
連

応用
数学
関連

特に指定し
ない。

初回講義で示す

毎回の講義で
の活動：10％
小レポート：
30％
期末レポー
ト：60％

講義

主に講義形
式で行う
が、可能で
あれば数回
PC演習も行
う。

学部レベルの統計
学や計量経済学の
知識があることが望
ましい。
学部において統計学
や計量経済学に関
連する講義を全く受
講したことがない場
合は、人文社会科学
部の統計学入門もし
くは統計データ分析
Aの講義を並行履修
することを勧める。

月曜日14:30-
15:30

shanada@
hirosaki-
u.ac.jp

受講者の
関心や理
解度に応
じて内容
を変更す
る場合が
あります。
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

金融論
（Monetar
y
Economic
s）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
５・６時限

飯島　裕胤 - レベル5

事業資金の調達や投資によ
る資産形成など，企業や公的
機関における金融的意思決
定を体系的に理解し，適切に
政策運用することのできる能
力を養うこと

事業資金の調達や投資による資産
形成など、企業や公的機関の金融
的意思決定をどのように行うべき
か、現代的な経済学の手法を援用
して明らかにする。ここでは、資産
価値の評価方法やリスクの適切な
捉え方など、企業や公的機関にお
いて直面するであろう金融にとどま
らない一般的な政策の分析・評価に
必要な技法も習得できる。この講義
を通じて、資金調達や投資の場面
で考慮すべき項目とその内容を理
解し、企業や公的機関における金
融的な諸実務を適切に運用するこ
とのできる能力を養う。

第１回：導入：ファイナンスと財務担当者
第２回：現在価値と資本コスト
第３回：現在価値の計算
第４回：普通株式の価値
第５回：純現在価値が最善の投資決定基準となる理由
第６回：純現在価値ルールによる投資判断
第７回：リスク、リターン、資本コスト入門
第８回：リスクとリターン
第９回：資本支出予算とリスク
第１０回：プロジェクトはブラックボックスにあらず
第１１回：正の純現在価値はどこから生まれるのか
第１２回：純現在価値の最大化
第１３回：企業の資金調達と企業の効率性に関する６つの教訓
第１４回：企業の資金調達の概要
第１５回：企業はどのように証券を発行するのか

事前にテキストを一
読すること

経済
学関
連

経営
学関
連

法学
関連

R. A. ブリー
リー、S. C.
マイヤーズ
『コーポレー
トファイナン
ス（上）』日
経ＢＰ社

R. A. ブリーリー、S.
C. マイヤーズ『コー
ポレートファイナンス
（下）』日経ＢＰ社

授業における
毎回の発表と
レポートで評
価する。

演習 発表形式
導入科目の経済学
を受講することが望
ましい

月曜日11：30-
12：30

iijima(at)hi
rosaki-
u.ac.jp
 ※ (at)は
@に置き
換えてく
ださい

なし

133 133

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

地域科学
（Regional
Science）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

大橋　忠宏 - レベル5

青森を含む地方都市や東京
などの大都市，あるいは地域
の問題を社会科学的に理解
すること

青森を含む地方都市や東京などの
大都市，あるいは地域の諸問題を
経済学的に理解するために，都市
の存在理由や都市システム，都市
交通問題などについて青森等の事
例を交えつつ議論する．

予定している内容は以下の通り．
第1回：地域科学とは
第2回：都市はなぜ形成されるか
第3回：都市はどこに形成されるか
第4回：都市内の土地市場
第5回：都市内土地市場と地代の決定：単一中心都市
第6回：サブセンターの形成
第7回：都市の外部性と土地利用の規制
第8回：都市規模と都市システム－市場都市と中心地理論
第9回：工業生産における集積の経済と都市システム
第10回：企業間コミュニケーションと都市規模分布
第11回：都市における交通問題－交通需要と便益
第12回：都市における交通問題－交通混雑と道路利用，混雑対策など
第13回：都市における公共サービス－都市経済と政府
第14回：都市における公共サービス－地方政府における公共財の供給，など．
第15回：地域間交易と空間経済学

事前に教材を一読し
て授業に臨み，自分
の周りの都市や地域
を観察して下さい．

経済
学関
連

経営
学関
連

-

黒田達明・
田渕隆俊・
中村良平：
『都市と地
域の経済学
(新版)』，有
斐閣．佐々
木公明・文
世一：『都市
経済学の基
礎』，有斐
閣．の上記
項目に関連
する部分及
び関連書
籍・論文・報
告書など．

大井尚司・後藤孝夫
『交通政策入門』．佐
藤泰裕『都市・地域経
済学への招待状』有
斐閣．など．適宜紹
介する．

成績の評価
は，報告内容
及び質疑応
答の内容を基
に行う．

講義及
び演習

主に輪読形
式（資料作
成・報告・議
論）とする．

学部レベルのミクロ
経済学・マクロ経済
学・経済数学の知識
が必要である．

木曜日・午前10
時30分～11時
30分

ohashi(at)
hirosaki-
u.ac.jp
(at)を@で
置き換え
て下さ
い．

なし
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弘前大学人文社会科学研究科　令和元年（2019年）度シラバス

(1)
整理
番号

(2)
区分
番号

(3)科目種
別

(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

134 134

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

地理情報
科学
（Geograp
hic
Informatio
n
Science）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
３・４時限

増山　篤 - レベル5
空間分析のための基本的手
法全般に習熟すること

英文テキストによって、空間分析の
ための基本的手法全般を学ぶ。

 第1回導入（空間データ、属性）
 第2回空間データに関する留意点
 第3回空間データの持つ可能性
 第4回伝統的な地図学とジオビジュアライゼーション
 第5回ポイント、ポリゴン、フィールドの視覚化
 第6回空間に関する確率的プロセス
 第7回点パターンの記述
 第8回点パターンの統計的評価の枠組み
 第9回大局的点分布パターンに関する分析

 第10回ポイントの集積箇所を見出す分析
 第11回ポリゴンデータと空間的自己相関
 第12回局所的パターンに関する統計量（Getis-Ord統計量など）
 第13回フィールドタイプデータの分析の基礎
 第14回空間的補間（傾向面分析、クリギングなど）
 第15回オーバーレイ

各回の前に、テキス
トの関連する箇所を
熟読すること。

学際・
新領
域

地理
学関
連

-

O’Sullivan,
D. and
Unwin, D.
(2010)
Geographic
Information
Analysis,
2nd Edition,
Wiley.

必要に応じて紹介す
る。

最終試験に
よって採点す
る。

講義

テキストに
沿って担当
教員が内容
を説明す
る。

学部レベルの統計
学・微積分・線形代
数の知識、地理情報
科学に関する基礎知
識が必要である。

初回に伝える。

masuyam
a(at)hiros
aki-
u.ac.jp
(at)を@に
置き換え
てくださ
い。

なし

135 135

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

マーケ
ティング
論
（Marketin
g）

１，２
選択
科目

2
前
期

金曜日
３・４時限

保田　宗良
地域志向
科目

レベル5

マーケティングの基礎理論，
応用理論を修得することによ
り，国家の役割，社会のあり
かた，経済のメカニズムを複
眼的にとらえる能力を養うこ
と
青森地域の企業のマーケティ
ング戦略を多角的に分析す
ることにより，地域や国際社
会で求められる，社会政策面
での諸政策の立案・実施等に
つなげる実践力・応用力を修
得すること

　マーケティングの歴史、定義、基
礎理論、サービス・マーケティングを
多角的に学習し、社会、経済のメカ
ニズムを複眼的に捉えた後、青森
地域の企業のマーケティング戦略、
特徴のある活動を考察し、地域で求
められる諸政策、まちづくりの方針
について議論を進めます。

1　マーケティングの歴史、定義
2　コトラー、アーカーの文献から学ぶ
3　サービス・マーケティング研究(観光)
4　サービス・マーケティング研究(医療)
5　経営戦略とマーケティング戦略
6　ウェブ・マーケティング活動の動向
7　青森地域の流通業のマーケティング戦略
8　青森地域の有力商店街のマーケティング戦略
9　青森地域の観光業のマーケティング戦略
10　青森地域の消費者問題
11　青森地域の長寿企業のマーケティング活動
12　マーケティング戦略とイノベーション
13　地域ブランドを活用したまちづくり
14　SDロジックの最新研究
15　半期の総括、レポートの要旨の発表

　毎回、復習を行い
ます。次回の予習内
容を示唆します。

経営
学関
連

- -

　邦文、英
文の論文、
資料のコ
ピーを配布
します。

　講義時間に紹介し
ます

　平常点(40
点)＋レポート
(60点)

　平常点は指
定した内容
を、予習によ
り準備してき
たかを重視し
ます。

演習
　通常のゼ
ミ形式

　地域企業のマーケ
ティング活動を事例
に学習します。地域
の専門誌を精読する
と理解が進みます。

　木曜日・金曜
日　12時～12時
30分

　
yasuda(at
)hirosaki-
u.ac.jp
　(at)は@
に置き換
えてくださ
い。

　青森地
域の事例
研究は津
軽地域を
中心に、
青森市、
八戸市に
本社があ
る企業が
対象で
す。

136 136

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

イノベー
ション論
（Innovati
on）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
５・６時限

熊田　憲 - レベル5

イノベーションを理論的・実践
的なレベルで理解するための
知識の獲得を目的とし,戦略
的なイノベーション・マネジメ
ントに向けて，複雑化した社
会経済における実践力・応用
力を身につけること

イノベーションという現象が生み出さ
れるシステムやメカニズム，マネジ
メントを体系的に学び，複雑化した
イノベーション・プロセスにおいて発
生する諸課題について理論的・実
践的に考察します．

第 1回：ガイダンス
第 2回：イノベーション・マネジメントの主要な課題
第 3回：マネジメント・プロセスとしてのイノベーション
第 4回：イノベーション戦略のためのフレームワークの開発
第 5回：国の環境および競争環境における企業のポジション
第 6回：経路：技術軌道を利用する
第 7回：プロセス：戦略的学習のための統合
第 8回：市場から学習する
第 9回：アライアンスを通じて学習する
第10回：内部プロセスをマネージする
第11回：社内ベンチャーから学習する
第12回：イノベーティブな組織を構築する
第13回：イノベーティブな新企業を創造する
第14回：イノベーション・マネジメントへの統合的アプローチ
第15回：イノベーション論まとめ
＊授業の進行状況等により，シラバスと実際の内容と異なる場合には，その都度説明し
ます．

【予習】事前に配布
する資料を読み，自
分なりの考え方や疑
問を持って受講してく
ださい．
【復習】授業で配布さ
れた資料やノートを
整理し，Webなどを活
用して授業の内容に
ついて理解を深める
ようにしてください．

経営
学関
連

- -
教科書は特
に指定しま
せん．

・ジョー・ティッド他『イ
ノベーションの経営学
技術・市場・組織の統
合的マネジメント』
(2004)NTT出版
・一橋大学イノベー
ション研究センター編
『イノベーション・マネ
ジメント入門（第2
版）』(2017)日本経済
新聞社
・その他，講義の中で
適宜，紹介します．

報告と発言の
内容で評価し
ます．

演習
ゼミ形式で
行います．

経営学に関する基礎
的な知識が必要で
す．

火曜日：11:50
～12:40
事前にメールに
てコンタクトを
取ってください．

kumata(at
)hirosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い．

特になし

137 137

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

経営管理
論
（Manage
ment of
Business
Theory）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
５・６時限

髙島　克史 - レベル5

経営戦略の概念・考え方・論
理について，言葉上知ってい
るというレベルを超えて，ビジ
ネス記事・新聞・企業のプレ
スリリースなどの事例を通し
て理解すること
多様な企業の事例を通じて，
戦略の有効性や限界につい
て論理的に指摘できるように
なること

経営管理で扱う主たる問題は「人の
問題」「組織の問題」「経営戦略の
問題」の3つです。その中でも本講
義では「経営戦略の問題」に焦点を
当てて講義を進めていきます。
そして，経営戦略における概念・考
え方・論理を理論的に理解するとと
もに，実践においてはどのように経
営戦略の考え方や論理が展開され
ているのか実例を通じて理解・考察
していきます。

第1回　オリエンテーション
第2回　経営戦略とは何か
第3回　競争優位の実現と維持
第4回　差別化
第5回　顧客価値の実現
第6回　製品ライフサイクル
第7回　競争ポジション
第8回　業界の構造分析
第9回　コスト・リーダーシップ
第10回　多角化
第11回　多角化企業の資源配分
第12回　垂直統合
第13回　事業の定義と企業ドメイン
第14回　企業活動領域の設定と再構成
第15回　経営戦略の策定
第16回　振り返り
※授業の進行状況等により，シラバスと実際の内容と異なる場合には，その都度説明し
ます。

予習：毎回講義終了
時に，次回講義まで
に読んでくる文献の
範囲を指定します。
受講者は指定文献
を読んだうえで，任
意で事例を選択・分
析してください。
復習：講義で議論し
た内容を整理し，文
献を読み直してくださ
い。

経営
学関
連

社会
学関
連

-

網倉久永・
新宅純二郎
(2011)『経
営戦略入
門』日本経
済新聞社

講義中に必要に応じ
て指定します。

平常評価（平
常の発表，毎
回の提出
物）：40％ 期
末評価（期末
レポート）：
60％

演習

事前に読ん
できた文献
と事例をレ
ジュメにまと
めて，報告
を行っても
らいます。

経営学に関する基礎
的知識が必要です。

木曜日8時40分
～10時10分

katsushi(
at)hirosak
i-u.ac.jp
※(at)を
＠に置き
換えてく
ださい。

なし

138 138

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

商法
（Commer
cial Law）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

長谷河　亜
希子

- レベル5

商事法分野の問題に関して，
基礎的知識の修得に留まら
ず，研究論文を読みこなした
うえで分析し，私見を述べる
能力を身につけること

　商事法分野の法律について、論
文や判例等（場合によっては外国
語文献を含む）について、受講生の
皆さんから判例評釈や論文内容の
検討を報告していただきながら、理
解を深めていきたいと思います。最
終的には、内容については、受講
生の皆さんと相談のうえ、決定した
いと思います。

現時点では以下が候補です。
「フランチャイズ判例を読む」
コンビニなどのフランチャイズ（FC）問題に関連する判例等を読み、検討する。
以下のような諸問題に関連する判例を取り上げる。

１．担当決め
２．FC問題概要（教員からの説明）
３．本部の情報開示義務違反
４．本部の指導援助義務違反
５．本部の品質確保義務違反
６．本部によるFC契約の更新拒絶
７．FC契約の解約を巡る諸問題
８．コンビニのチャージ（ロイヤリティ）訴訟
９．本部の仕入れ代金報告義務
１０．見切販売の制限に関する損害賠償訴訟
１１．コンビニの深夜間営業の強制差止訴訟
１２．FC契約終了後の競業避止義務訴訟
１３．　コンビニ加盟者（店長等として実際に店舗勤務している加盟者）の労働者性
14，15　受講者の修論報告
など

報告者は、担当する
判例や論文につい
て、要約をし、検討を
行う。
報告者以外の受講
生は、判例・論文を
熟読してくる。

法学
関連

- -
適宜提示し
ます。

適宜提示します。

授業での、報
告（受講者数
によっては数
回報告を担当
することにな
ります）、質問
等の発言（毎
回発言を求め
ます）による。

演習
受講生によ
る報告、質
疑応答。

特になし

火曜日7・8時
限。研究室は人
文棟３階の３２
３研究室

－ なし
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弘前大学人文社会科学研究科　令和元年（2019年）度シラバス

(1)
整理
番号

(2)
区分
番号

(3)科目種
別

(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

民法
（Civil
Law）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
５・６時限

吉村　顕真 - レベル5

民法上の契約関係の規定が
「契約の成立から終了まで」と
いうプロセスのどの段階で使
われるのかを理解すること
重要な判例について何が問
題であるのか，どのように解
釈しているのかなどを理解す
ること

契約法に関する文献及び重要判例
を読んだうえで、それについて検討
していきます。

以下のテーマの順に従って授業を進めていきます。

第１回　　イントロダクション
第２回　　契約の成立、契約の有効性１：契約主体に対する規制
第３回　　契約の有効性２：契約成立過程における意思表示に対する規制
第４回　　契約の有効性３：契約内容に対する規制
第５回　　契約の有効性４：消費者契約法による規制
第６回　　代理人による契約の成立１：有権代理
第７回　　代理人による契約の成立２：無権代理・表見代理
第８回　　履行過程における牽連関係
第９回　　契約違反とその救済
第１０回　債権の回収１：弁済
第１１回　債権の回収２：相殺
第１２回　債権の回収３：債権譲渡
第１３回　債権の保全１：債権者代位権
第１４回　債権の保全２：詐害行為代位権
第１５回　契約の終了

適宜、指示します。
法学
関連

- -
初回の授業
時に指示し
ます。

適宜、指示します。
報告：80％
提出物：20％

演習

受講生の人
数にもよる
が、毎回、１
人の報告者
に報告して
もらった上
で、それに
対して参加
者による質
疑・応答を
するという
形で進めて
いく予定で
す。

特にありません。
水曜日１０：３０
～１１：３０

初回の授
業時にお
知らせし
ます。

特にあり
ません。
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

グローバ
ル経営論
（Global
Managem
ent）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
５・６時限

森　樹男 - レベル5
グローバル経営の基礎を修
得することと，習得した知識
の応用力を身につけること

グローバル時代における企業経営
について理論的，実践的な考察を
行っていきます。

テキストにしたがい，グローバル経営の考え方を体系的に学習していきます。
テキストの内容は，以下の通りです。

第１回　イントロダクション
第２回　日本企業の国際ビジネスの変遷と課題
第３回　グローバル企業の国際経営戦略と組織
第４回　国際マーケティング
第５回　国際生産
第６回　国際研究開発
第７回　国際人的資源管理
第８回　中国と日本企業
第９回　ASEANと日本企業
第10回　南アジアと日本企業
第11回　アフリカと日本企業
第12回　M & Aと国際ビジネス
第13回　プロフェッショナルサービスと国際ビジネス
第14回　ツーリズムと国際ビジネス
第15回　POPカルチャーと国際ビジネス

［予習］テキストを読
み，議論したいテー
マを用意してきてくだ
さい。
［復習］授業で取り上
げたトピックスに関連
した書籍や論文を探
し，読んでください。

経営
学関
連

- -

山口隆英、
古沢昌之編
著『国際ビ
ジネス入
門』（白桃書
房）（2017年
3月発行予
定）

諸上茂登，藤澤武
史，嶋正編著『国際
ビジネスの新機軸』
（同文舘出版）
森樹男『日本企業の
地域戦略と組織』（文
眞堂）
藤澤武史・伊田晶弘
編著『新多国籍企業
経営管理論』（文眞
堂）
安室憲一編著『ケー
スブック　ビジネスモ
デル・シンキング』（文
眞堂）

授業参加の
程度と期末レ
ポートにより
評価します。

演習
輪読形式を
予定してい
ます。

常に企業経営に関
心を持ち，様々なメ
ディアからの情報も
得るように努めてくだ
さい。

木曜　17時40分
～18時30分
事前にメールで
連絡があれば，
その都度対応

mori(at)hi
rosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

経営組織
論
（Manage
ment
Organizati
on）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
５・６時限

大倉　邦夫 - レベル5

経営組織論に関する基本的
な諸理論を理解すること。ま
た，修得した知識を踏まえ，
企業という組織に関わるさま
ざまな課題を複眼的に考察
し，その改善点を提案してい
く実践力を身につけていくこ
と。

　この授業では、ミクロ組織論、マク
ロ組織論の代表的なトピック（例：モ
チベーション、リーダーシップ、組織
デザイン等）を取り上げ、それぞれ
の主要な理論について学習してい
きます。また、企業経営における組
織の問題を分析する力を養うため
に、受講者には企業の事例研究に
取り組んでもらうことになります。

第1回イントロダクション（授業に関する全体的な説明）
第2回多様な組織の捉え方
第3回組織の成員の動機づけ
第4回リーダーシップ
第5回変革型リーダー
第6回組織文化
第7回新制度派組織理論
第8回組織学習
第9回戦略的提携
第10回組織間学習
第11回組織構造のデザイン
第12回多様な組織構造
第13回事例研究(1) 研究テーマと調査対象の決定
第14回事例研究(2) 文献調査の中間報告
第15回事例研究(3) 調査結果の発表

【予習】課題となる文
献を事前に読み込
み、要約を作成する
ことが求められま
す。
【復習】授業での議
論の内容をまとめ、
関連する文献を読
み、理解を深めるこ
とが求められます。

経営
学関
連

- -

桑田耕太
郎・田尾雅
夫（2010）
『組織論 補
訂版』有斐
閣

佐藤郁哉・山田真茂
留（2004）『制度と文
化－組織を動かす見
えない力－』日本経
済新聞出版社

平常評価（授
業への参加
度）：30％
期末評価（事
例研究の発
表）：70％
上記を合算し
て、最終的な
成績評価を行
う予定です。

演習

演習形式と
します。具
体的には1
人の報告者
が事前に割
り当てられ
た箇所につ
いて、レジュ
メを作成し、
報告をしま
す。

自ら考え、自ら調査
するということを実践
してもらいますので、
予習・復習が必ず求
められます。

金曜日3・4時限

k_ohkura(
at)hirosak
i-u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

特になし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

実証会計
学
（Demonst
rate
Accounti
ng）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

加藤　惠吉 - レベル5

会計論文作成に役に立つ論
文を概観すること。統計的手
法のスキルを獲得し実証系
論文を作成できるようになる
こと

会計学に関する主要な海外ジャー
ナルの傾向を見ると統計的手法を
用いた実証的なア プローチの論文
が多数を占めている。また、日本に
おいても、2000年代以降同様なアプ
ローチ の論文が多く見受けられる
ようになってきた。これらをふまえ本
講においては、実証的アプロ ーチ
を用いた論文を実際にとりあげ考察
を進めていく。

授業計画
第１回：オリエンテーション
第２回：企業価値と資本市場
第３回：実証会計における企業価値と資本市場の関係性
第４回：企業価値と企業価値評価の考察(1)EVA、Cash Flow
第５回：企業価値と企業価値評価の考察(2)インタンジブルの評価
第６回：企業価値と企業価値評価の考察(3)企業価値のマネジメント
第７回：資本コストと実証会計学の関係性
第８回：無形資産と実証会計(1)ブランド価値評価
第９回：無形資産と実証会計(2)研究開発資産の評価
第１０回：無形資産の有用性分析(1)ブランドマネジメント
第１１回：無形資産の有用性分析(2)コーポレートブランド
第１２回：実証会計論文の構成(1)日本の実証研究ジャーナルの考察
第１３回：実証会計論文の構成(2)欧米の実証研究ジャーナルの考察
第１４回：論文のリサーチデザイン(1)論文作成上の重要項目の考察
第１５回：論文のリサーチデザイン(2)実践編

学部レベルの会計学
関連科目の復習をし
ておいてください。

経営
学関
連

- -
開講時に相
談の上指定
する。

石塚博司『実証会計
学』中央経済社

授業への参
加（50％）、課
題の評価
（50％）

講義
講義形式と
演習形式の
併用

講義においては英語
の文献も扱うことも
あるので留意するこ
と。

月曜12：00-12：
30

－ なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

財務報告
論
（Financial
Reporting
Theory）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
７・８時限

内藤　周子 - レベル5

財務報告に関する修得した
専門知識・技能を横断的に連
携させて，地域や国際社会で
求められる社会経済面での
諸政策の立案・実施等につな
げる能力を養うこと。より具体
的には次の二点を念頭にお
いている。
財務会計における基本的な
概念を理解すること
財務会計の役割を理解する
こと

（1）ディスクロージャー制度におい
て開示される会計情報を研究・分析
するために習得すべき基礎的な知
識と方法について解説する。

第１回：イントロダクション：財務会計の役割
第２回：財務会計と論証に関する方法論
第３回：利潤、所得と会計利益
第４回：資本維持の考え方
第５回：資本維持と資産負債アプローチ
第６回：実現概念の適用
第７回：収益認識の応用問題
第８回：対応原則の意義
第９回：経営者行動の情報価値
第１０回：費用の期間配分：在庫評価
第１１回：費用の期間配分：減価償却
第１２回：会計規制の古典的見方
第１３回：会計基準と概念フレームワーク
第１４回：会計基準設定に関する論点
第１５回：グローバル化の進展と会計基準
第１６回：定期試験

講義において扱う財
務会計上の概念に
ついて整理を行うこ
と。

経営
学関
連

経済
学関
連

-

大日方隆
『アドバンス
ト財務会計
（第2版）』中
央経済社、
2013年。

随時、案内する。

定期試験
（80％）、毎回
の授業の最
後に提出する
小レポート
（20％）

講義

講義を中心
に行いま
す。随時、
ハンドアウト
を配布し
て、計算問
題を解いた
り論述を行
う予定で
す。

簿記や会計学に関
する基礎的な知識が
あることを前提として
講義を行います。

金曜日5.6時限
目

naito-
s(at)hiros
aki-
u.ac.jp
　※(at)は
@に置き
換えてく
ださい。

なし。
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別
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(5)対
象学
年

(6)必
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(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 総
合文化社
会研究
コース

原価計算
論（Cost
Accounti
ng）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
３・４時限

小杉　雅俊 - レベル5

原価計算分野の諸領域に関
する高度な専門知識・技能を
習得していること
修得した専門知識・技能にも
とづき，製造業を中心とする
実際の企業が直面する経済
環境の変化に対応した，経営
管理につなげることのできる
実践力・応用力を身につけて
いること

○ 品質原価計算(Quality Costing)
の学習を通じて、戦略的コスト・マネ
ジメントを理解する
○ 品質原価計算の理論的なフレー
ムワークを中心に、実務適用に際
する論点を文献輪読・議論形式で
理解していく
○ 理論的な把握に際しては、品質
原価計算の史的展開を振り返る。
理論が概念形にとどまっていないか
を検討するために、文献サーベイを
通じて、実務適用面についての検
討を行なっていく
○ 一連の授業を通じて、会計ツー
ルを実務適用するとはどういうこと
なのか、戦略的コスト・マネジメント
とは何か、深く考察していく

基本的にゼミナール形式の授業を行う。指定テキストだけにとどまらず、関連する英語文
献などを読み込んでいく。
輪読形式の発表と、発表内容に基づいた議論・討論を通じ、授業を展開する。
以下に各授業回の内容を示す。

第1回授業 ガイダンス・文献紹介とイントロダクション
第2回授業 品質原価計算の史的展開(1)生成段階から1980年代まで
第3回授業 品質原価計算の史的展開(2)1990年代以降
第4回授業 品質原価計算のフレームワークに関する理論的検討
第5回授業 国内におけるPAFアプローチの適用事例
第6回授業 アメリカにおけるPAFアプローチの適用事例(1)...製造業における適用事例1
第7回授業 アメリカにおけるPAFアプローチの適用事例(2)...非製造業における適用事例2
第8回授業 アメリカにおけるPAFアプローチの適用事例(3)...製造業における適用事例3
第9回授業 アメリカにおけるPAFアプローチの適用事例(4)...非製造業における適用事例4
第10回授業 ABC/ABMを取り入れた品質原価計算の適用事例
第11回授業 イギリスにおけるプロセスコストモデルの展開
第12回授業 ヨーロッパにおけるプロセスコストモデルの適用事例(1)...製造業における適
用事例
第13回授業 ヨーロッパにおけるプロセスコストモデルの適用事例(2)...非製造業における
適用事例
第14回授業 品質原価計算と戦略的コスト・マネジメント
第15回授業 総括

[予習] 教科書・参考
文献などを、輪読に
向けて読み込む。そ
の上で、各回のテー
マや課題について取
り組むこと。
[復習] 授業でのディ
スカッションを中心
に、論点をしっかりと
整理すること。

経営
学関
連

学際・
新領
域

-

浦田隆広
(2011)『アメ
リカ品質原
価計算研究
の視座』創
成社。

多数により、適宜授
業内で紹介していく。

文献輪読発
表・議論参加
(50%)、課題評
価(50%)

演習

輪読形式で
あり、全受
講者は教科
書・関連文
献の指定範
囲を予習す
ることが求
められる。

・受講希望者は、こ
のシラバスを事前に
しっかりと読み、必ず
第1回授業を受講し
輪読の割り当てを確
認すること。
・本授業では英語文
献を用いた授業を行
うが、あくまでも原価
計算論の授業であ
る。
・日商簿記2級レベ
ル以上の工業簿記・
原価計算における基
礎的な理論を前提と
して授業を進める。
授業開始前までに
しっかりと復習するこ
と。

火曜日12:00-
12:30、この時間
に限らず随時対
応しますのでご
相談ください。

k*os*ug*i
[at]
hirosaki-
u.ac.jp
上記の*
を全て削
除し、[at]
を＠に変
換してくだ
さい。

授業の進
行状況等
により、シ
ラバスと
実際の内
容が異な
る場合に
は、その
都度説明
します。
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

農村社会
史
（Agrarian
Studies）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
３・４時限

白石　壮一
郎

地域志向
科目

レベル5

論文6－7本分ほどの内容を
基礎知識とともに平易に噛み
砕きながら学び，そこから議
論する力，まとめて書く力を
つけていくこと

戦後高度成長期における農村-都
市移動（向都離村）の内容と、その
後背地である農村社会の変容につ
いて学ぶ。

01．導入：近代性と移動
02．伝統家族とイエ制度
03．戦後日本農村の「民主化」
04．農村-都市移動と都市化
05．高度成長と産業構造の変化
06．農家次三男移動説
07．地域移動と職業移動との関係
08．リプセット＝ベンディクス仮説
09．上京者の情景：まなざしの地獄（1）
10．上京者の情景：まなざしの地獄（2）
11．中高等教育の拡大と移動アスピレーション（1）
12．中高等教育の拡大と移動アスピレーション（2）
13．農家後継ぎ問題と家族の変容
14．後期近代へ
15．まとめ

参考文献を各自が
予習（レジュメ担当で
の講読はなし）

文化
人類
学関
連

社会
経済
農学
関連

民俗
学関
連

テキストは
とくになし。
資料・文献
は講義時に
適宜配布・
紹介する。

適宜紹介する。
講義への参
加、議論、短
いレポート

講義

文献内容を
もとにした
講義が6
割、それを
ふまえた議
論が4割

予習をふまえて聴講
と議論をする。

水曜日昼休み
～14:00。なお、
履修希望者は
第1回講義前に
白石研究室（人
文331）まで。

http://hir
osakihum
anics.blog
spot.com

なし

146 146

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

地域活動
論（Rural
Innovatio
n）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
１・２時限

近藤　史
地域志向
科目

レベル5

地域活動とそれに関わるさま
ざまなアクターを総合的にと
らえる視野を養い，それを自
らの研究に生かせるようにな
ること

地域づくりにどのような仕組みや取
組みが試みられているのか、どうす
れば地域内外の人びとを巻き込み
ながら活動を展開していけるのか。
地域資源をいかした着地型観光の
事例を参考にしながら、受講生の関
心に応じたテーマで青森県の課題
にアプローチする地域活動の企画
を検討する。

第1回　イントロダクション
第2回～第8回　大社充『体験交流型ツーリズムの手法』の輪読
　第2回　第1章　地域主導で生まれ変わろうとする国内の旅
　第3回　第2章　求められる本物の旅とは
　第4回　第3章　地域に求められるマーケティング能力
　第5回　第4章　地域の魅力を引き出す滞在型プログラム
　第6回　第5章　地域資源の活かし方
　第7回　第6章　地域主導の旅づくりに求められる人材
　第8回　第7章　地域がつくる旅の未来を考える
第9回～第14回　課題研究（グループワーク）
　第9回　課題研究のテーマの検討
　第10回　対象地域・課題の現状分析１
　第11回　対象地域・課題の現状分析2
　第12回　企画のアイディア表出・整理
　第13回　企画の具体化
　第14回　企画のプレゼンテーション
　第15回　振り返りと総合討論

この授業では、予習
を重視します。 当該
テーマについて関連
文献や統計資料等
を用いて青森地域の
情報を収集して授業
に臨んでください。復
習では講義レジュメ・
ノートを見直して、理
解を深めましょう。

学際・
新領
域

文化
人類
学関
連

社会
学関
連

大社充2008
「体験交流
型ツーリズ
ムの手法―
地域資源を
活かす着地
型観光」学
芸出版社

必要に応じて授業中
に指示する

評価方法：文
献読解・事例
探索の発表
内容（60%）
と，討論での
活動（40%）か
ら評価する。

演習
演習（グ
ループワー
クを含む）

特になし

火曜12:00-
12:30。
出張や会議で
対応できない場
合もあります。

－ なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

合意形成
論
（Consens
us
Building）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
３・４時限

平井　太郎
（地域社会
研究科）

地域志向
科目

レベル5

社会のありかたを複眼的に
捉え洞察する能力を養うこと
修得した専門知識により持続
可能な社会形成に資する能
力を養うこと

持続可能な将来像という地域のビ
ジョンの実現には、社会科学から自
然科学に至る広範な学問的知見
を、現場の当事者が地域の文脈に
沿って位置づけなおす必要がある。
そうした学問的知見のローカルな文
脈化に求められる方法論について
は、社会学分野では｢社会的構築
論｣や｢合意形成論｣といった名の下
に試行錯誤が続いている。本授業
では、そのような現在進行的な学問
的探究の背景を理解するとともに、
それらの方法論を受講者自身も駆
使し、さらには自ら更新したりできる
よう、実践的に修得する。

授業計画
第１回：オリエンテーション：｢社会的構築論｣と｢合意形成論｣について概観する。
第２回：社会的構築主義とは何か：Ａ・シュッツによる学問的基礎をを確認する。
第３回：構築主義論争：2000年代以降のグローバルな社会的構築主義をめぐる論争の焦
点を確認する。
第４回：研究対象と研究主体の相互作用：ホーソーン効果などから研究を通じ社会実践
が構築される論理を確認する。
第５回：合意形成における参加設定：合意形成の単位に対する参加、排除と包摂などの
論点を学ぶ。
第６回：境界的主体と客体：参加の多様性を確保する(研究者や研究の)境界性について
議論する。
第７回：合意形成における目標設定：参加を導く目標設定をめぐる論点を学ぶ。
第８回：目標と合理性：合意形成の単位である｢社会｣の構築原理について再確認する。
第９回：合意形成における時間軸設定：目標設定と不可分な時間軸の設定をめぐる論点
を学ぶ。
第10回：正統性：参加･目標･時間軸設定の基準である正統性をめぐる論点を議論する。
第11回：評価：合意形成の社会的構築を展開する原動力となる評価の論点と手法を学
ぶ。
第12回：ケーススタディ『対話型組織開発』：経営学における合意形成論の具体例を素材
に議論する。
第13回：ケーススタディ『Action Research in Policy Analysis』：政策科学における合意形
成論の具体例を素材に議論する。
第14回：ケーススタディ『Action Research in Policy Analysis』：社会学における合意形成
論の具体例を素材に議論する。
第15回：総括と展望：講義の内容を総括すべく振り返りを行う。

[予習]出された課題
に取り組む。
[復習]出された課題
に取り組む。

社会
学関
連

政治
学関
連

社会
経済
農学
関連

『対話型組
織開発』
(ブッシュ＆
マーシャル
著、中村和
彦訳、2018
年、英知出
版刊)
"Action
Research in
Policy
Analysis"(B
artels＆
Wittmayer
編著、2018
年、
Routeledge
刊)

『入門組織開発』(中
村和彦著、2015年、
光文社新書)
『現実はいつも対話
から生まれる』(ガー
ゲン＆ガーゲン著、
伊藤守訳、2018年、
ディスカバー･トウェン
ティワン刊)

課題提出
100％

演習 演習 なし

of-
hirai@nifty.com
に問い合わせ
ること。

of-
hirai@nift
y.com

なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

地方財政
論（Local
Public
Finance）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
５・６時限

金目　哲郎 - レベル5

地方財政論に関する最新の
学問理論と方法論を習得す
ること
自治体財政をめぐる研究課
題を的確にとらえ，具体的な
解決の方策を提示する力を
養うこと
政策的な視点に立った課題
解決の方法を，地方自治体
や国に対して提起できる能力
を養うこと

政府間財政関係，地方財政，財政
と地域経済との関係について，歴史
的・制度論的な視点から検討しま
す。財政学の視点から，自治体財
政にかかる諸問題の現状分析と将
来展望を行います。

第１回　ガイダンスおよび講義（現代の地方自治と地方財政）
第２回　受講生による報告と討論（地方財政の歴史的展開）
第３回　受講生による報告と討論（地方自治体の役割と経費）
第４回　受講生による報告と討論（地域経済と地方財政）
第５回　受講生による報告と討論（まちづくりと地方財政）
第６回　受講生による報告と討論（環境・エネルギーと地方財政）
第７回　受講生による報告と討論（災害と地方財政）
第８回　受講生による報告と討論（少子高齢社会と地方財政）
第９回　受講生による報告と討論（地方自治の財政基盤）
第10回　受講生による報告と討論（地方税と課税自主権）
第11回　受講生による報告と討論（地方交付税と国庫支出金）
第12回　受講生による報告と討論（地方債と地域金融）
第13回　受講生による報告と討論（地方公営企業と第三セクター）
第14回　受講生による報告と討論（予算制度と住民自治）
第15回　受講生による報告と討論（総括，政府間財政関係や地方財政をめぐる課題）
授業の進行状況や選定する文献等により，シラバスと実際の内容と異なる場合がありま
す。

毎回，報告用のレ
ジュメを作成する必
要があります。

経済
学関
連

- -

第１回目の
授業で指示
します。な
お，受講生
の関心に基
づき，下記
の参考文献
や他のテキ
ストを購読
することも
可能です。
初回ガイダ
ンス時に相
談のうえテ
キスト等を
選定しま
す。
このほか，
必要に応じ
て資料を配
付します。

金澤史男『福祉国家
と政府間関係』
（2010）日本経済評
論社
篠原正博ほか編著
『テキストブック地方
財政』（2017）創成社
重森暁・植田和弘編
『Basic地方財政論』
（2013）有斐閣ブック
ス
上記のほか，必要に
応じて授業時に提示
します。

レジュメの報
告：80％
討論の内容：
20％
上記を合算し
て，最終的な
成績評価を行
う予定です。

演習

輪読方式で
す。受講者
によるレ
ジュメ報告
に基づき，
討論しま
す。
このほか，
必要に応じ
て教員が配
付資料を用
意し，地方
財政論に関
する基本的
事項を説明
する場合が
あります。

特になし。
水曜日12時～
13時（他の曜
日・時限でも可）

kaname-
t(at)hiros
aki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い。

特にな
し。

149 149

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

社会保障
法（Social
Security
Law）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
７・８時限

成田　史子 - レベル5

日本における社会保障法の
各テーマについて，その論点
を整理し，学説・判例等を分
析したうえで理解すること
外国法との比較を行うこと
で，日本の現行規制の問題
点を客観的に捉えること

社会保障法法の各テーマについ
て、日本法の検討を中心に行う。
その際、文献を用いて学説を整理・
検討し、重要判例の検討を行う。
また、必要に応じて外国法、とりわ
けドイツ法との比較検討を行う。
以上の作業を通じ、日本の現行規
制の問題点を客観的に捉え、解釈
論または立法論的検討を行う。

第1回：ガイダンス
第2回：公的扶助に関する現行規制
第3回：公的扶助に関する学説
第4回：公的扶助に関する判例
第5回：労働災害に関する現行規制
第6回：労働災害に関する学説
第7回：労働災害に関する判例
第8回：雇用保険に関する現行規制
第9回：雇用保険に関する学説
第10回：雇用保険に関する判例
第11回：育児休業に関する現行規制
第12回：育児休業に関する学説
第13回：育児休業に関する判例
第13回：比較法検討①（公的扶助・労働災害）
第14回：比較法検討②（雇用保険・育児休業）
第15回：解釈論・立法論的検討
 （※講義の進行状況等により、シラバスと実際の内容とが異なる場合には、その都度説
明する。）

報告担当箇所につ
いて、毎回レジュメを
作成すること。
報告担当ではない場
合も、使用する文献・
判例等をしっかり読
んでくること。

法学
関連

- -

○笠木映
里・嵩さや
か・中野妙
子・渡邊絹
子『社会保
障法』（有斐
閣，2018
年）（5,000
円+税）
○岩村正彦
編「社会保
障判例百選
〔第5版〕」
（有斐閣，
2016年）
（2,500円+
税）
○最新の六
法（出版社
は問わな
い）
 （※その他
使用する文
献や判例に
ついては、
適宜指示す
る。）

特になし。

平常評価：
70％
期末評価（期
末レポート）：
30％

演習

毎回、割り
当てられた
文献や判例
などをレ
ジュメにまと
め、報告を
行う。
その後、受
講者全員で
議論を行
う。

毎回の予習をしっか
り行うこと。

火曜1・2限目。

http://hu
e2.jm.hiro
saki-
u.ac.jp/ht
ml/10000
0551_ja.ht
ml

特にな
し。

150 150

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

人権論
（Human
Rights
Theory）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
５・６時限

河合　正雄 - レベル5

日本の犯罪者処遇の概要を
理解すること
日本の犯罪者処遇の現状か
ら，これからの人権論のあり
方を考察すること

今年度は、2冊の文献をテキストとし
た上で、犯罪者処遇を題材として日
本の人権論について考えていきま
す。

第1回 ：オリエンテーション、今後の方針決め
第2回 ：出所支援者の不安を語る前に、司法福祉の基礎知識（<1>序章・1章）
第3回 ：当事者主体の支援の必要性、出所者支援に必要な社会資源（<1>2・3章）
第4回 ：不動産業者のリスクを軽減させるものは何か、雇用主の躊躇を取り除くものは何
か（<1>4・5章）
第5回 ：出所者支援における法律家の役割、出所者支援におけるソーシャルワーカーの
役割（<1>6・7章）
第6回 ：少年犯罪の社会的構築と実相、少年非行の実証研究（<2>1、2）
第7回 ：少年司法の現状と課題（<2>3）
第8回 ：日本の刑罰は誰を何のために罰しているのか（<2>4）
第9回 ：日本のポピュリズム刑事政策（<2>5）
第10回：最近の刑事立法は何を実現しようとしているのか（<2>6）
第11回：刑罰のコントラスト（<2>7）
第12回：日本における死刑と厳罰化の犯罪抑止効果の実証分析、再犯防止と更生のた
めの取組（<2>8、9）
第13回：司法と福祉の連携、薬物政策の未来予想図（<2>10、11）
第14回：犯罪からの離脱、エビデンスに基づく防犯（<2>12、13）
第15回：地域社会を活かした犯罪予防、手続き的公正（<2>14、15）
授業の進行状況等により、シラバスと実際の内容と異なる場合には、その都度説明しま
す。

毎週相当な分量にな
りますが、学習効果
を高めるために、報
告を担当者されない
場合も、事前に文献
を熟読してください。

法学
関連

- -

<1>掛川直
之編著『不
安解消！出
所者支援―
わたしたち
にできるこ
と』（旬報
社、2018
年）1,800円
+税
<2>浜井浩
一編『シ
リーズ刑事
司法を考え
る第6巻　犯
罪をどう防
ぐか』（岩波
書店、2017
年）3,600円
+税

川出敏裕ほか『刑事
政策（第2版）』（成文
堂、2018年）3,500円+
税

報告内容や
授業への貢
献、受講状況
によって評価
します。

演習

担当者によ
る20分程度
の報告（テ
キストの要
約と検討）
の後に、皆
で議論をす
るゼミ形式
で行いま
す。

人権論や刑事政策
に興味関心がある方
を歓迎しますが、毎
週相当な分量を読み
こなすことにご留意く
ださい。

水曜日5・6限で
すが、オフィス
アワーに限らず
在室時であれ
ば喜んで対応
いたします。

http://hu
e2.jm.hiro
saki-
u.ac.jp/ht
ml/10000
0700_ja.ht
ml

特になし

151 151

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

地方自治
論（Local
Governm
ent）

１，２
選択
科目

2
後
期

金曜日
９・１０時
限

児山　正史 - レベル5

地方自治に関するさまざまな
知識・見方を身につけた上
で，地方自治の諸問題につ
いて論じられるようになること

地方自治に関わる諸問題について
検討します。受講者の関心に応じ
て、地方自治に関する概説書、研究
書、資料など、さまざまな文献を講
読し、討論します。

詳細については受講者の関心に応じて決定します。
参考までに、例えば、下記のような内容で行います。
（村松岐夫編『テキストブック　地方自治　第２版』を主な教材とする場合。）
第１回　イントロダクション
第２回　現代国家における地方自治
第３回　日本の地方自治の発展
第４回　各国の地方自治
第５回　自治体の統治システム
第６回　地方税財政
第７回　地方自治体の組織と地方公務員・人事行政
第８回　ガバナンス時代の地方自治
第９回　合併と広域連携
第１０回　教育
第１１回　福祉政策と費用負担
第１２回　近現代の地方自治思想
第１３回　戦後の地方自治論
第１４回　１９８０年代以降の地方自治論
第１５回　地方分権論

文献を読んだ上で、
その要点を発表でき
るように準備する必
要があります。

政治
学関
連

- -

受講者の関
心に応じて
決定しま
す。

授業内容と受講者の
関心に応じて紹介し
ます。

平常評価（文
献の理解度、
授業中の発
言など）。

演習

受講者が文
献の要点を
発表し、教
員が補足説
明し、相互
に討論しま
す。

初回の授業に出席
する際に、地方自治
の何に関心があるか
を考えておいてくださ
い。

金曜日７・８時
限（他の曜日・
時限でも可）。

koyamatd
@hirosaki
-u.ac.jp

特にあり
ません。
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(5)対
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(8)
学
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(9)曜日・
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(10)担当教
員（所属）

(11)地域
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(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
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法
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識
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ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

152 152

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

北東北雇
用政策論
（Employm
ent
Policies
of North
Tohoku）

１，２
選択
科目

2
前
期

水曜日
３・４時限

李　永俊
地域志向
科目

レベル5

本講義では，さまざまな公表
データを用いて，北東北の労
働市場の問題点を明らかに
し，その解決策を検討するこ
と

本講義では労働市場の現状を多角
的に把握するために、地域労働市
場に関する諸文献を輪読する。そ
の上で、各受講者がデータに基づく
北東北労働市場の現状把握と政策
提言を行う。

　1回　　イントロダクション
　2～3回　　労働市場の見方について
　4～5回　　失業の経済学
　6～7回　　北東北労働市場の失業構造
　8～9回　　北東北の若年者労働市場
　10～11回　「東京」に出る若者たち
　12～14回　ワークショップ　－北東北労働市場の現状と課題－
　15～16回　研究成果報告会

毎回の授業で輪読
する部分を事前で読
んで、報告レジメを
準備するようにしてく
ださい。

経済
学関
連

- - 特になし
必要に応じて参考文
献、論文リストを紹介
します。

平常評価（平
常の発表な
ど）：20％
中間評価（中
間発表など）：
30％
期末評価（最
終報告、期末
レポート）：
50％

講義

講義形式と
演習形式を
併用しま
す。

特になし
毎週水曜日　午
前10時00分～
12時00分

yjlee@hiro
saki-
u.ac.jp

特になし

153 153

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

刑事司法
論
（Criminal
Justice
Theory）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
１・２時限

平野　潔 - レベル5

刑事訴訟法，刑事政策に関
する高度な専門知識を身に
つけ，それに基づいて現実社
会において生じている問題を
分析することができること
刑事訴訟法，刑事政策の基
本的な考え方を身につけた
上で課題に取り組み，現在の
刑事裁判手続や刑事政策の
在り方に対する深い洞察が
行えるようになること

 論文等を読むことによって刑事訴
訟法、刑事政策に関する高度な専
門知識をまずは身につけます。その
上で、あるべき刑事裁判手続き、あ
るべき刑事政策の姿を、受講者同
士のディスカッションを通じて考えて
いきます。

第１回　ガイダンス
第２回　刑事訴訟手続きに関する諸問題（１）―捜査を中心に―
第３回　刑事訴訟手続きに関する諸問題（２）―公判を中心に―
第４回　刑事訴訟手続きに関する諸問題（３）―証拠を中心に―
第５回　裁判員制度をめぐる諸問題（１）―憲法との関係性を中心に―
第６回　裁判員制度をめぐる諸問題（２）―市民の司法参加を中心に―
第７回　裁判員制度をめぐる諸問題（３）―裁判員制度見直し議論を中心に―
第８回　量刑に関する諸問題（１）―量刑に関する基礎理論を中心に―
第９回　量刑に関する諸問題（２）―裁判員裁判と量刑を中心に―
第１０回　被害者支援をめぐる諸問題（１）―刑事手続きにおける被害者―
第１１回　被害者支援をめぐる諸問題（２）―被害者保護施策を中心に―
第１２回　少年事件に関する諸問題
第１３回　受刑者処遇をめぐる諸問題
第１４回　更生保護をめぐる諸問題（１）―就労支援対策を中心に―
第１５回　更生保護をめぐる諸問題（２）―高齢者・障害者対策を中心に―
　
　※詳細は第１回の授業時に説明します。
　※受講者の興味関心等によって内容は一部変更になる場合があります。

（予習）次回の課題
文献・判例に目を通
し、理解できない部
分がないようにして
おいてください。
（復習）授業の中で
生じた疑問について
調べ、より深い理解
ができるように努め
てください。

法学
関連

- -
とくに指定し
ません。

上口裕『刑事訴訟法
［第4版］』（2015年、
成文堂）
大谷實『新版 刑事政
策講義』（2009年、弘
文堂）
池田修＝合田悦三＝
安東章『解説 裁判員
法［第3版］』（2016
年、弘文堂）
原田國男『量刑判断
の実際［第3版］』
（2008年、立花書房）
武内謙治『少年法講
義』（2015年、日本評
論社）
松本勝編著『更生保
護入門［第4版］』
（2015年、成文堂）
最新年版の法務省法
務総合研究所編『犯
罪白書』、内閣府編
『犯罪被害者白書』
（すべて図書館に配
架済みです）

授業における
報告および発
言（80％）と期
末レポート
（20％）を合算
して評価しま
す。

演習

第１回の講
義時に担当
者を決めま
す。その担
当者が報告
を行い、そ
の報告に基
づいて参加
者全員で議
論します。

刑事裁判に関する基
本的な知識は必要
です。可能であれば
事前に刑事裁判の
裁判傍聴をしておく
ことをお勧めします。

木曜1・2限（8：
40～10：10）
　※上記以外の
時間でも、研究
室にいる場合に
は対応します。
ただ、その場合
には、あらかじ
めメール等でア
ポイントメントを
取るようにして
もらえると助か
ります。

k-
hirano(at)
hirosaki-
u.ac.jp
  ※ (at)
は@に置
き換えてく
ださい。

なし

154 154

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

マクロ経
済分析論
（Macro-
economic
Analysis）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
３・４時限

山本　康裕 - レベル5

長期の経済における国民所
得，利子率，物価の変動を理
解すること
短期の経済における国民所
得，利子率，物価の変動を理
解すること
上記の2点を通じて，マクロ経
済変動のメカニズムを的確に
分析し，適切な財政金融政策
を選択できる実践力を習得す
ること

　まずは価格調整が十分に行われ
ている状況(長期の経済）の下で、
国民所得、実質利子率、物価、為替
相場がいかに変動するかを学習し
てゆく。
次に、価格が硬直的な状況(短期の
経済）の下で、国民所得、利子率、
物価、為替相場がいかに変動する
かを学習する。これらを通じて、財
政金融政策がマクロ経済変数へ与
える影響を理解する。

第1回　講義のガイダンス
第2回　マクロ経済学とは何か
第3回　マクロ経済学のデータ
第4回　マクロ経済における３つの市場とその循環I
第5回　マクロ経済における３つの市場とその循環II
第5回　貨幣システム
第6回　インフレーション
第7回　長期の経済における開放マクロ経済I
第8回　長期の経済における開放マクロ経済II
第9回　失業と労働市場
第10回　景気変動へのイントロダクション
第11回　総需要I
第12回　総需要II
第13回　短期の経済における開放マクロ経済I
第14回　短期の経済における開放マクロ経済II
第15回　まとめ
第16回　期末試験

予習は、講義にて指
定した教科書を読
み、その内容をレジ
メにまとめることであ
る。復習は、講義に
て学習した内容にし
たがいレジメを加筆・
修正することである。

経済
学関
連

経営
学関
連

法学
関連

講義にて指
定する

講義にて紹介する

輪読における
参加度30％と
期末試験70%
で評価します

演習

講義にて指
定した教科
書を輪読す
る

人文社会科学部の
マクロ経済学I

火曜日7・8時限
公開しま
せん

特になし

155 155

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

産業組織
論
（Industria
l
Organizati
on）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
９・１０時
限

小谷田　文
彦

- レベル5

ミクロ経済学の基礎理論であ
る企業の利潤最大化行動を
理解したうえで，企業の境
界，企業の戦略的行動，企業
組織に関する基礎理論を理
解すること

教科書として用いるテキストの構成
に従い、企業理論の基礎、企業の
戦略、企業の組織の３つに論点を
分け、それぞれに関する経済理論
を学ぶ。

第１回　企業の基礎理論
第２回　生産・費用・利潤１
第３回　生産・費用・利潤２
第４回　財務・投資・成長
第５回　新しい企業理論
第６回　市場競争と戦略
第７回　競争優位のための戦略
第８回　イノベーション戦略
第９回　企業の本質
第１０回　垂直統合
第１１回　多角化・多国籍化
第１２回　会社の形態
第１３回　合併・買収・提携
第１４回　労働システムとインセンティブ
第１５回　全体のまとめ

[予習]次週の講義で
取り上げる章を良く
読んできてください。
[復習]講義内容の理
解を確実にし、講義
で触れなかった部分
について自習して下
さい。

経済
学関
連

経営
学関
連

-

小田切宏之
（2010）『企
業経済学
（第２版）』
（東洋経済
新報社）

泉田成美・柳川隆
（2008）『プラクティカ
ル　産業組織論』（有
斐閣）
新庄浩二　編（2003）
『産業組織論』(有斐
閣ブックス)
植草益　他（2002）
『現代産業組織論』
(NTT出版)

講義における
発表から判断
される理解の
程度に応じて
評価します。

講義
講義及び演
習

学部レベルのミクロ
経済学の知識があ
ることが望ましい。

水曜日１０時か
ら１１時

koyata(at)
hirosaki-
u.ac.jp ※
(at)は@に
置き換え
てくださ
い。

なし

156 156

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

経済思想
論
（Economi
c
Thought）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
９・１０時
限

福田　進治 - レベル5

最新の研究成果を理解し，経
済思想の全体像を把握する
こと
経済思想領域の文献的研究
の方法を身に付けること

　この授業では、アダム・スミス以降
の主要な経済学者の経済思想を研
究し、彼らの経済思想がその後の
経済理論・経済思想・経済政策に与
えた影響を検討します。

第1回　概要説明
第2回～第5回　古典学派の経済学者たち
第6回～第10回　新古典派の経済学者たち
第11回～第15回　ケインズ学派の経済学者たち

　予習として、口頭発
表の準備の他、授業
の進行に沿って参考
書を読むなど、基礎
知識を身に付けて下
さい。復習として、毎
回の授業終了後、授
業の内容を振り返
り、不明な点を調べ
るなど、授業のポイ
ントを確認して下さ
い。

経済
学関
連

- -

　受講者の
関心に基づ
いて決定し
ます。

　太田一廣他（編）
『新版経済思想史』名
古屋大学出版会、
2006年

　平常評価と
して、平常の
口頭発表及
び質疑応答
の内容と、そ
れらに取り組
む姿勢を評価
します（50%）
期末評価とし
て、学期終了
時に授業全
体に関わるレ
ポートを出題
し、その内
容、課題意
識、論理構
成、文章表現
を評価します
（50%）。

演習

　受講者の
関心に基づ
いて授業内
容及び課題
図書を決定
し、受講者
による口頭
発表と質疑
応答を軸に
授業を進め
ていきま
す。

　受講の際は、指導
教員及び担当教員と
十分に相談して下さ
い。

　月曜日～金曜
日　12:00～
13:00

　
shinji[at]h
irosaki-
u.ac.jp

　特にな
し。
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番号

(2)
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(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

157 157

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

応用経営
統計論
（Applied
Business
Statistec
s）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
５・６時限

花田　真一 - レベル5

連続変数ではない指標につ
いても統計分析を行えるよう
になること
自身の研究に統計学的な知
識を生かせるようになること

経営統計学では、主に連続変数を
被説明変数とした回帰分析につい
て学んだ。
しかし、経営学や経済学の分析に
おいては、人々の商品の選択のよ
うな数値化が困難なものが指標とな
る場合や、因果関係ではなくグルー
プ間の類似度などを考察する場合
がある。
本講義では、そうした離散選択問題
や因子分析などの手法を学ぶ。

第1回：ガイダンス
第2回：回帰分析の復習と問題点
第3回：最尤法の基礎概念
第4回：離散選択モデル<1>：ロジットモデル・プロビットモデル
第5回：離散選択モデル<2>：多項ロジットモデル・順序ロジットモデル
第6回：離散選択モデル<3>：離散/連続選択モデル
第7回：演習<1>
第8回：心理データ分析<1>：心理測定データの尺度化
第9回：心理データ分析<2>：尺度構成法を用いた類似度の分析
第10回：心理分析データ<3>：因子分析法
第11回：演習<2>
第12回：主成分分析
第13回：クラスター分析
第14回：演習<3>
第15回：講義の復習

【予習】事前に配布
する講義資料を読ん
でおく
【復習】自身の修士
論文のテーマに関す
るデータに講義内容
を当てはめて考える

経営
学関
連

経済
学関
連

応用
数学
関連

特に指定し
ない

初回講義で紹介する

毎回の講義で
の活動：10％
小レポート：
30％
期末レポー
ト：60％

講義

主に講義形
式で行う
が、可能で
あれば数回
PC演習も行
う

経営統計学を履修し
ていることが望まし
い（単位の取得は問
わない）。
未履修の場合は、人
文社会科学部の統
計データ分析Bとの
並行履修を推奨す
る。

火曜日14:30-
15:30

shanada@
hirosaki-
u.ac.jp

受講者の
関心や理
解度に応
じて内容
を変更す
る場合が
あります。
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

地域金融
論
（Regional
Finance）

１，２
選択
科目

2
後
期

木曜日
７・８時限

飯島　裕胤 - レベル5

企業に関わる諸主体の行動
をコントロールし，その事業目
的に近づけるための企業制
度・組織・行動を体系的に理
解すること。企業に適した制
度・組織を立案し，運用する
ことのできる能力を養うこと

　企業に関わる諸主体（株主、今年
度は地域金融の実践的課題とし
て、企業統治論を扱う。経営者、従
業員、外部委託先など）がそれぞれ
の利害・思惑で動くときに、その行
動をいかにコントロールし、その事
業目的に近づけるのか。このような
きわめて実際的な問題意識から企
業制度・組織・行動を考察する研究
領域が、企業統治論である。講義
の中では、主に経営者の任免・報
酬と企業業績の関係に焦点をあて
る。あわせて、同様の問題が生じる
公的機関の運営についても検討し
たい。講義を通して、企業における
諸行動の動機を理解し、企業統治
に関わる諸実務を適切に運用する
ことのできる能力を養う。

第１回：導入：世界経済危機から考えるアメリカ型企業システム
第２回：所有と経営が分離している理由
第３回：経営者を切り続ける監視メカニズム
第４回：分析におけるデータの制約
第５回：経営者の交代はどの程度必要か
第６回：市場の動きからみる社長交代
第７回：経営者の交代確率とその理由：誰から誰に引き継がれるのか
第８回：業績の悪い経営者は本当に交代しているのか
第９回：社長交代前後の業績比較：誰に代わるのが良いのか
第１０回：良い経営者を選抜し、悪い経営者を排除するには
第１１回：経営者の報酬を探る
第１２回：役員報酬の実態
第１３回：経営者の成果主義
第１４回：業績と報酬の関係：アメリカとの比較
第１５回：海外の経営者報酬

授業前にテキストを
一読すること

経済
学関
連

経営
学関
連

法学
関連

久保克行
『コーポレー
ト・ガバナン
ス：経営者
の交代と報
酬はどうあ
るべきか』
日本経済新
聞社

高橋俊夫『コーポ
レート・ガバナンスの
国際比較：米、英、
独、仏、日の企業と
経営』中央経済社

授業における
毎回の発表と
レポートで評
価する。

演習 発表形式
導入科目の経済学
を受講することが望
ましい

月曜日11：30-
12：30

iijima(at)hi
rosaki-
u.ac.jp
 ※ (at)は
@に置き
換えてく
ださい

なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

地域政策
評価論
（Regional
Policy
Evaluatio
n）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
３・４時限

大橋　忠宏 - レベル5
都市や地域，交通の問題と
解決に向けた政策とその効
果に関して理解すること

都市や地域，交通に関する空間固
有の問題に関する基本的な考え方
を修得し，青森県を中心として，弘
前市の土地利用計画や津軽諸都市
の公共交通計画，東北・北海道新
幹線開業の影響などの具体的な事
例を元に各種地域政策の考え方や
同評価方法について議論する．

以下の内容を予定しています．
第1回（ガイダンス）：都市や地域とは？

 第2回：都市の形成・発展
第3回：立地論
第4回：都市モデル1（単一中心都市）
第5回：都市モデル2（都市の成長とサブセンター形成）
第6回：土地利用の外部性と都市計画，弘前の土地利用
第7回：工業都市と都市規模分布
第8回：企業間コミュニケーションと都市規模分布
第9回：交通利便性と地域の発展可能性
第10回：地域計量モデルの系譜，新幹線整備と地域の盛衰
第11回：交通サービスの特性と日本の輸送構造の変化
第12回：交通需要分析のツールと需要予測手法
第13回：交通サービスの費用特性
第14回：交通プロジェクトの評価
第15回：弘前・五所川原・平川などの公共交通の現状と計画

事前に教科書を読ん
で授業に臨み，日頃
から周りの都市や地
域の課題について考
えて下さい．

経済
学関
連

経営
学関
連

-

佐々木公
明・文世一
『都市経済
学の基礎』
有斐閣．山
内弘隆・竹
内健蔵『交
通経済学』
有斐閣．の
上記項目の
関連する部
分及び関連
書籍・論文・
報告書な
ど．

黒田達明・田渕隆俊・
中村良平『都市と地
域の経済学(新版)』，
有斐閣．大井尚司・
後藤孝夫『交通政策
入門』．佐藤泰裕『都
市・地域経済学への
招待状』有斐閣．な
ど．適宜紹介する．

成績の評価
は，報告内容
及び質疑応
答の内容を基
に行う．

講義及
び演習

主に輪読形
式（資料作
成・報告・議
論）とする．

学部レベルのミクロ
経済学・マクロ経済
学・経済数学の知識
が必要である．

木曜日・午前10
時30分～11時
30分

ohashi(at)
hirosaki-
u.ac.jp
(at)を@で
置き換え
て下さ
い．

なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

都市・地
域情報分
析論
（Informati
on
Analytics
of Cities
and
Regions）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
３・４時限

増山　篤 - レベル5
都市・地域の現況や問題点を
詳らかにするための分析手
法を身につけること

都市・地域に関するデータにはさま
ざまなものがある。それらデータか
ら都市・地域の現況や問題点を詳ら
かにするための分析手法につい
て、代表的英文テキストから学ぶ。

第1回　ガイダンス
第2回　GIS：データ管理と基本的空間解析のためのツール
第3回　ネットワークにおける距離と時間の計測
第4回　空間平滑化・補間
第5回　GISベースでの圏域解析
第6回　圏域解析の事例
第7回　GISベースでのアクセシビリティ解析
第8回　アクセシビリティ解析の事例
第9回　都市密度分析における回帰分析の応用
第10回　都市密度分析の分析事例
第11回　因子分析・主成分分析・クラスター分析の社会経済分析への応用
第12回　空間統計（大局的傾向の分析）
第13回　空間統計（局所的傾向の分析）
第14回　地域区分
第15回　線形計画法の応用による過剰通勤の分析

各回の前に、テキス
トの関連する箇所を
熟読すること。

学際・
新領
域

地理
学関
連

-

Wang, F.
(2014).
Quantitativ
e Methods
and Socio-
Economic
Application
s in GIS.
CRC Press.

必要に応じて紹介す
る。

最終試験に
よって評価す
る。

講義

テキストに
沿って担当
教員が内容
を説明す
る。

学部レベルの微積
分・線型代数・統計
学の知識が必要で
ある。地理情報科学
に関する基礎知識や
GISの操作技術が必
要である。ノートパソ
コンを持参すること
が望ましい。

初回に伝える。

masuyam
a(at)hiros
aki-
u.ac.jp
(at)を@に
置き換え
てくださ
い。

なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

北東北商
業政策論
（Commer
cial
Policy of
the North
Tohoku）

１，２
選択
科目

2
後
期

金曜日
３・４時限

保田　宗良
地域志向
科目

レベル5

商業政策の総論と各論を学
習し，買い物弱者を考慮した
まちづくりを考察することによ
り，社会のありかた，経済の
メカニズム，人間行動の実態
を複眼的にとらえ，それらを
洞察する能力を養うこと
青森市，弘前市，十和田市，
八戸市，盛岡市，秋田市の商
業の課題を学習することによ
り，地域や国際社会で求めら
れる社会経済面での政策の
立案，実施等につながる実践
力・応用力を修得すること

　商業政策の総論、各論を学習し、
買い物弱者を考慮したまちづくりを
検討する。地域社会、地域経済のメ
カニズムを複眼的に把握することを
意図して講義を進める。青森市、弘
前市、八戸市、十和田市、盛岡市、
秋田市の商業事情を把握し、検討
課題を考察し、地域で求められる社
会経済面に必要な政策を提言する
ことを念頭に置き、レポート作成の
作業に入る。

1　流通政策研究(総論)
2　流通政策研究(各論)
3　商業政策とまちづくり(総論)
4　商業政策とまちづくり(各論)
5　商業政策と買い物弱者(総論)
6　商業政策と買い物弱者(各論)
7　青森市の商業研究(大規模店)
8　青森市の商業研究(中小小売商)
9　弘前市の商業研究(大規模店)
10　弘前市の商業研究(中小小売商)
11　八戸市、十和田市の商店街研究
12　盛岡市、秋田市の商店街研究
13　北東北地域の商業政策とまちづくり
14　弘前市の商業と商業政策のあり方
15　半期の総括、レポートの要旨の発表

　毎回、復習の項
目、予習の範囲を指
示します。

経営
学関
連

- -

　流通、商
業政策の論
文のコピー
を配布しま
す。

　講義時に指示しま
す。

　平常点(40
点)＋レポート
(60点)で評価
します。レ
ポートは視察
をすることを
求めます。

講義及
び演習

　通常のゼ
ミ形式

　学習をする地域
の、商工会議所発行
の資料が参考になり
ます。

　木曜日、金曜
日12時～12時
30分

　
yasuda(at
)hirosaki-
u.ac.jp
　(at)を@
に置き換
えてくださ
い。

　なし
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(1)
整理
番号

(2)
区分
番号

(3)科目種
別

(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

162 162

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

起業論
（Entrepre
neurship
Theory）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
５・６時限

髙島　克史 - レベル5

環境分析や資金調達に基づ
いて，起業家の行為やそこに
隠された意図を読み解けるよ
うになること
本講義で習得した知識に基
づいて，事業計画書を作成で
きるようになること

ベンチャー企業の誕生・成長・存続
という現象を，起業家の行動や発言
に注目しながら考察していきます。
それを通じて，ベンチャー企業にお
ける起業家の役割や必要性につい
て理解していきます。
また起業は学術的のみならず，政
策的・実務的にも注目を集めていま
す。なぜ多様な点から注目されてい
るのか実例を通じて理解していきま
す。

第1回　オリエンテーション
第2回　起業プロセス
第3回　新規事業のアイデア
第4回　起業機会の認識
第5回　起業機会の評価
第6回　起業家精神の理論
第7回　起業家的マネージャー
第8回　ベンチャー企業の経営チーム
第9回　ファミリービジネスとベンチャー企業
第10回　必要資源の調達
第11回　ビジネスプランの策定
第12回　ベンチャー企業の資金調達
第13回　急成長の管理
第14回　収穫と育成
第15回　起業戦略の策定
第16回　振り返り
※授業の進行状況等により，シラバスと実際の内容と異なる場合には，その都度説明し
ます。

予習：毎回講義終了
時に，次回講義まで
に読んでくる文献の
範囲を指定します。
受講者は指定文献
を読んだうえで，任
意で事例を選択・分
析してください。
復習：講義で議論し
た内容を整理し，文
献を読み直してくださ
い。

経営
学関
連

経済
学関
連

-

忽那憲治・
長谷川博
和・高橋徳
行・五十嵐
伸吾・山田
仁一郎
(2013)『アン
トレプレ
ナーシップ
入門』有斐
閣

講義中に必要に応じ
て紹介します。

平常評価（平
常の発表，毎
回の提出
物）：40％ 期
末評価（期末
レポート）：
60％

演習

事前に読ん
できた文献
と事例をレ
ジュメにまと
めて，報告
を行っても
らいます。

経営学と会計学の基
礎的知識が必要で
す。

木曜日8時40分
～10時10分

katsushi(
at)hirosak
i-u.ac.jp
※(at)を
＠に置き
換えてく
ださい。

なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

地域イノ
ベーショ
ン論
（Regional
Innovatio
n）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
５・６時限

熊田　憲 - レベル5

地域イノベーションを理論的・
実践的なレベルで理解するた
めの知識の獲得を目的とし，
地域イノベーション・システム
構築に向けた，諸政策の立
案・実施等における実践力・
応用力を身につけること

地域という場において創出されるイ
ノベーションの特性を理解し，地域
全体としてダイナミズムを生み出す
ための地域イノベーション・システム
のあり方について理論的・実践的に
考察します．

第 1回：ガイダンス
第 2回：地域産業活性化に関連する基礎的諸概念
第 3回：地域産業活性化策の体系と歴史的展開
第 4回：代表的な活力ある地域産業モデル
第 5回：地域産業活性化策立案と情報収集
第 6回：地域産業活性化策立案の際に分析するべき諸要素
第 7回：地域経営資源の整備策の立案
第 8回：地域インフラ整備策の立案
第 9回：地域イノベーション創出機構の構築策の立案
第10回：地域産業活性化策の新展開の可能性
第11回：地域産業活性化策の今後の諸課題
第12回：イノベーションと地域に関する諸理論
第13回：地域イノベーションに関する政策動向と先行事例
第14回：科学技術型イノベーションと地域に関する考察
第15回：地域イノベーション論まとめ
＊授業の進行状況等により，シラバスと実際の内容と異なる場合には，その都度説明し
ます．

【予習】事前に配布
する資料を読み，自
分なりの考え方や疑
問を持って受講してく
ださい．
【復習】授業で配布さ
れた資料やノートを
整理し，Webなどを活
用して授業の内容に
ついて理解を深める
ようにしてください．

経営
学関
連

- -
教科書は特
に指定しま
せん．

・野長瀬裕二(2011)，
地域産業の活性化戦
略～イノベーター集
積の経済性を求めて
～，学文社
・野澤一博(2012)，イ
ノベーションの地域経
済論，ナカニシヤ出
版
・その他，講義の中で
適宜，紹介します．

報告と発言の
内容で評価し
ます．

演習
ゼミ形式で
行います．

経営学に関する基礎
的な知識が必要で
す．

火曜日：11:50
～12:40
事前にメールに
てコンタクトを
取ってください．

kumata(at
)hirosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い．

特になし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

経済法制
論
（Economi
c Law
and
Policy）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
５・６時限

長谷河　亜
希子

- レベル5

経済法分野の問題に関して，
基礎的知識の修得に留まら
ず，研究論文を読みこなした
うえで分析し，私見を述べる
能力を身につけること

　経済法分野の法律について、論
文や判例等（場合によっては英語
論文を含む）について、受講生の皆
さんから判例評釈や論文内容の検
討を報告していただきながら、理解
を深めていきたいと思います。
　対象となる法分野は、独占禁止
法、規制産業関連法規、知的財産
権法、消費者法、その他商事関連
の法と幅広く設定します。最終的に
は、内容については、受講生の皆さ
んと相談のうえ、決定したいと思い
ます。

現時点では以下が候補です。
　公正取引委員会事務総局競争政策研究センター（CPRC）「人材と競争政策に関する検
討会」の報告書（２０１８年３月公表）、及びそれに関連する論文・報告書を基に、いわゆる
「事業者」に分類されてはいるものの「労働者」的な性質も有する働き方をしている人たち
に関して独禁法関連の問題を中心に検討する。
主たる検討対象となる報告書・論文は以下の通り
・公取委CPRC「人材と競争政策に関する検討会」報告書（２０１８年３月公表）
https://www.jftc.go.jp/cprc/conference/index_files/180215jinzai01.pdf

・連合総研「働き方の多様化と法的保護のあり方～個人請負就業者とクラウドワーカーの
就業実態から～－ 「曖昧な雇用関係」の実態と課題に関する調査研究報告書 －（連合・
連合総研共同調査研究）」（２０１７年１２月）

1　担当決め
２～６　　公正取引２０１８年５月号の各論文
７～１３　ジュリスト２０１８年９月号の座談会及び各論文
14・15　上記の２報告書の検討

など。

報告者は、担当する
判例や論文につい
て、要約をし、検討を
行う。
報告者以外の受講
生は、判例・論文を
熟読してくる。

法学
関連

- -
適宜提示し
ます。

適宜提示します。

授業での、報
告（受講者数
によっては数
回報告を担当
することにな
ります）、質問
等の発言（毎
回発言を求め
ます）による。

演習
受講生によ
る報告、質
疑応答。

特になし

火曜日7・8時
限。研究室は人
文棟３階の３２
３研究室

－ なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

民事司法
論（Civil
Justice
Theory）

１，２
選択
科目

2
前
期

月曜日
５・６時限

吉村　顕真 - レベル5

親族法に関する基礎的知識
を修得すること
現代の家族が抱える問題に
ついて法的に考える力を身に
つけること

民法典の第４編「親族」に焦点を
絞って検討していきます。
その際、新聞などを使って、現代の
家族をめぐる法的問題を補充しま
す。

以下の順に従って授業を進めていきます。
第１回　　　イントロダクション
第２回　　　親族法を学ぶための前提知識
第３回　　　夫婦<1>：婚姻の成立
第４回　　　夫婦<2>：婚姻の効果
第５回　　　夫婦<3>：離婚の成立
第６回　　　夫婦<4>：離婚の効果（財産分与）
第７回　　　夫婦<5>：離婚の効果（親権・監護権、面会交流、養育費）
第８回　　　夫婦<6>：婚姻外の関係
第９回　　　親子<1>：民法上の実親子関係
第１０回　　親子<2>：人工生殖と親子関係
第１１回　　親子<3>：養親子関係（里親制度を含める）
第１２回　　親子<4>：親権、児童虐待防止
第１３回　　後見<1>：未成年後見
第１４回　　後見<2>：成年後見
第１５回　　扶養：親族の扶養

適宜、指示します。
法学
関連

- -
初回の授業
時にお知ら
せします

適宜、指示します。
報告８０％
提出物２０％

演習

毎回、１人
の報告者に
報告しても
らった上で、
それに対し
て参加者に
よる質疑・
応答をする
という形で
進めていく
予定です。

特にありません。
水曜日１０：３０
～１１：３０

初回の授
業時にお
知らせし
ます。

特にあり
ません。

38/40
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方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 地
域人材育
成コース

会計シス
テム論
（Account
ing
System）

１，２
選択
科目

2
前
期

火曜日
３・４時限

小杉　雅俊 - レベル5

会計学分野の諸領域に関す
る高度な専門知識・技能を習
得していること
修得した専門知識・技能にも
とづき，実際の企業が直面す
る経済環境の変化に対応し
た，経営管理につなげること
のできる実践力・応用力を身
につけていること

○ 会計システムについて、管理会
計の立場から、実務適用する際に、
どのような点が問題とされているの
かを考察する。
○ 管理会計学の観点から会計シス
テムを捉え、該当する技法・ツール
の構造を理解するだけにとどまら
ず、その実務適用面に重きを置い
て考察していく。
○ 今回の授業では、文献ベース
で、主にアメーバ経営のケースを題
材に、会計システムが直面する現
実的な実態や課題を深く検討してい
く。
○ 理論上で考えられていることが、
実務適用の際にそのまま当てはま
ることもあれば、全く当てはまらない
こともある。その際にどうすればよ
いのだろうか。何を論点として考え
ていけば良いのだろうか。本授業
は、まさにこの点を議論・検討して
いくものである。

基本的にはゼミナール形式で、教科書の順に授業を進めていく。
関連する英語文献を加える予定である。
輪読形式の発表と、発表内容に基づいた議論・討論を通じ、授業を展開していく。
以下に各授業回の内容を示す。
第1回授業 ガイダンス・文献紹介とイントロダクション
第2回授業 プロフィットセンターについて
第3回授業 アメーバ経営の史的展開
第4回授業 アメーバ経営の導入と効果(1):日本航空1―経営再建に向けた取り組み―
第5回授業 アメーバ経営の導入と効果(2):日本航空2―サービス品質の向上―
第6回授業 アメーバ経営の導入と効果(3):医療組織
第7回授業 アメーバ経営の導入と効果(4):ホテル
第8回授業 アメーバ経営の導入と効果(5):学校組織
第9回授業 トヨタ生産システムとアメーバ経営
第10回授業 アメーバ経営と原価・収益計算構造
第11回授業 アメーバ経営の導入と効果(6):製造業
第12回授業 フィロソフィとアメーバ経営
第13回授業 責任会計論の観点から見たアメーバ経営
第14回授業 アメーバ経営の適用実態調査にみる効果と影響について
第15回授業 総括

[予習] 教科書・参考
文献などを、輪読に
向けて読み込む。そ
の上で、各回のテー
マや課題について取
り組むこと。
[復習] 授業でのディ
スカッションを中心
に、論点をしっかりと
整理すること。

経営
学関
連

学際・
新領
域

-

アメーバ経
営学術研究
会 (2017)
『アメーバ
経営の進
化』中央経
済社。

多数につき、適宜授
業内で紹介していく。

文献輪読発
表・議論参加
(50%)、課題評
価(50%)。

演習

輪読形式で
あり、全受
講者は教科
書・関連文
献の指定範
囲を予習す
ることが求
められる。

・受講希望者は、こ
のシラバスを事前に
しっかりと読み、必ず
第1回授業を受講し
輪読の割り当てを確
認すること。
・本授業では英語文
献を用いた授業を行
うが、あくまでも会計
システム論の授業で
ある。
・日商簿記2級レベ
ル以上の基礎的な
理論を前提として授
業を進める。授業開
始前までにしっかり
と復習すること。

火曜日12:00-
12:30、この時間
に限らず随時対
応しますのでご
相談ください。

k*os*ug*i
[at]
hirosaki-
u.ac.jp
上記の*
を全て削
除し、[at]
を＠に変
換してくだ
さい。

授業の進
行状況等
により、シ
ラバスと
実際の内
容が異な
る場合に
は、その
都度説明
します。
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 国
際人材育
成コース

アジア経
済論
（Asian
Economy
）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
５・６時限

黄　孝春 - レベル5

この授業はこのアジア地域に
おける経済発展の実態を明
らかにしながら，多様性に富
むこの地域の経済成長のメカ
ニズムとダイナミクスを複眼
的にとらえる能力を養うこと

この授業は主に東アジアと東南ア
ジアという二つの地域の経済発展
や主要国の経済発展の過程と特
徴、相互間の経済交流と統合の実
態および経済発展に伴う諸問題に
ついて考察する予定。日本を先頭
に、韓国やアセアン諸国、中国など
の国と地域を中心とする東アジアは
急速な経済発展を遂げ、経済の一
体化が進んでいます。一方、これら
の国と地域は経済の発展段階や文
化（言語、宗教など）及び政治制度
においてさまざまな違いを有し、多
様性に富んでいます。この授業はこ
の地域における経済発展の実態を
明らかにしながら、このような多様
性がもたらすダイナミクスと摩擦の
両面をより深く理解することを目指
しています。

第 1回 アジア経済の分析視点
第2回 東南アジア経済発展の歴史
第3回 工業化政策の新動向
第 4回 東アジアの経済発展と所得格差
第 5回 アジア経済危機から学ぶ
第 6回 アジア金融危機
第 7回 アジアの環境問題
第 8回 日本の経済発展
第 9回 東アジア新興地域の経済発展
第10回 移行経済の理論と中国の実践
第11回 移行経済の理論とベトナムの実践
第12回 地域統合の意義と課題
第13回 リージョナリズムの台頭とAFTAの新展開
第14回 日本と東アジアの関係
第15回 アジア経済の発展とその諸問題

授業で指示します
経済
学関
連

経営
学関
連

-

北原淳・西
澤信善編著
『アジア経
済論』ミネ
ルヴァ書房

随時プリントを配布し
ます。

授業への取
組とレポート
で評価しま
す。

講義
演習形式と
講義形式の
併用

アジア経済に関する
新聞記事を読んでほ
しい。

 水曜日１２：００
－１３：００

huang@hir
osaki-
u.ac.jp

とくになし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 国
際人材育
成コース

産業立地
論
（Theory
of
Industrial
Location）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
３・４時限

桑波田　浩
之

- レベル5

グローバル化が進み複雑さ
が増す社会を，経済理論に
基に正しく理解すること
経済理論を応用して，現実の
問題に対する解決策を提案
すること

国際貿易理論を学ぶ。制度や歴史
的な側面の説明は必要最小限にと
どめ、ミクロ経済学の基本的な考え
方の応用に重点をおく。具体的に
は、不完全競争下の貿易政策、規
模経済性と貿易、戦略的貿易政
策、海外直接投資、国際貿易ルー
ル、空間経済学、重力モデル等に
ついて扱う。

第１回： ガイダンス
第２回： 不完全競争下における貿易政策 <1>(国内企業の独占)
第３回： 不完全競争下における貿易政策 <2>(外国企業の独占)
第４回： 不完全競争下における貿易政策 <3>(最適関税)
第５回： 規模経済性と産業内貿易 <1>(マーシャルの外部性)
第６回： 規模経済性と産業内貿易 <2>(独占的競争)
第７回： 戦略的貿易政策 <1>(静学ゲーム, 数量競争の動学ゲーム)
第８回： 戦略的貿易政策 <2>(価格競争の動学ゲーム)
第９回： 直接投資と多国籍企業 <1>(生産要素の国際移動)
第１０回： 直接投資と多国籍企業 <2>(海外直接投資)
第１１回： 技術移転と国際貿易
第１２回： 国際貿易と企業 <1>(企業の異質性と国際貿易)
第１３回： 国際貿易と企業 <2>(産業集積と国際貿易)
第１４回： 国際貿易ルール: GATT/WTO, 環境保護, 地域統合
第１５回： まとめ
定期試験

毎回、事前に教科書
を読み、分からない
点を明らかにしておく
こと。授業後は、授
業で配る演習問題を
復習して知識の定着
を図ること。

経済
学関
連

応用
数学
関連

-

若杉隆平
『国際経済
学　第3版』
岩波書店
若杉隆平
(編) 『現代
日本企業の
国際化』 岩
波書店
藤田昌久・
クルーグマ
ン・ベナブ
ルズ『空間
経済学』 東
洋経済新報
社

清田耕造・神事直人
『実証から学ぶ国際
経済』 有斐閣

定期試験
90%、平常点
10%

主に講
義形式
で一部
演習形

講義はスラ
イドによる
講義形式と
する。

学部レベルのミクロ
経済学の知識があ
ることが望ましい。

水曜1・2・3・4限
（メールを貰え
れば、他の時間
帯でも対応可
能）

kuwahata
@hirosaki
-u.ac.jp

なし
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人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 国
際人材育
成コース

産業発展
論
（Industry
Developm
ent
Theory）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
７・８時限

細矢　浩志 - レベル5

経済活動としての産業の発
展や構造変化にかんする基
礎知識を習得すること
複雑な経済社会を読み解くた
めの問題設定の方法や経済
学的な思考力を身につけるこ
と
知識や理解したことを文章と
して表現できるようになること

資本主義経済社会における産業発
展をめぐる諸問題について，主要文
献・資料の講読・討論をつうじて，理
論と実証の両面から分析・検討しま
す。

第１回：グローバル化と日本のものづくり
第２回：「ものづくり」とは何か
第３回：統合型ものづくり組織力
第４回：設計構造としてのアーキテクチャ
第５回：日本製造業の競争力の変遷
第６回：日本製造業の苦境と海外生産の展開
第７回：「ものづくり」の基盤と中小企業の技術
第８回：中小企業の海外生産とその特徴
第９回：オープンシステムとしての工場：オペレーションの安定と進化
第10回：グローバル生産体制における海外シニア工場
第11回：既存工場の能力再評価とグローバル生産体制
第12回：東アジアの国際分業の動向と日本企業のものづくり
第13回：新興国市場戦略とものづくり
第14回：新時代の技術経営とものづくり
第15回：日本のものづくりの今後の展望と課題
*授業の進行状況等により，シラバスと実際の内容と異なる場合には，その都度説明しま
す。

[予習]各テーマにつ
いて必要な資料・文
献を読みレジュメを
用意してください。
[復習]配付資料等を
見直しノートを整理し
知識を確実なものに
してください。

経済
学関
連

経営
学関
連

政治
学関
連

藤本隆宏・
新宅純二郎
『(新訂)グ
ローバル化
と日本のも
のづくり』
NHK出版，
2015年

柴田友厚『日本企業
のすり合わせ能力』
NTT出版，2012年
その他，授業中に適
宜指示します

レポートの作
成・報告や出
席等の学習
態度を総合し
て評価しま
す。

講義及
び演習

演習形式
（レポート作
成・報告，
ディスカッ
ション）

標準的な経済史(世
界[西洋]経済史)と現
代史(第二次世界大
戦後～現代)にかん
する基礎知識を修得
していることが前提
となります。

月17:40～18:30

hosoya(at
)hirosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

特になし

170 170

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 国
際人材育
成コース

比較経済
論（The
Comparat
ive
Economy
）

１，２
選択
科目

2
前
期

木曜日
７・８時限

池田　憲隆 - レベル5

日本経済と他国（あるいは他
地域）経済との共通点と相違
点に関する現在の学問的到
達点を理解すること

日本と欧米の経済について，主とし
て歴史的・制度的観点から比較・検
討する。

第１回　イントロダクション
第２回  世界経済システムの形成
第３回  イギリス産業革命
第４回  金融システムの形成
第５回  帝国と植民地
第６回  世界貿易と多角的決済機構
第７回  近代の日本経済
第８回  ビッグ・ビジネスと株式会社
第９回  フォーディズム
第10回  両大戦間期のヨーロッパ経済
第11回  世界大恐慌
第12回  世界大戦と各国経済
第13回  戦後の世界貿易と通貨体制
第14回  日本の高度経済成長と欧米経済
第15回  近年の“グローバル経済”
なお、授業の進行状況等により、シラバスと実際の内容が異なる場合には、その都度説
明します。

予習については第１
回の授業で説明しま
す。また、毎回の授
業内容と論点を確認
する復習が必要で
す。

経済
学関
連

経営
学関
連

政治
学関
連

受講生と相
談の上、決
定します。

馬場宏二『シリーズ
世界経済１～４』（御
茶の水書房、1986～
89年）Ｉ．ウォーラース
テイン『近代世界シス
テム Ⅰ～Ⅳ』（名古
屋大学出版会、2013
年）。
授業内容に応じて適
宜指示するほか、プ
リントを配布する場合
があります。

発表内容や
勉学態度など
により総合的
に評価しま
す。

演習

一定の課題
について予
め決められ
た受講生が
発表し、そ
れに基づい
て討論をお
こなうゼミ
ナール形式
を主としま
す。

特になし
木曜日13:00～
14:00

nikeda(at)
hirosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし
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(1)
整理
番号

(2)
区分
番号

(3)科目種
別

(4)授業科
目名〔英
文名〕

(5)対
象学
年

(6)必
修・
選択

(7)
単
位

(8)
学
期

(9)曜日・
時限

(10)担当教
員（所属）

(11)地域
志向科目

(12)難易
度（レベ
ル）

(14)授業としての具体的到達
目標

(15)授業の概要 (16)授業の内容予定
(17)準備学習（予習・
復習）等の内容

(18)
学問
分野
1(主
学問
分野)

(18)
学問
分野
2(副
学問
分野)

(18)
学問
分野
3(副
学問
分野)

(20)教材・
教科書

(21)参考文献
(22)成績評価
方法及び採
点基準

(23)授
業形式

(24)授業形
態・授業方
法

(25)留意点・予備知
識

(26)オフィスア
ワー

(27)Eメー
ルアドレ
ス・HPア
ドレス

(28)その
他

171 171

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 国
際人材育
成コース

国際ビジ
ネス論
（Internati
onal
Business
）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
９・１０時
限

森　樹男 - レベル5

さまざまな事例を通じて理解
を深め，国際ビジネスの現状
と課題について理解できるよ
うになること

グローバル企業のさまざまな事例を
取り上げ，国際ビジネスの現状の理
解を深めていきます。また，ビジネ
スモデルの有効性について，ディス
カッションをしながら考察を行ってい
きます。

テキストにしたがい，さまざまな多国籍企業の経営について考察していきます。
以下はテキストの目次を示したものです。
第1回 イントロダクション
第2回 日本型ビジネスモデルの中国展開
第3回 中国における日本企業
第4回 コマツ
第5回 ダイキン工業
第6回 クボタ
第7回 日産自動車
第8回 京セラドキュメントソリューションズ
第9回 顧客インターフェイスの機能
第10回 補助的サービスの中核性
第11回 思考・感情ベースという意外なファクター
第12回 モデルの背後に流れる原理
第13回 ビジネスモデルの再構成
第14回 まとめ<1>
第15回 まとめ<2>

［予習］テキストを読
み，議論したいテー
マを用意してきてくだ
さい。
［復習］授業で取り上
げたトピックスに関連
した書籍や論文を探
し，読んでください。

経営
学関
連

- -

伊丹敬之
（編著）『日
本型ビジネ
スモデルの
中国展開』
有斐閣，
2013年。

特になし

講義への参
加と期末レ
ポートにより
総合的に評
価し，集計し
ます。

演習
輪読および
ディスカッ
ション

常に企業経営に関
心を持ち，様々なメ
ディアからの情報も
得るように努めてくだ
さい。

木曜　17時40分
～18時30分
事前にメールで
連絡があれば，
その都度対応

mori(at)hi
rosaki-
u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

なし

172 172

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 国
際人材育
成コース

企業社会
論
（Compani
es and
Society）

１，２
選択
科目

2
後
期

月曜日
７・８時限

大倉　邦夫 - レベル5

企業社会論という，企業を社
会との関係から捉える理論に
ついて理解を深めること。ま
た，そうした視点に基づき，企
業が社会の中でどのような責
任が求められ，またいかにし
てその責任を果たしていくこと
ができるのか，という点につ
いて実践的な提案を行うため
の力を身につけていくこと

　近年、企業と社会の関係は変化し
ており、企業に期待される役割や責
任も変化しています。そのような中
で、この授業では企業社会論にお
ける代表的なトピックとして、環境経
営、CSR経営、ソーシャル・ビジネス
などを取り上げ、それぞれの最新の
研究を学習していきます。また、特
にCSR経営をいかに進めていくの
か、その課題を分析する力を養うた
めに、受講者には企業の事例研究
に取り組んでもらうことになります。

第1回イントロダクション（授業に関する全体的な説明）
第2回社会の中の企業
第3回企業の社会的責任が求められてきた背景
第4回欧米におけるCSR経営の展開
第5回日本におけるCSR経営の展開
第6回トータルな企業評価のあり方
第7回ソーシャル・ビジネスの概要
第8回ソーシャル・ビジネスの創出プロセス
第9回ソーシャル・ビジネスのマネジメント
第10回ソーシャル・イノベーションの創出
第11回ソーシャル・イノベーションの普及
第12回日本における環境経営の展開
第13回事例研究(1) 研究テーマと調査対象の決定
第14回事例研究(2) 文献調査の中間報告
第15回事例研究(3) 調査結果の発表

【予習】課題となる文
献を事前に読み込
み、要約を作成する
ことが求められま
す。
【復習】授業での議
論の内容をまとめ、
関連する文献を読
み、理解を深めるこ
とが求められます。
上記を合算して、最
終的な成績評価を行
う予定です。

経営
学関
連

- -

谷本寛治
（2006）
『CSR－企
業と社会を
考える－』
NTT出版

谷本寛治（2013）『責
任ある競争力－CSR
を問い直す－』NTT
出版

平常評価（授
業への参加
度）：30％
期末評価（事
例研究の発
表）：70％

演習

演習形式と
します。具
体的には1
人の報告者
が事前に割
り当てられ
た箇所につ
いて、レジュ
メを作成し、
報告をしま
す。

自ら考え、自ら調査
するということを実践
してもらいますので、
予習・復習が必ず求
められます。

金曜日3・4時限

k_ohkura(
at)hirosak
i-u.ac.jp
※(at)は@
に置き換
えてくださ
い

特になし

173 173

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 国
際人材育
成コース

国際管理
会計論
（Internati
onal
Managem
ent
Accounti
ng）

１，２
選択
科目

2
後
期

水曜日
５・６時限

加藤　惠吉 - レベル5
国際管理会計システムの機
能や構造を検討すること

国際管理会計システムの機能やそ
の学問体系の本質について教授す
る。

第 1 回 ガイダンス
第 2 回 現在の管理会計の展開
第 3 回 管理会計の国際化
第 4 回 国際管理会計の学問体系と推移
第 5 回 業績評価と管理会計
第 6 回 意思決定会計
第 7 回 グローバル企業の業績評価
第 8 回 グローバル事業戦略と会計政策
第 9 回 マネジメント・コントロールと管理会計
第10 回 国際資本予算
第11 回 国際税務管理（租税回避活動）
第12 回 国際税務管理(グローバル企業の法人税マネジメント)
第13 回 国際資本予算
第14 回 為替リスクの管理
第15 回 全体の総括

学部レベルの管理会
計、原価計算、税務
会計を復習しておく
こと。

経営
学関
連

経済
学関
連

-

開講時に相
談して決定
する。また、
必要なその
他文献レ
ジュメ等は
配布する。

桜井久勝『会計利益
情報の有用性』千倉
書房

講義への参
加状況（発
言、参加度）
50％、課題の
評価50％

講義
講義形式及
び演習形式
の併用

少人数の受講の場
合、できるだけ要望
に応えるように配慮
しますので事前に問
い合わせいただけれ
ばと思います。
（開講後でも構いま
せん。）

月曜12：00-12：
30

－ なし

174 174

人文社会
科学研究
科 応用
社会科学
専攻 国
際人材育
成コース

国際会計
論
（Internati
onal
Accounti
ng）

１，２
選択
科目

2
後
期

火曜日
７・８時限

内藤　周子 - レベル5

財務報告に関する修得した
専門知識・技能を横断的に連
携させて，地域や国際社会で
求められる社会経済面での
諸政策の立案・実施等につな
げる能力を養うこと。より具体
的には，財務諸表に関する基
礎的な知識を習得し，グロー
バル化が進む企業活動を写
像した財務報告に関する最
新の理論と方法論を学ぶこ
と。

本講義では、企業活動のグローバ
ル化の進展を背景とした国際財務
報告に関する基礎的な概念と財務
報告に関する諸問題を解決するた
めの分析手法について概説する。

第１回：イントロダクション：国際財務報告の基礎
第２回：理想的状況の会計
第３回：財務報告に対する意思決定有用性アプローチ
第４回：効率的証券市場
第５回：意思決定有用性についての情報パースペクティブ
第６回：意思決定有用性についての測定パースペクティブ
第７回：測定についての応用
第８回：経済的帰結と実証会計理論
第９回：コンフリクトの分析
第１０回：経営者報酬
第１１回：利益マネジメント
第１２回：基準設定：基準設定
第１３回：基準設定：基準設定プロセスに関する問題
第１４回：会計基準のコンバージェンス
第１５回：グローバル化の進展と国際財務報告
第１６回：定期試験

国際化が進展する企
業活動を写像する財
務報告についての、
基礎的な概念を整理
すること。

経営
学関
連

経済
学関
連

-

ウィリアム・
R・スコット
著・太田康
広、椎葉
淳、西谷順
平訳『財務
会計の理論
と実証』中
央経済社、
2008年。

Scott, William R.,
Financial Accounting
Theory, 7th Edition,
Pearson Prentice
Hall, 2015.

定期試験
（80％）、毎回
の授業の最
後に提出する
小レポート
（20％）

講義

講義を中心
に行いま
す。随時、
ハンドアウト
を配布し
て、計算問
題を解いた
り論述を行
う予定で
す。

財務会計に関する基
礎的な知識があるこ
とを前提として講義
をすすめます。

金曜日5.6時限
目

naito-
s(at)hiros
aki-
u.ac.jp
　※(at)は
@に置き
換えてく
ださい。

なし。
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